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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















あなただけは、

なにがあろうとも必ず守り抜くから。

























　孤こ独どくは、暗夜に吹ふき付ける風のよう。

　寒さに足をとめ、うずくまらずにはいられない。

　誰だれかの呼ぶ声もかき消し、一層ひとりぼっちな気分にさせる。

　だけど風は、いつまでも一つ所には留とどまらない。

　月覆おおう叢むら雲くもを散らし、道に積もる塵ちりも吹き払はらう。

　きっと大だい丈じよう夫ぶ、立ち上がって前を向ける。孤独は十分な休息をくれた。

　その息吹いぶきは髪かみを梳すくように心を駆かけ抜ぬけて、絡からまる思いも解きほぐしてくれる。







　一章







　壁かべも天てん井じようもすべて赤い布で覆われた儀ぎ式しきの間。濁にごった甘い匂においが濃のう厚こうに漂ただよい、正常な感覚を少しずつ狂くるわせていく。

　そういうどこか背徳的な薄うす暗ぐらい一室で、私は未み不ふ嶺ねさんと運命を繫つなげた。

「緋ひ宮みや、痛みは？」

　隼はや鉄てつの欠片かけらで自分の手を傷つけたときだった。畏い怖ふの念がにじむ密ひそやかな声で未不嶺さんが尋たずねた。私はぎこちなく微笑ほほえみ、その隼鉄を未不嶺さんに渡わたした。

　観念したように、彼も自身の手のひらに小さな刃はを押し付ける。ぷくりと皮ひ膚ふの上に溢あふれ、したたる赤。私たちは躊躇ためらいながら互たがいの指を静かに絡ませた。

　傷口をすりあわせて血を注ぎ、そして注がれ。交わりの儀式は何度体験してもぞくぞくする。魂たましいが遠くへ持っていかれるような、不思議な酩めい酊てい感。鳥とり肌はだが立つ。

「緋宮……っ」

　同じことを未不嶺さんも感じたんだろうか。手を強く握にぎったまま熱のこもる吐と息いきを落とす。

　傷口から染しみ込む血が、どろりと身体からだの奥にまで落ちていくのがわかり、私は息をつめた。

「あぁ、こんな」

　未不嶺さんがきつく眉まゆを寄せ、緩ゆるく首を振ふって私に顔を向けた。絶望しているようにも、喜びに打ち震ふるえているようにも思える悩なやましい表情だ。花か蠟ろうの明かりのなか、その潤うるんだ黒い瞳ひとみは部屋の赤を取り込んで、魔ま物もののような禍まが々まがしくも美しい輝かがやきを見せている。

　薄うすく汗あせを浮うかばせる未不嶺さんの額を、私はそっと拭ぬぐった。

「あなたは私が握る、最後の剣けんです」

　未不嶺さんは瞼まぶたを閉とざし、屈くつするように私の肩かたに頭を乗せて身体を弛し緩かんさせた。浅く呼吸し、頼たよりなげにすり寄ってくる。

　その仕草がふと色めいたものに思え、私は戸と惑まどいながら視線を巡めぐらした。

　板いた敷じきに転がっている欠片に目をとめる。血を含ふくんだそれが音もなく形状を変え、一ひと振ふりの剣となった。あでやかな花の模様が刃の表面を飾かざる。護ご剣けん士しだけが持つ、特とく殊しゆな破は魔まの剣。
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　秋も終しゆう盤ばんとなった、ある晴天の正午だ。

　見み渡わたす限かぎりに、淡あわくきらめく銀の波。

　さあっと、風に揺ゆれる穂ほの音も本物の海のようだ。

「ススキって、こんなにきれいなんだ」

　私は目の前に広がる優美な景観に、小さく感かん嘆たんの声をあげた。

「日本のススキとはだいぶ違ちがうみたい。蒸む槻き国ではこれを、スイ、っていうんだよね」

　自分の背せ丈たけほどもある銀色の穂を指先でつつき、しげしげと見つめる。

「帰き鼓こ廷ていに少し持って帰ろうかな。部屋に飾りたい」

　今、私は緋ひ剣けんや剣士たちとともに帰鼓廷を出て、蛇へび神がみ一族の巣そう窟くつがあった地区を訪おとずれている。

　割れた巨きよ木ぼくのそばに手作りの新しい通つう門もんを建て、彼らが一日も早く帰ってこれますようにとたくさん祈いのりを捧ささげたあとのこと。続いて、ときごえ様の地区へも行きたかったんだけれど、日数的に厳しいのでそれは次の機会にという運びになった。

　すっかりしょげ返った私を慰なぐさめるためだろう、剣士たちはまっすぐ帰鼓廷に戻もどるのではなく少し寄り道し、この見事なススキの森……正しくは『スイの森』に連れて来てくれたんだ。

「剣士たち、優やさしいなあ。過保護な緋剣につられているのかも」

　私はその場に屈かがみ込み、乙女おとめにあるまじき不細工なでれ顔をした。

　自分の膝ひざに軽く頰ほお杖づえをついて、ススキに似たスイの揺らめきを眺ながめる。光の角度で銀にも白にも映る、たおやかな野草だ。無数の穂が秋風に柔やわらかくそよぎ、笠となって頭上を覆う。

　花茎のわずかな隙すき間まから陽光がきらきらと差し込んだ。光の粉が降ってきているようだった。

「──緋宮、そちらにおられますか？」

「は、はいっ」

　うっとりと見つめていたとき、突とつ然ぜん呼ばれ、私は驚おどろきながら振り向いた。緋宮。幽ゆう玄げん国の蒸槻を霊れい的てきに守護する天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えい──それが今の私だ。元々は天あま野の知ち夏かっていう名前の暢のん気きな女子高生でしかなかったのに、運命って本当に波乱と奇き跡せきが溢れている。

「急にお姿が見えなくなったので、皆みなが慌あわててますよ。どこにお隠かくれになったのかと」

「あっ、伊い織おりさん」

　緋宮を守護する護剣士の一人、伊織さんがスイの穂をかきわけて、優しく微笑みながら私の前に片かた膝ひざをついた。橙だいだい色いろを基調とした浅あさ紫むらさきと藍あいの柄がらがある広ひろ袖そでの貴人衣い装しよう。みずら結ゆいっぽく、長い髪を左右にわけて耳の下で輪を作り、鮮あざやかな紐ひもでくくっている。

　いつものシンプルな装よそおいと違い、珍めずらしくも雅みやびやかな雰ふん囲い気きだ。

　私の衣ころもも朽くち葉ば系の色なので、横に並ぶとお揃そろいって感じがする。

　緋宮ー、と剣士たちが私を呼ぶ声が聞こえた。そのオロッとした声こわ音ねにほくそ笑えみつつ立ち上がろうとしたとき、伊織さんが私の手を摑つかみ、動きをとめた。「だめだめ、お静かに」と合図するように自分の顔の前で指を一度振り、涼すずしげな目を細めて私を見み遣やる。

「よいですか緋宮。従者などはですね、怠なまけたりせぬように、こうして絶えず困らせておけばいいのです。これは主人の大事なつとめですよ」

　伊織さんはこの冗じよう談だんを、大おお真面まじ目めな顔で言った。うわあ、悪わる巧だくみ論だ。

　私は屈み直して両手で口を覆い、ひとしきり笑い悶もだえた。

　落ち込んでいた私の心を軽くするための気き遣づかいだとわかり、あたたかな思いが胸に広がる。

「あ、白しら雨さめさんの声も聞こえた。すごく怒いかりがこもってましたよね、今の。や、やばい、あとで大変なお仕置きをされる」

「緋宮に気づいてほしくて無む駄だに腹を立てているだけです。いけませんよ、ああいうひねくれた女をむやみにちやほやしては。あいつは誰に対しても横おう柄へいすぎる」

　伊織さんってば眉み間けんに深く皺しわを寄せている。この二人、なんだかんだで気が合っているんだよね。周囲が凍こおり付くほど険しい顔で罵ののしり合いながら、よく一いつ緒しよにお酒を飲んでいるらしい。

「まこと、俺たちに厳しくしていいのですよ？」

　伊織さんが私との会話に集中するように身体の位置を微び妙みようにずらした。両りよう膝ひざを地面につく形で屈み、緩く払った袖そでを太ふと腿ももの上で静かに重ねる。

　優ゆう雅がな衣装の効果もあってか、今日の伊織さんは振る舞まいもどこか公く家げ然として見えた。

「あなたは緋宮なのだから。その手で強く鞭むち打うってくださっていいのです、もっと」

　動く対象をひたすらじいっと狙ねらう獣けもののように私を見み据すえ、乞こう口調でそんな発言をする。

　私はひとつ、心臓を大きく跳ねさせて、伊織さんを見つめ返した。

「仕置きをするのは、あなたでなくては。俺たち緋剣が、緋宮をお泣かせするなど本来あってはならぬことですし」

　またひとつ、どくんと心臓が跳はねる。

　きっと伊織さんは、私が胡こ汀ていと言い争って泣いていたときについて言ってるんだ。

　架か々が裏りさんとの決戦の舞ぶ台たいとなった死の集落で、私は胡汀が抱かかえていた闇やみにも触ふれた。彼のなかに潜ひそんでいるという星ほし神がみの魂。陽ひ女め神がみを心底憎にくみ、同時に激しく恋こい慕したっていた。

　私に対するこれまでの過保護ぶりは、その執しゆう着ちやくにひきずられてのことかもしれないって。

「……あ、あのね。胡汀とのこと、心配してくれてるんだよね？　ありがとう、ちょっと喧けん嘩かをしちゃっただけだよ。ほら、私のような阿あ呆ほ鳥どりの調教には時々スパルタも必要で」

　俯うつむきながらごまかした。大だい丈じよう夫ぶ、胡汀は──星神は「神世の謎なぞを解き明かしてみせる」って大だい胆たん発言した私をしばらくのあいだ、今まで通りに見守ってくれると約束した。

　その譲じよう歩ほには、どうせなにも変えられないだろうけど、っていう皮肉がこめられている。

　それでも、いい。少しでも多く時間がほしいし……胡汀のそばにいられるもの。

「しかし。最近のあいつはどうも態度がおかしい。少なくとも女によ人にんを泣かせて平然としているような男ではなかった。なぜ突然、あなたを虐しいたげるような素そ振ぶりを見せるのか」

　待った。それって過去の胡汀は女性に優しかったという話？　フェミニストって意味だと信じてるから！　……いや、胡汀の事情だけじゃなく、伊織さんに関する問題も気になるところだ。佐さ基きさんの警告を忘れていない。神しん門もんで穢けがれ主ぬしたちを自在に操あやつっていたのだと。

　椰や真まちゃんの態度も不自然だったはずだ。こんなに優しい伊織さんを嫌きらっていた。

「伊織さんは、最近なにか変わったことはなかった？」

　唐とう突とつな問いかけに、伊織さんは不思議そうな顔をした。それから考え深げにゆっくりと瞬まばたきをし、またじっと私を見据える。この人は、とても強い視線でいつも私を見る。

　伊織さんが口を開きかけたときだった。さわっと近くのスイが音を立てた。

　明らかに人じん為い的な揺れだ。伊織さんが一いつ瞬しゆんで私を片かた腕うでに抱え込み、そっちを鋭するどく睨にらむ。

「そこで早く、『あなたとお会いして心の色が紅こう葉ようのごとくに移り変わったのです』と答えねば！」

「まどろっこしいな、伊織様は！　ここで一気に勝負を決めず、どうするんだ」

「ばかがっ、おまえら近づきすぎだ、気づかれるぞ。せっかく邪じや魔まが入らぬよう他ほかの緋剣様方を向こうへ行かせたのに」

　……な、なんの会話ですかコレ。というか、誰だれだ。

　私と伊織さんは無言で、わさわさと揺れるスイの奥を凝ぎよう視しした。

「……そこの馬ば鹿かども、斬きられたくなくばさっさと出て来い」

　ものすごく低い声で伊織さんが告げた。緊きん迫ぱく感かんに満ちた数秒の沈ちん黙もく後、恐おそる恐るといった様子でスイの奥から穂ほ野のさん、彦ひこ那なさんなど、数人の剣士が這はい出てくる。縮こまる彼らを前にして、伊織さんの視線がぞくぞくするほど冷たくなっていくのがわかった。

「ええ、その。お二方。仲なか睦むつまじく、よいことです」

　帰き鼓こ廷てい剣士のなかでは珍しいもじゃ髪がみと巨きよ軀くを持つ彦那さんが、伊織さんの睨みに負けず意味深にそう言った。伊織さんがきょとんとし、私に視線を向けて動どう揺ようもあらわに腕うでを離はなす。

　すると剣士たちがにんまりし、大おお仰ぎようにしなを作って流し目を寄よ越こした。か、からかわれてる伊織さん！

「おまえたち、不届きなことを考えるな。斬るぞ」

　伊織さんが語気を荒あらげて叱しかったけれど、本気じゃないのが丸わかりなので誰も怖こわがらない。全員、妖あやしい笑いを一層深め、伊織さんに片目を瞑つぶったりしている。

「伊織さん、みんなと仲良くなったんだー」

　よきかな、よきかな。でも伊織さんは、剣けん士したちといつの間に打ち解けたんだろう。

　私が知る限りでは、伊織さんと白雨さんの二人はそれまでの身分の問題もあって、彼らと確かな信しん頼らい関係をまだ結べていなかったはずだ。

「伊織様は、私たちの命の恩人です」

　この友好的な雰囲気を不思議に思っているのが、剣士たちに伝わったらしい。彦那さんが使い古したホウキのような髪を搔かき回し、優しく笑って私のそばに片膝をついた。

「楽らく奪ばい月つきにその、我ら……伊織様の命令をおろそかにし、危機に陥おちいりました」

　彦那さんの説明に、スイを踏ふみ倒たおして私を取り囲んだ剣士たちが、「てへ」と恥はずかしそうな笑みを浮うかべた。私はぐるっと全員を見回し、最後に手を打った。

「神門が悪あつ鬼きに襲おそわれたとき、『新参者の緋剣なんかに従ってたまるかー』と、みんなバラバラに攻こう撃げきしたとか？」

　図星だったみたいで、剣士たちが気まずそうに身体からだをもぞもぞと揺ゆらした。

「はい。しかし伊織様は我らを責めることなく、また、驕おごることもなく神門を守り通しました。我ら、その際に伊織様の真心を見たのです」

　伊織さんの男気に触れてみんな感激し、従順になったのかなあ。微笑ほほえましく思って剣士たちをうかがえば、彼らはなぜか顔を突つき合わせ、ぷぷっと笑い出す。

「ああ、見たな。伊織様の純真を」

「容よう赦しやなく魔ま物ものどもを根絶やしにする姿は鬼き神しんのごときだったというのに。先走った我らに向き直り、罰ばつをくだされるのかと思いきや、切なげに『緋ひ宮みやは褒ほめてくださるだろうか？』と」

「この優すぐれた見目形で、女人に一いち途ずだとは。くそっ。神々はどれほど贔屓ひいきをするのか」

「だが俺、妙みように応おう援えんしてやりたい……」

　ちょっ、剣士たちが全員、あたたかい目で伊織さんを見つめている。

　絶句していた伊織さんがぱっと頰ほおを染め、片手で隠した。そこで赤面されると私も照れる！

「俺が緋宮にお褒めの言葉を望んでは、おかしいか？」

　伊織さんが顔を赤くしたまま視線を落とし、寂さびしげに尋たずねた。

　飾かざらぬ純情な態度に剣士たちがいよいよ胸を熱くしたらしい。

「イヤッ、おかしくないぜ！」というように力強く首を振ふる。私も思わず仲間入りした。

　そうだ、思い出した。以前にも、神門で伊織さんがすごく活かつ躍やくしたという話を聞いた。その会話を、帰き鼓こ廷てい内の私の宮で伊織さん本人とかわしたんだっけ。

　緋ひ剣けんたちも自分の力で頑張ってるんだ、と頰を緩ゆるめた瞬しゆん間かん、佐基さんの言葉が再び脳のう裏りをよぎり、胃に冷たいものが落ちた。神門で穢けがれ主ぬしたちを自在に──。

「緋宮もあの勇ゆう猛もうさをご覧になればきっと伊織様の虜とりこになりますとも」

「呪じゆ術じゆつは苦手と言われていたが、とんでもない。胡こ汀てい様に勝まさるとも劣おとらない凄せい烈れつな召しよう喚かん術で」

「伊織さんが、召喚術を？」

　ぎこちなく問い返すと剣士たちは目を輝かがやかせ、私のほうに身を乗り出して熱弁をふるった。

「背筋に震ふるえが走るほどの神じん力りよくでしたとも。俺など身がすくんでしまいました」

「ああ、まこと凄すさまじかった！　まるで穢主か荒あら神がみかという恐るべき召しよう喚かん霊れいが現れ、悪鬼を瞬く間に駆く逐ちくしたのですから」

　その光景を頭に描えがいて改めて感かん嘆たんする彼らとは反対に、私は不安を募つのらせた。穢主か荒神か。称たたえるために話を誇こ張ちようしているんじゃなく、本当に真実なの？

「おのれでも、よくわからぬのだが。緋剣となったゆえか、ここ最近、異質な力が腹の底から湧わくようになったんですよ」

　伊織さんがどこか納なつ得とくできない様子で首をひねり、自分の片手をひらひらさせた。

　私は息をのんだ。伊織さんは自分に突とつ然ぜん大きな力が備わることとなった理由を、はっきりわかっていないの？

「隠かくされしお力が、緋剣となったことで目覚めたのでは？　さすがは緋宮、よくぞ伊織様を見いだされた」

　彦那さんは満足そうに笑った。命を助けられたことで反発の気持ちはなくなり、心から伊織さんを尊敬するようになったらしい。私は無理やり微笑みを作って伊織さんに視線を移した。

「そ、そっかあ。緋剣の儀ぎ式しきで、神力が芽生えたのかもしれないね。……他になにか変わったことはあった？」

　なるべく自然に訊きいたつもりだった。だけども伊織さんは人一倍鋭い感覚を持つ人だ。口を引き結び、戸と惑まどいのまじった眼まな差ざしを寄越す。

「緋宮、俺は」

　伊織さんが慎しん重ちような声こわ音ねでそう言いかけたときだ。

「──緋宮！　こちらにおられたのですか」

　ざざっとスイをかきわける音とともに、一人の女性剣士が姿を現した。

　私たちは皆みな、揃そろってびくっとしながら彼女を見上げた。穏おだやかな雰ふん囲い気きを持つ黒くろ髪かみの彼女は、咲さく耶やさんという。楽らく奪ばい月つきの直後に、白雨さんの剣けん部ぶに配属されたんだって。

　少しだけ雰囲気が佐基さんに似ている。そのせいで、顔を合わせるたびに胸が痛くなる。

「お捜さがししたのですよ？　まさか皆で緋宮を隠しているとは」

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべながら、咲耶さんが剣士たちを軽く睨んだ。すぐに顔を遠くへと向け、声を張り上げる。

「白雨様！　こちらにおられます」

　この周辺にいるらしい白雨さんのもとへ戻もどろうとしたんだろう、咲耶さんが足を踏み出した。

「……女とはわからぬな。咲耶の実父が以前、遊女であった頃ころの白雨様をよく好まれていたと聞いたが。いくら貴人へと蘇よみがえりを果たしたとはいえ、おのれの親が遊んでいた女の下に進んでつくとは」

　穂ほ野のさんの複雑そうな独白に、私は驚きよう愕がくした。

　な、なんだって？　今、ものすごく衝しよう撃げき的な発言をしなかった!?

　穂野さんに飛びついて問いつめようとしたとき、ざくっと再びこっちに足音が近づいた。

「──私も父も、美しいものに目がないので」

　私は啞あ然ぜんと振り向いた。舞まい戻ってきた咲耶さんが人のよい微笑を顔にはりつけたまま、私たちを順じゆん繰ぐりに見つめた。どうやら穂野さんの独白が彼女の耳に届いてしまったようだ。

「美しさは、神をも屈くつ服ぷくさせるのでは？　そうでしょう、緋宮？」

「えっ？　……身なりも大事だと思うけど、それ以上に心も」

「心の美しさなど、目にも見えず、どうにも信じがたいですよ。容姿はその点、あからさまだ。だから私はごまかしのきかぬ美び貌ぼうが好き。男も女も、どれだけ立派なことを言ったって、実際はまず見た目の美び醜しゆうにとらわれて、付き合い方を決めるでしょうに」

　咲耶さんがさらっと身も蓋ふたもない主張をして、固まる私たちに背を向けた。

　さっきの彼女の呼び声を聞いたんだろう、白雨さんと、それに──胡こ汀ていも一いつ緒しよに近寄ってきた。視線が交差する。よかった、銀色の瞳めじゃない。私の好きな藍あい色いろだった。

「この間ま抜ぬけ緋宮。突然消えて、驚おどろかせるんじゃない！」

「はいっ、すみません！」

　胡汀を押しのけて目の前に仁に王おう立ちした白雨さんの怒ど声せいに、私は飛び上がった。

「もう！　足でも挫くじいてうずくまっていたのか？」

「ううん、違ちがう。どこも怪け我がしてないよ」

　白雨さんの怒いかりは建前だ。本当はとても心配してくれている。

　そうじゃなきゃ、他ほかになにもいらないっていうほど必死に私を見つめたりはしないだろう。

　しかめっ面つらの白雨さんに、私はもじっとしながら笑顔を向けた。今日の緋剣たちは秋のカラーを取り入れた貴人衣い装しようで統一している。相談して決めているのだとしたらなんだかかわいい。

「緋宮、まさかこの男たちに悪あしき真似まねでもされていた？　……殺すか？」

「やややっ、違うよ！」

「白雨。緋宮が違うと言っているだろう、睨にらむな」

　伊織さんが渋しぶい顔をして口を挟はさんだ。だけど白雨さんの視線は疑ぎ惑わくタップリに冷ややかなままだ。確か以前に朝あさ火ひさんが、彦那さんと穂ほ野のさんは女好きだと暴ばく露ろしたんだっけ。

　白雨さんてば、この機会にさくっと二人を始末しちゃいたいなっていう顔をしてますが。

　とめなければと急いで立ち上がった瞬間だった。誰だれかの手によって身体がふいに宙に浮いた。

「わ！」

　慌あわてふためく私を、暗い情熱を宿した静かな瞳ひとみが捉とらえている。首筋がざわついた。私はろくに抵てい抗こうもできないまま、いきなり身体を持ち上げたその人をそっと見下ろした。

「こ、胡汀」

「そろそろ移動せねば。夕刻までには次の集落に到とう着ちやくしておきたい」

　初めて会ったときから変わらない、止まり木抱だき。ほぼ片かた腕うで一本で私の体重を支えている。ちょっぴり捕ほ獲かくされた鳥気分でいたら、胡汀がふっと小さく吐と息いきを落とした。

「白雨の言う通りだ。勝手に姿を消すな。なにかあったかと思ったぞ」

「……伊織さんたちと一緒だったんだよ」

「伊織だけではなく、俺たちにも居場所がわかるようにせねばだめだろう？」

　優やさしい声音が胸を締しめ付ける。いつもの胡汀の口調だからだ。

　私は濡ぬれそぼった寂さびしい感情をごまかすために、少し乱れている胡汀の髪をちょいちょいと直し、片耳にある白い羽の耳みみ飾かざりを引っ張った。胡汀がささやかに苦く笑しようする。

「こら。困った娘むすめだな」

「うん」

「あのな……そこで素す直なおに頷うなずくか？」

「うん。緋ひ宮みや噓うそつきませーん」

　威い張ばって答えながら、私はどうにもならないことをぼんやりと考えた。

　私がただの阿あ呆ほなまれびと娘にすぎなければ。鉄てつ狩がり師しとして仕事をする胡こ汀ていのそばで毎日、能天気に飛び回り、幸せに生きていけたんだろうか。

「おまえ、俺を困らせて楽しんでいる気がする」

　いや、無理だよね。『緋宮』になったから、故郷を諦あきらめた。

　恋こい心ごころひとつだけを選んで、家族やその他の大事なもの全部を捨てるのは難しかったはずだ。

　そうわかっていても今はただ、他愛たわいない言葉をかわせることがめちゃくちゃ嬉うれしくてたまらない。きれいな景色のなかで、ずっとずっとこうしていたい。

「胡汀様。緋宮をそう独どく占せんされると、またよからぬ噂うわさも立つのでは？」

　ふと咲耶さんが冷たい笑みを作り、ぴきっとこの空間にひびを入れるようなきつい言葉を落とした。

「よからぬ噂」

　凍こおり付く私を胡汀は丁てい寧ねいに抱かかえ直し、淡たん々たんと繰くり返す。
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　なんで咲耶さんはこうも攻こう撃げき的に突つっかかってくるんだろう。意図がわからず、焦あせりながら皆みなを見回すと、口こそ出さないものの彦那さんまでも面おも白しろくなさそうに胡こ汀ていを見ている。

　あっ、と気づいた。そうか、彼らは自分たちの直属の上司となる緋ひ剣けんを贔屓ひいきにしているんだ。

　他の緋剣が『緋宮』と身分以上に親しくなるという展開は、嬉しくないんだろう。

「噂ではないのだが」

　胡汀が気負いなく平へい淡たんな声で告げたため、一いつ瞬しゆん聞き逃のがしそうになった。

「俺が緋宮となる前のこの娘を拾ったことは、皆も知っての通りだが。そのぶん他の者より多く情を抱いて当然ではないか」

「……う、うん、そうだよね！」

　私はがくがく頷きながらも、一人で膝ひざを抱えて泣きたい気持ちになった。冷静な態度で説明されると、それが事実であるぶん切なさ倍増なんですが。

「もはや噂などに伏ふくすることもないはず。この娘は、帰き鼓こ廷てい主として認められたのだから。あとはすべて、緋宮のなすがままだ。臣がなにを望もうとも」

　薄うすく苛いら立だちをのぞかせた咲耶さんを一いち瞥べつし、胡汀は私を抱えた状態で司し狼ろうをとめている場所へと足を向けた。でも、わずか数歩で立ち止まり、私の顔をつくづくと眺ながめる。

「胡汀？」

「でも、俺の鳥だな」

「えっ？　も、もちろん胡汀は飼い主だけど」

　地じ獄ごくから天国。萎しなびていた心臓に、じわじわと水を注がれた感じ。

　胡汀がこんな昼間に見せちゃいけない甘い微び笑しようを作って、皆に視線を投げる。

「おまえたちが強く、麗うるわしい者であると知っている。『緋宮』が寵ちようを傾かたむけるのに十分な。だが、あまり長くはこれを奪うばわないでほしい。すまないが──まったくの噂ではないのだ。俺はどうやらこんな阿あ呆ほ鳥どりに夢中らしい」

「──」

　私は、がばっと胡汀の首元にしがみついて顔を隠かくした。足の先まで熱い。炙あぶられたスルメ状態。

「さあ、帰らねば」

　驚おどろく人々を気に留めることもなく平然と、胡汀がすたすた歩き始めた。
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　スイの森を抜ぬけ、帰鼓廷へと戻もどるための山道を私たちは突き進んだ。

　到着までには数日を要する。そこで、まずは今夜寝ね泊とまりできる集落を探す。

　行きのときにも利用した宿へと向かっているんだと思う。さっきの流れのまま、私は胡汀と一いつ緒しよの司狼に乗り──じゃなく、なぜか術で喚よび出した白い大だい蛇じやの上にいるんですが！

「胡こ汀ていさん胡汀さん。なぜ私たちだけ、この子に乗っているんでしょうか」

「風ふう雅がだろう？」

　ど、どこが！　と反論する勇気はなかった。この子もよく見ればかわいい気がするけれど、もうちょっとマイカーにできそうな無難な生き物のほうが……、やっ、なんでもない。

「うん、乗り心地ごこちが色んな意味で絶ぜつ妙みようで……もしかして私が寒くないよう体温を調節してくれてるの？　な、なんて偉えらい子。でも司狼を食べようとしちゃダメッ」

　感激しながら大蛇の肌はだを撫なでる。よいバッグが作れそうな皮をお持ちで……って、嬉しげに胴どう体たいをぐねぐねさせられると、落ちそうになるんですが。

　他ほかの剣けん士したちを運んでいる司狼が、大蛇の威い嚇かくに怯おびえている。そんなわけで、私たちは剣士たちを先に進ませていた。どうしようこの子、途と中ちゆうで勝手に道草して木の枝を食はむ！

「蛇へびの背でのんびりくつろぐ胡汀さんもどうかと！　ほら、急がないと、剣士たちの姿があんなに遠くに」

「こいつをあんまりせっつくと機き嫌げんを損そこねるぞ。かといって他のものを喚び出せば、おそらく次の召しよう喚かんに応じてくれなくなる。こいつ、おまえを気に入っているらしい」

「嬉しいようなゾクゾクするような……」

「緋宮」

「は、はい？」

　後ろに乗っている胡汀に顔を向けようとした瞬しゆん間かんだった。

「なあ、俺をいつ、恋こい人びとと宣言する？」

「……え!?」

　大蛇の背から本当に転がり落ちそうになった。

　問題発言を落としてくれた胡汀が、憎にくらしいほど涼すずしい顔をして私を支えてくれる。

「な、なっ、なに、なにを今」

「緋宮は俺を慕したっているのだろう？」

　不思議そうに訊きかれたんですが！　なんでそんなに普ふ通つうの態度でいられるのか、むしろ私のほうが不思議です！

「まさか忘れたのではないだろうな──おまえ、『私』が陽ひ女め神がみを慕う以上の思いを、『俺』に植え付けると言っただろうに」

　胡汀はほんの一いつ瞬しゆん、瞳ひとみの色を変えた。無意識に身を離はなそうとして再び落下しかけた私の腕うでを摑つかみ、毒のある妖よう艶えんな微笑を見せる。

「興が湧わいた。皆の前でも恋人の真似まね事ごとをしてやる」

「だから、さっき、あんなことを言……」

　急速に心が凍っていく。地獄から天国、そしてまた最下層の地獄に叩たたき落された気分だ。めまぐるしく表情を変える私を眺ながめて、胡汀は思う存分楽しんでいる。

　負けるな！　こ、この程度の言葉で泣いたりしないもの。我が慢まんできるし、それに、これからたくさん私の魅み力りよくをぶつけていくわけで！　平気、ほんと平気。

　息苦しさを消そうと、私は懸けん命めいに拳こぶしを胸に押し当て、深く息を吐はいた。その手を胡こ汀ていが後ろから無造作に摑み、開かせる。指で押している場所は、以前に肉をえぐった箇か所しよだった。

「忘れているなら思い出してもらおうか。俺は、おまえがふざけた誓ちかいを立てたから、それに乗ってやっているんだぞ」

　忘れてなんていない。神世の謎なぞを解き明かして、星神から胡汀を奪うっていう宣言。陽ひ女め神がみを慕う気持ち以上にめろめろにさせるんだって。

「俺に恋れん情じようを抱いだかせたいんだろう。なら、恋人のように振ふる舞まったほうが都合がいいのでは？」

「……面白がってる？」

「もちろん。陽女神をようやく翻ほん弄ろうできるのだから。『私』の一言一言に揺ゆれる、この泣きそうな顔がいい。喜ばせ、突つき落として、また揺さぶってやりたい」

　胡汀が……星神が、心地よさそうににこりとした。普ふ段だんの意地悪そうな表情とは違ちがう。上品で冷たい笑え顔がおだった。私はのろのろと座り直し、正面を向いた。

「……今はその、そういうこと考える余よ裕ゆう、ないの。ええと、誓いのことはもちろん忘れてないけど、楽らく奪ばい月つきが終わったばかりで、他にも色々問題があって、だから」

「帰き鼓こ廷ていや都が災さい禍かに遭あって滅ほろびようが、私はどうでもいいけれどね」

　楽しそうな声を聞き、私は憂ゆう鬱うつを深めた。星神にとって自国を奪った蒸む槻きは、死ぬほど憎い国に違いない。滅びを願うのは当然のことだろう。

「私が心を砕くだくのは今も昔も、女神だけだよ。その末まつ裔えいが今、手中にあるのだから戯たわむれてみたくもなる」

　すごく、胸が痛い……。

　偽にせの恋人になろうっていう提案に、目の前が陰かげる。そんな無情な取引は嫌いやだ。

　とっさに否定的な気持ちが生まれた。だけど、とすぐに反論の声が胸に飛び交かう。

　偽いつわりであってもいつも仲良くしていれば、そのうち本物の情に変わるかもしれない。

「みんなの前では、『胡汀』でいてくれるんだよね？」

　たとえ私を好きになってくれなくてもだ。蒸槻に対する憎ぞう悪おが少しでも薄まるのなら。

　緋ひ宮みやの任にある以上、自分の恋こい心ごころだけを重視はできない。やりたいことが手の上にたくさん乗っている。陽女神と星神が抱く感情の矛む盾じゆん。伊織さんの強さの謎。架か々が裏りさんの妊にん娠しんについて。雪柱の上にいた男性の正体。解き明かしたい謎が山ほどある。

「──いつでも私は『胡汀』なのだがね。まあ、いいよ」

　背後から星神の独白が響ひびく。私はふと怪け訝げんに思った。太古の神々の血を受け継つぐ私や遠とお凪なぎさんの状態と、胡汀とではよく似ているようでなにかが違う。私の場合は、太古の記き憶おくがふいに蘇よみがえると同時に、陽ひ女め神がみの意識も流れ込んでくる感じだ。遠凪さんも似たような雰ふん囲い気きだった。

「でも、なんだか……」

　胡こ汀ていは、もっと強きよう烈れつな影えい響きようを受けているんじゃないか。星神の人格が常に背中にはり付いているような──いや、魂たましいが二つにわかれているような。この違いはどうして？

「あ。蒸む槻きの神じゃなくて、異国の神だから？」

　異なる地にいるせいで神様の霊れい魂こんがきちんと昇しよう華かされず、先祖返りというよりも転生の状態に限りなく近い、とか。

「そうだよ。確かに以前、転生って言ってたもんね……」

「なに？」

「な、なんでもない」

「異国の神の転生、というのは私のことだろう？」

　胡汀が私を後ろから抱だき寄せた。不安定な蛇の背の上だ。逃のがれることができない。

「私のことを考えているのか」

「……違うよ！」

　むきになって否定したのに、返ってきたのは機嫌のよさそうな笑い声だ。今はたぶん、星神の意識が強く出ている。陽女神の狼ろう狽ばいが楽しくって仕方ないという感じだった。

「さあ、恋こいをさせてくれる？」

　はっと顔を上げる私を後ろから覗のぞき込む。

「陽女神の末裔に慕われるとは思いもしなかった。長き歳月を渡わたるなかで、初めてのことだよ。なんて快いのだろう。ああ、そんな顔をするな。ここで憎まれては元も子もないから。望み通りしばらくは『俺』でいてやる。──おまえの誓いが潰ついえるときまで。なあ、俺の鳥」

　憎しみが、砂糖のように溶とけこんだ甘い笑顔だった。
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　山を彩いろどる夕ゆう映ばえの時刻。

　目的地となる集落の手前に、ブロック状の岩石群に挟はさまれた清らかな谷川がある。そこで少しの休きゆう憩けいを取ることになった。

　大だい蛇じやから降りて、大きく伸のびをする。鮮あざやかな西日は、胡汀の大蛇も赤く染めていた。私の髪かみをもぐもぐと食んで遊んでいる。私は大蛇を撫でつつ、小さく溜ため息いきを落とした。

　どうも背中が寂さびしい。椰や真まちゃんがまだ、みずの様のもとから帰ってこない。

「私、あっちの岩いわ陰かげのところに行くね」

　胡汀に声をかけ、私はとぼとぼと歩き出した。ついてこようとする彼に、俯うつむいたまま首を横に振る。川で手足を洗いたいから一人で行く、なんていう言い訳をして。

　岩石に腰こし掛かけて休んでいた剣士たちにも「遠くにはいかないので大だい丈じよう夫ぶ」と声をかけておく。実際、川の脇わきにずらりと積み重なっている巨きよ岩がんの裏に回るだけだ。

「浅そうだけれど勢いが強いなあ。水も冷たい」

　私は少し困った。蒸む槻きの秋は日本よりも暖かいけれど、それでもこの時間になると気温が一気に下がり始める。ここで足を洗ったら、身体からだの芯しんまで冷えてしまいそうだ。

　やめとこう。川から顔をそらしたとき、上流側にある低い岩がん壁ぺきの奥へと、伊織さんと咲耶さんが連れ立って進んでいくのが見えた。珍めずらしい組み合わせだ。どこへ行くのかな。

　私は深く考えず、なんとはなしに彼らのあとを追った。

　段状の岩壁にぴょんと飛び乗り、そこから傾けい斜しやした地面の上へと移動する。しばらく歩くと、細い木々の合間に再びの岩壁。それを今度は降りる。さほどの高さはないし階段がわりの岩も頑がん丈じようだから危険はない。ただ、このひらっとした外出用の衣ころもがね。動きにくいったら。

「裾すそが邪じや魔ま……、わ、危ない、転ぶとこだった。これって、いい運動だ。体力つきそう」

「そうか。それはよかったな」

　独り言に返事があって、私はぎくりとした。恐おそる恐る振り向くと、私を尾び行こうしてきたらしい胡こ汀ていが後ろにいて、腕を組み、こっちを刺とげ々とげしい顔つきで見つめている。

　やっ、やばい！　これは間ま違ちがいなくいつもの暴君な胡汀様の顔だ。嬉うれしいんだけど、怖こわい。

「緋宮？　お一人でどちらに？」

「そ、その、お一人じゃないような、あるような」

　胡汀の視線がさらに凶きよう悪あくになっていく。「阿あ呆ほ鳥どりめ！　懲こりずにふらふらと飛び回るとはいい度胸だ。首輪つけるぞ」ってな容よう赦しやない表情なんですが！

「決して逃とう亡ぼう目的じゃないんですよ！　伊織さんたちがこっちに来──」

　わたわたしながら説明しかけたときだった。誰だれかの笑い声が耳に届いた。

「今のって、咲耶さん？」

　私と胡汀は顔を見合わせ、すぐにそっちへと足を運んだ。

　なにも問題ないとは思うけれど、念のために、彼女らの無事を確かめたい。

「あっ、あそこにも川があるんだ」

　白しら樺かばに似た樹木が並ぶ向こうに細い川が見える。異様な赤せつ褐かつ色しよくの川。あれは、界の川だ！

「それにしては荒あれた感じがするけれど、もしかして涸かれかけてる？」

　私は眉まゆをひそめた。水みず嵩かさがずいぶん少なく思えるし、色もやけに淀よどんでいる。泥どろ水みずがまじっているような奇き妙みような濁にごり具合。

　もっとよく見ようと数歩接近したとき、樹木の奥に、伊織さんと咲耶さんの姿があるのに気づいた。私はどきっとした。咲耶さんがなんだか、伊織さんに甘えるように胸に手をついている。ええと、まさかこれは……告白場面とかだった？

「こ、胡汀。近づかないでおこう？」

　私は慌あわただしく胡こ汀ていの腕うでにしがみついた。伊織さんも咲耶さんも知らない相手じゃない。

　そういう二人のラブ展開を覗き見するというのは、どうもいたたまれない。

　いや、まだ密会場面と決まったわけじゃないんだけど、ああもうすっごい複雑な気持ちだ！

「待て、川の様子が変じゃないか？　水面が今、不自然に波打った」

　胡汀は左ひだり腕うでに私をぶらさげたまま不ふ審しんそうに眉を寄せ、川を凝ぎよう視しした。

　私もつられてそちらを見み遣やる。伊織さんたちは川の横に立っている。二人の場所より少し下流となる位置から──なにかが這はい上がってくるのが見えた。

「泥どろの塊かたまりが浮うき上がってきたのかな」

「違ちがう。あれは……妖あやかしだ」

　私の言葉にかぶせるように、胡汀が強い口調で短く答えた。自分の手のなかから、護ご剣けん士しだけが握にぎれる特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣を一息に引き出す。

「緋宮、動かずにここにいろ」

　胡汀が視線を川に定めてそう言い、片手で私の頭を撫なでた。

　凜りんとしたきれいな横顔に、ふいに心しん拍ぱく数すうが上がる。だけどさらりとした髪の隙すき間まから目め尻じりの入れ墨ずみがのぞいたとき、心臓がぐっと縮む思いがした。

　私は急いで目をそらした。今は自分の感情に気を取られている場合じゃない。

「見て、胡汀。川から複数出てきてない？」

　川かわ縁べりから這ってきたのは、長い尾おを持つ生き物たちだった。百五十センチくらいはありそうな、不気味な黒くろ狐ぎつねだ。目がある位置に、口が二つあった。口のある位置に、目があった。

　妖。日本でいう妖よう怪かいと同種のもの。想像上の生き物が、蒸む槻きでは当たり前のように存在する。

「あれってどう考えても、悪い妖の気がする」

　おののく私を木こ陰かげに引っ込めて、胡汀が油断なく剣をかまえ、そっちへ慎しん重ちように近づく。

　伊織さんたちも黒狐の出現に気づいたみたいで、はっと振ふり向き、それぞれ武器を掲かかげた。伊織さんは胡汀同様に隼鉄の剣を。咲耶さんは腰こしの剣を。

　胡汀が駆かけ寄る前に、黒狐がけたけたと異様な笑い声を響ひびかせ、襲しゆう撃げきの体勢を取った。目の位置にある口から泡あわまじりの唾だ液えきをこぼし、伊織さんたちに飛びかかる。二人は互たがいの背中を庇かばう戦法をとり、邪じや悪あくな黒狐を次々と斬きり捨てた。

　私も加勢したいんだけど！　石でもぶつけちゃう!?

　慌てふためきながらきょろきょろし、手て頃ごろな石を発見する。

　それを拾い、えーい、と振りかぶった瞬しゆん間かんだった。

「咲耶、気をつけろ！」

　伊織さんの鋭するどい声がした。私は投げつける寸前の体勢で硬こう直ちよくし、目を見開いた。

　黒狐たちはやみくもに突とつ進しんするのをやめ、円を描えがく形で二人を取り囲んでいた。大きくしなる太い尾。ゴムのように長く伸び、二人を打とうとする。

　伊織さんは自分のほうに伸びてきた尾をすべて斬り落とすことができたけれど、咲耶さんは一本、見み逃のがしてしまった。彼女の首にぐるんと尾が巻き付く。

「胡こ汀てい、咲耶さんが危ない！」

　私はぶつかる勢いで胡汀の背中にしがみつき、訴うつたえた。胡汀はどうしてなのか、駆け寄る途と中ちゆうでぴたりと足を止め、伊織さんたちを凝視している。

「──あれはいったいなんだ？」

　胡汀の視線を追い、私も茫ぼう然ぜんとした。黒狐の尾に引っ張られ、咲耶さんがうつ伏ぶせに倒たおれている。早く助けなきゃ、黒狐の鋭い爪つめに身を裂さかれてしまうかもしれないのに、意識はどうしても伊織さんへと向かう。

「新たな妖……とは違う？」

　彼の足あし下もとの地面から、小さな黒い玉が無数に浮き上がっていた。それがなぜか弾はずむような軽かろやかさで伊織さんの周囲を一周する。蜂はちの群れに似ていた。

「伊織さんが、術を使っているの？」

　自分の呟つぶやきに、疑問がわいた。術にしては、様子がおかしい。まるで神かみ懸がかっているような……星神が強く現れているときの胡汀と似た、美しくも冷れい酷こくな表情をさらしている。

　伊織さんが手にしていた隼はや鉄てつの剣を見下ろした。なんの感情も浮かんでいない目で剣をしまい、宙を泳ぐ黒い粒つぶの群れに軽く腕うでを差しのべる。

　私は愕がく然ぜんとし、無意識に一歩、後ずさりをした。

　寄り集まった黒い粒が空中でひとつの形を成している。般若はんにやと瓜うり二ふたつの面おもてを持つ、恐ろしいほど巨きよ大だいな蛾がだった。それが、嬉しげに伊織さんの腕にとまる。

「伊織は、なにをしているんだ……？」

　胡汀が緊きん張ちようした声こわ音ねで独白した。伊織さんから目を離はなせない。今、巨大蛾に微笑ほほえんだ？

　その巨大蛾はすぐさま伊織さんの腕から飛び上がり、細かく分ぶん裂れつしてもとの黒い粒の群れへと戻もどった。地に伏ふした体勢で黒狐の尾と格かく闘とうしている咲耶さんのほうへ、ざざっと流れるように動く。

「これって、どういうこと。神じん力りよくで喚よんだの……？」

　手のなかから、ぽとりと石が落ちた。

　妖たちに勢いよくまとわりつく黒い無数の粒。ほんの数秒で肉を食い破り、骨にしてしまう。妖たちは逃にげる暇ひまもなかった。本当に、あっという間のことだった。からりと音を立てて妖たちの骨が地面に落下する。それは見る見るうちに砂と変わり、風に飛ばされた。

　伊織さんは次に、咳せき込んでいる咲耶さんに目を向けた。その硝子ガラス玉めいた無情な瞳ひとみ。

　頭のなかに佐基さんの警告がこだまする。穢けがれ主ぬしを自在に──まさか！

　宙へと舞まい上がった黒い粒の群れが、再び巨大蛾へと変わる。

「伊織さん、やめて！」

　私は掠かすれた悲鳴を上げた。違う、咲耶さんまで襲おそったりするはずない！

　──自分の緋ひ剣けんでしょう、伊織さんをちゃんと信じないとだめじゃないか！

「でもっ……」

　この光景が、信しん頼らいに亀き裂れつを生む。

　私はその巨大蛾が人間みたいににたりと笑うのを見てしまった。

　伊織さんを疑いたくなんてないのに、神力で召しよう喚かんした善き霊れいだとはとても思えなかった。

　ふっとすぐそばで、空気が動いた。私は大おお仰ぎように肩かたを揺ゆらし、視線を向けた。

「胡こ汀てい、なにするの!?」

　胡汀が隼はや鉄てつの剣を、彼らめがけて力強く投げつけた。

　隼鉄の剣は、ざくっと鋭えい利りな音を立てて伊織さんと咲耶さんの中間の地面に突つき刺ささった。

　二人が同時にこっちを見る。

「──胡汀……？」

　夢から覚めたように伊織さんが茫然と口を開いた。それが合図であるかのように宙の巨大蛾が一いつ瞬しゆんで霧む散さんし、跡あと形かたもなく消えてしまった。やっぱり普ふ通つうの使し役えきとは違う気がする。

　胡汀が無言で彼らのもとへと足音荒あらく向かう。

　私も悩なやむのは後回しにして衣ころもの裾すそを翻ひるがえし、ぱたぱたと胡汀の背中を追った。

「正直に答えろ。今の術はなんだ。召喚術を使わずに、いったいなにを招いた？」

　無事を確かめるより先に、胡汀は乱暴に伊織さんの胸をどんと叩たたいた。伊織さんがとっさの仕草で胡汀の腕を摑つかむ。睨にらみ返しながらも、その眼まな差ざしには強い不安と狼ろう狽ばいが見えた。

　伊織さん、自分でも理由がわかっていないみたいだ。

　私も密ひそかに混乱しながら、苦しそうに喉のどを押さえている咲耶さんのそばに膝ひざをつき、背をさすった。

　なぜなのか、咲耶さんが腹立たしげに私を見遣った気がした。

「咲耶さん、大だい丈じよう夫ぶ？　喉、痛い？」

「平気です。私を案じるより、お二方をお止めしたほうがいい」

　咲耶さんが頑かたくなな声で答え、私の腕から逃のがれるようにしてよろりと立ち上がった。帰き鼓こ廷ていから受け入れてもらえなかった頃ころによく感じた、拒きよ絶ぜつの気配。胸がすうっと冷える。

　私は置く場所をなくした手をぎゅっと握り込み、胡汀たちへと視線を向けた。

「どうなんだ伊織。それは悪あしき力ではないのか？」

「うるさい、適当なことを言うな。おまえに関係ないだろう」

　厳しく追つい及きゆうする胡汀に怒いかりの表情を向け、伊織さんが乱暴に手を放す。

　一いつ触しよく即そく発はつの危険な雰ふん囲い気きを感じ取り、私は身を起こして二人のあいだに割り込んだ。

　ええと、とりあえず落ち着かないと！

「い、伊織さん、身体からだは平気？　どこも怪け我がとかしてない？」
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　伊織さんと目が合う。ひみや、とその形のいい唇くちびるが、声なく私を呼んだ。

　ああ、よかった、いつもの伊織さんだ！

　さっきは戦いの最中だったから、あんなに冷たい顔をしていただけなんだよね？

　私は足下から這い上がってくる底知れない恐きよう怖ふを無理やり打ち消し、伊織さんの頰ほおに手を伸のばした。彼がちゃんとあたたかな体温を持っているって確かく認にんしたかった。だけど。

「近づくな、緋ひ宮みや。今の伊織は信用できぬ」

　胡こ汀ていが片かた腕うでを伸ばして、私をとめた。すると伊織さんも対たい抗こうするように意固地な顔つきになり、胡汀の腕を払はらい落として私を引き寄せた。

「あわっ!?」

　転びかけた私を器用に支え、くるっと自分の背に隠かくす。いたたっ、伊織さんの背中に顔がぶつかった！

「人のことが言えた義理か？　おかしいのはおまえだ、胡汀。緋宮に対する態度はなんだ！」

「いきなりなんの話をしている」

「架か々が裏りを制した集落で、ひどく泣かせていただろうが！　あれ以来、緋宮がずっと萎い縮しゆくしている。わかっているくせにごまかすのか。このか弱き方になにをしやがった！」

「今そんな話をしてどうするんだ！　ごまかそうとしているのは伊織だろうに。自身の力のいびつさをよく考えろ。だいたいこの能天気な阿あ呆ほのどこがか弱いと！」

「俺が術を使えて悪いのか。緋剣の座を得たおかげで神力も操あやつれるようになったんだろうが。おまえはいつも緋宮に対して無礼だぞ。口の利きき方に気をつけろ！」

「悪いか否いなかの問題ではない。力の質が奇き怪かいだと言っているのがわからぬか。それにこれは俺の鳥だ。しつけ方に文句を言われる筋合いなどない」

「まだ言うか。どんな力であれ役に立つなら問題などないだろう。しつけ方という言い草はなんだ、悔くい改あらためるつもりがないんだな。だったらおまえのもとから逃がしてやろうか！」

「おまえは昔から口うるさく人の事情に首を突っ込んでくる。それよりもおのれのことを」

「あ、あの！　二人とも話がずれてるよ！」

　神力の質という重大な問題と私の阿呆さを一いつ緒しよくたにしないでください！

　この場面で一番まともな反応をしたのは絶対私だと思うのに、胡こ汀ていたちってば勢いにまかせて、強きよう烈れつな目で睨んできた。咲耶さんまでなぜ呆あきれた顔を私に向けるんですか！

「そもそも女と二人で抜ぬけ出すなど、どういう風の吹ふき回しだ。女遊びなど好まぬくせに」

　胡汀が居い丈たけ高だかに腕うでを組み、凍こおった視線を咲耶さんに投げた。

「誤解をするな！　この女は俺から緋宮の弱みを聞き出そうとして近づいてきただけだ。大方、白雨に恩を売るため……」

　伊織さんは怒りのままにそう暴ばく露ろしかけ、はたっと口を閉とざした。

　な、なんて言いましたか伊織さん。私は啞あ然ぜんとしながらみんなの顔を見比べた。

「知られちゃいましたね。まあ、いいのですけれど」

　咲耶さんが明るく苦く笑しようした。否定も言い訳もしないってことは、噓うそじゃないのか。でも私の弱みを握にぎって白雨さんに恩を売る？　どうしてそんな真似まねをする必要があるんだろう。

「ああ、皆みなが来たようですよ」

　咲耶さんが話を断たち切るように、私たちがやってきた方向に指を向けた。

　異変を察して駆かけつけたんだろう、白雨さんや剣けん士しが木こ陰かげから姿を現し、私たちを怪け訝げんそうに見下ろす。

「大なり小なり、人にはそれぞれ抱かかえる思いがあるものです。秘密もね。災わざわいを招かぬよう、すべて黙だまっておきましょう」

　咲耶さんが私の耳にひっそりと囁ささやいた。

　その言葉は私の心の底に落ち、深く根を張った。秘密って、石より重いみたいだ。そう暗く考えながら視線をずらす。

　川の水が、さっきよりもさらに減っている気がした。







　二章







　どこかぎこちない雰囲気のなかで数日を過ごし、灰色の綿雲が散らばる正午、私たちはようやく都に辿たどり着いた。陽よう都とを突つっ切る形で帰き鼓こ廷ていを目指す。

　今突き進んでいるこの雪ゆき尾おという区画は貴人区との境にあるためか、建設物が立派でかなり洗練されている。鮮せん明めいな彩さい色しきがなされ、細かに彫ほりを施ほどこした御ご殿てんがずらっと。

　それでいて貴人区にはない大衆的な賑にぎやかさがあった。ほぼ毎日のようにあちこちの橋や亭ていで様々な宴うたげが開かれたりしているらしい。陽都が誇ほこる芸所のひとつって雰囲気だ。

　蒸む槻きは、とにかく橋三ざん昧まいの国。以前訪おとずれた集落でも、いたるところに大小様々な橋が造られていた。ちなみに陽都に入る手前で、胡こ汀ていの大だい蛇じやとはお別れしている。

　あの大きさで都に突とつ入にゆうすれば、人々が魔ま物ものの襲しゆう来らいと勘かん違ちがいして怯おびえてしまう。

　だから胡汀が途と中ちゆうの区で、獣けものがひくシンプルな屋形車を借りてくれたんだ。

「この通りでなにか催もよおし物があるのかな。盛り上がってるなあ」

　人々の楽しげな笑い声がやけに響ひびく。私は物見部分の仕切り布を開け、頭を少し出して外の様子を眺ながめた。ちょうどそのタイミングで屋形車がとまる。

「ここは雪尾の内でもっとも大きな橋のかかるところだが。曲わ師したちが芸を披ひ露ろうしているな。橋が香こう人じんたちで塞ふさがれている」

　屋形車の横を歩いていた胡汀が、困こん惑わくしながら橋のほうを見み遣やった。確かに造りのしっかりした太い橋だ。少なくとも十メートルは幅はばがあるだろう。鹿しか模様の彫りを下部に取り入れた欄らん干かんは、鮮あざやかな青。ぽつぽつと露ろ店てんも見受けられる。

「わし……ええと、九く支しさんから借りた『おりがみ』に、そんな言葉があった記き憶おくが……たぶんニュアンス的に、曲芸師のことだよね」

　仕切りから顔を出してぶつぶつと独り言をこぼしていると、胡汀が苦笑した。

　ぽんぽんと軽く私の頭を叩たたき、屋形車のなかに押し戻もどそうとする。

「危ないから、なかに入っていろ」

　いったんは素す直なおに引き下がったものの、ひっきりなしに上がる歓かん声せいがどうも気になった。

　再びソロッと顔を出して橋の様子を観察する。桃もも色いろに草色、空色と、多数の美び麗れいな布を翻ひるがえし、曲師たちが楽の音に合わせて踊おどっている。獅し子し舞まいめいたかぶり物を頭に載のせている者もいた。滑こつ稽けいながらもどこか重じゆう厚こうな動きで、本物の獣のようにしなやかだった。

　不思議な一団だ。男は女に、女は男に変装している。

「ちょっと混雑してる。通り抜けできそうにないね。他ほかの橋を探す？」

「緋宮。顔を出すなと言っているのに」

　胡汀が溜ため息いきとともに私を見下ろした。優やさしく包むような柔やわらかな眼まな差ざしだった。

　どくっと心臓が緊きん張ちようではねたけれど、私は必死にいつもの表情を取り繕つくろった。

「おまえはいつも、言うことを聞かないんだからな」

　苦く笑しようまじりにぼやき、少し身を屈かがめて私の頰ほおをつつくように撫なでる。いじるのが楽しい、って感じの軽かろやかな指の動き。やばい、涙るい腺せんが急に壊こわれそうになった。なんでだろう？

「仕方ない。おまえたち、そこらを見回ってくれ。近くに通り抜けできる橋はないか」

「はい」

　屋形車のあとについてきていた剣士たちが身軽な動作で散っていく。

　胡こ汀ていは彼らを見送ると、仕切りの布をぎゅっと摑つかんでいる私にすぐ視線を戻した。

「おまえ、こういった賑にぎ々にぎしいところが好きだろう？　だが、今日は我が慢まんせよ。ここが貴人たちの一画ならばよいが、雪尾の宴はやや荒あら々あらしいことでも知られている。またかどわかされてはたまらぬ」

「……うん」

「そう寂さびしげにするな。──わかった、今度、安全な祭りを探して連れて行ってやるから」

「ほ、ほんと？　一緒に行ける？」

　私は慌あわただしく聞き返した。

　──いつか、なんのわだかまりもなく笑い合いながら、祭りを楽しめるだろうか？

　あんまり期待のこもった目をしてしまったのか、胡汀が呆あつ気けにとられた表情を見せた。

「ごめん、気にしないで！　私、そんなにお祭りとか興味ないもん！」

　恥はずかしい、今のは社交辞令で言ってくれたんだよね。

　私はずるっと屋形のなかに戻り、膝ひざを抱えて身を小さくした。間を置かず仕切り布が開かれる。私は恐おそる恐る顔をのぞかせた。仕切りの縁ふちに置いた私の指を、胡汀が軽く握った。

「連れて行く。……ただし、はぐれぬための首輪を用意してからじゃないと、ならぬ」

「胡汀!?」

　胡汀が唇くちびるの端はしをわずかにつり上げて、からかいの笑みを見せた。私がとても好きな、偉えらそうで甘い顔だった。胡汀は、私に意地悪を言ったときの笑い方が一番あでやかだ。

　鼓つづみと笛が交こう互ごに派手な音を響かせる。曲わ師しが大きな技わざを披露したようだ。

　屋形車の前方にいた伊織さんと白雨さんがこっちに移動してきて、曲師を見み遣やる胡汀の横に立つ。白雨さんも警けい戒かいするように橋を見つめ、小さく首を傾かしげた。

「確か雪尾は、外からの曲師を歓かん迎げいしているんだったな」

　伊織さんも彼女に倣ならい、沸わき返る橋の様子を興味深そうに眺めながら頷うなずいた。

「そうだ。集落独自の祭り様式をも認めている。だから雪尾はどこよりも多様な芸が見られると聞いた。そのかわり、位ある者の一画には珍めずらしく揉もめ事の類たぐいがあとをたたぬと」

　へえ、と感心しながら私も宙に舞まう布に目を向ける。……綿わた菓が子しとか売ってないかな。

「緋ひ宮みや。向こうに甘かん物ぶつが売られています。剣士が戻るまで、少し見てみますか」

　物欲しげにする私に気づいたらしく、伊織さんが顔を寄せ、ひそっと耳打ちしてくれた。

「やった！　伊織さん、男前」

　優しさ溢あふれるこの気き遣づかい。どこまでもお供します！

　ぱあっと顔を輝かがやかせて仕切り口から無理やり這はい出ようとしたとき、胡こ汀ていに頭を押された。

「おまえなあ……今日はだめだと言っているだろう。人も多く出ているから、危ない」

「少しくらい息いき抜ぬきをさせてあげねば。これほど喜ばれているのだし」

　胡汀と伊織さんが、数日前の続きというように睨にらみ合った。

「男ども。こんな場所で張り合うな。それより、あそこにいるのは未み不ふ嶺ねではないか？」

　白雨さんの呆あきれ声に、驚おどろく。未不嶺さんがいるって？

　私は屋形の後部に取り付けられている板すだれからそうっと抜ぬけ出した。

　無言で火花を散らしている胡汀たちの横を静かに迂う回かいし、白雨さんの隣となりに立つ。

　私の脱だつ出しゆつに気づいていない胡汀たちを、白雨さんが情けないという表情で見つめた。

　それから溜息を落とし、勝ち誇った顔で胸を張る私に、未不嶺さんのいる場所を指し示す。

「あっ、本当だ。未不嶺さん、一人でこっちにきたのかな！」

　曲わ師しを取り囲む見物客から少し離れた欄干の前に、帰き鼓こ廷ていにいるはずの未不嶺さんが立っていた。曲師の芸を眺めていたらしいけれど、私たちの視線を感じたのか、こっちに顔を向け、驚きを浮うかべる。

「未不嶺さーん」

　微び苦く笑しようする白雨さんの手を握にぎり、道連れにしながら未不嶺さんのほうへと駆かけ寄った。

　通行人や見物客にぶつからないよう、白雨さんがうまく誘ゆう導どうしてくれる。

「緋宮。どうしてここに？」

　目の前まで到とう着ちやくすると同時に、未不嶺さんが困惑の声を聞かせた。

　私は戸と惑まどいを押し隠かくして微笑ほほえみ、眉まゆを寄せている未不嶺さんを見上げた。深い緑に鬱う金こんの色が入った長衣。帯は暮れゆく空を思わせる、茜あかね色いろのグラデーションだ。

　渋しぶめな色合わせだけれど、顔立ちに品があるからか、すごく見み栄ばえがする。

　結ゆわずに肩かたに落としている長い髪かみが、衣ころもの色をさらに引き立てているのかもしれない。

「緋宮らは、死した神たちの通つう門もんを造りに出ていたはず。もう終わったのか？」

「うん、でも完成したのは蛇へび神がみ一族のほうだけなの。もう何日も帰鼓廷をあけてるから、戻らないと。ときごえ様の通門はまた今度なんだ」

「そうか」

　それきり未不嶺さんが口をつぐんだ。私の姿をどこかぼんやりと見つめる。

　私も他になにを話していいかわからず、困ってしまった。

　儀ぎ式しきの日以来、未不嶺さんは露ろ骨こつに私を避さけ始めた。

　彼は、帝みかどである司し義ぎさん側の人間だ。目的のためとはいえ、緋宮への忠誠が義務づけられる緋ひ剣けんの座についてしまったことを内心後こう悔かいしているのかもしれなかった。

　正直なところ、私の胸にも後ろめたさが時々よぎる。緋剣が一も二もなく緋宮を慕したうように──緋宮もまた、緋剣を無条件で好むからだ。

「……女め神がみの気配に、妖あやかしはつられやすいという。道中、なにも大事はなかったか？」

「う、うん。平気だよ」

　言葉の真しん偽ぎを確かめるようにじっくりと私を見下ろす未み不ふ嶺ねさんの瞼まぶたを、閉とざしてやりたい衝しよう動どうに襲おそわれる。真しん摯しな眼差しは、嫌いやだ。本当に心配しているような声なんて聞きたくない。この人は私の剣でありながら、私のものじゃない。気を許したくない。

「いつもよりも、ずいぶん大人しいようだが。蒸む槻きとの調和がまだ果たせていないのでは？」

「そんなことないよ。もう大だい丈じよう夫ぶ」

　そう答え、距きよ離りをとったのもつかの間、未不嶺さんが強い力で私を引き寄せた。私はびっくりし、両手を未不嶺さんの胸に当ててよろけないよう身体からだを支えた。

「疲つかれた顔をしている。ふらふらと外出ばかりするからだぞ」

「……疲れてなんかないよ」

　罪悪感が膨ふくれ上がって、まともに目を見返せない。その消極的な態度を身の不調が原因のためだと誤解したらしく、未不嶺さんがかすかに顔をしかめ、私を抱だき上げようとした。

「緋宮はどう見ても貧弱な体たい軀くなのだから過信するな。帰き鼓こ廷ていに戻って休んだほうがいい」

「本当に平気だから、ちょ、未不嶺さん待っ──!?」

　突とつ然ぜん、後ろから伸のびてきた腕うでによって襟えり首くびを摑まれた。驚きながら振ふり向くと、無表情の胡こ汀ていと伊織さんが立っている。二人が私を挟はさむ形で威い圧あつ的に左右に並んだ。

　白雨さんは男たちを順番に見つめ、「どうしようもないなあ」といいたげな顔をしている。

「未不嶺。この区でなにをしている？」

　胡汀は私の首筋を一度さらさらと撫で、未不嶺さんに静かな目を向けた。

「……回かい絽ろ廷ていの官から、いくつもの曲きよくで突然の川かわ涸がれが始まっているとの報しらせを受けた。それが事実か、そして都に被ひ害がいはないのか、調べにきただけだ」

「穢けがれ主ぬしや魔ま物ものが原因とわかっているならいざ知らず。緋剣が自ら調べることではない。なによりも優先すべきことは、緋宮の護衛だ」

　淡たん々たんと告げる胡汀の袖そでを、慌てて引っ張る。胡汀は目を細め、つらーんと知らない振りをした。こ、こらっ。らしくなく未不嶺さんに厳しいよ。

「緋宮よりも回絽廷の報せを重んじるのか？　おまえの主人はこの娘むすめのはずだろうに」

「胡汀ってば！」

　小声で注意しても、胡汀はどこ吹ふく風といった柳やなぎのような表情だ。一方未不嶺さんは、不満に感じているのとはちょっと違ちがった険しい顔をして、俯うつむいてしまう。私は一人、おたついた。

「えーと、胡汀はね、意地悪なのが標準というか、善良な暴君で！」

　未み不ふ嶺ねさんは基本不ふ遜そんなくせに、他愛たわいない話でも真しん剣けんに耳を傾かたむけるといった生き真面まじ目めな面を持っている。相手の言葉を素す直なおに受け止める、というか。傷つきやすい人でもあるので、こういうなにかに耐たえているようないたいけな姿を見ると、妙みようにはらはらしてしまう。

「そ、それで未不嶺さん、川涸れの話は本当？　都近くでそんな被害があったの？」

　頭のなかには数日前に目もく撃げきした、妖あやしい赤せつ褐かつ色しよくの川がある。

　あの川もかなり水量が減っていた。二人の会話に割り込むと、目を尖とがらせた胡こ汀ていからはいつぞやの仕返しのように耳みみ飾かざりを軽く引っ張られ、未不嶺さんからは安あん堵どした表情をいただいた。胡汀は時々、大人げないと思うんだ。

「いや。被害があったのはもっと南の曲だ。水脈のゆがみが原因なのか、穢けがれ主ぬしや魔物のせいなのか、まだわかってはいない。もしかしたら人の手によるものなのかもしれない。集落巡めぐりの曲わ師しが都にまで訪おとずれ、楽にするのだから、拠よりどころに欠いた妄もう言げんではないはずだ」

「曲師が……？　そうか、この舞いって諷ふう刺しの意味があるんだね」

　私は曲師たちへと視線を投げた。人ひと垣がきの隙すき間まから覗のぞく華はなやかな布。獣けものの踊おどり。

「ああまで皆みなが手を叩たたき、囃はやし立てるのは、我ら王族に対する唯ゆい一いつの抵てい抗こうでもあるためだ。舞いが滑こつ稽けいであればあるほど民たみに喜ばれる。──我らが抱かかえる地じ獄ごくを知らず、なんと図太く、自由であるのか」

　未不嶺さんが、遠えん慮りよ気き兼がねなく笑い合う人たちを羨うらやむような、それでいて嘲あざけるような複雑な表情を浮かべた。私はこのときなぜか、未不嶺さんは誰だれより寂さびしげだ、と思ってしまった。

　それでつい、身体の横に垂れていた未不嶺さんの手を握ってしまう。

「緋宮？」

　未不嶺さんが弾はじかれたように振り向いて、私を見下ろした。私は、うん、と重々しく頷き、高く響ひびく笛の音に耳を傾けた。戸惑う視線を感じたけれど、私だってなんで急にこんなことをしたのか、よくわかっていない。心を繫つないでおきたいと思ったのかもしれない。

「この光景は、地獄から生まれたものなんだ。じゃあ、きっととても護まもる価値があるね」

　こっちの世界に来て、失ったものは途と方ほうもないほどいっぱいある。でも、同じくらい得たものもあるはずだ。護る、という言葉をこんなにも真剣に言う自分。驚いてしまう。

　獣の面をつけた曲師が自分の身に布を巻き付け、道どう化け師しのように大げさにもがいている。見物人たちがそのコミカルな動きを指差し、笑い声を響かせたときだった。

「──緋宮、お待たせしました」

　通行できる橋を探しにいっていた剣けん士したちが、こっちに駆け寄ってきた。私は「お疲れ様」の意をこめて微笑んだあと、首を捻ひねった。

　あれ、彼らのなかに、今回の旅には同行していなかった剣士が数人混ざっている？

「おまえは朝火の部に属する者では？」

　伊織さんが記き憶おくをたどるような顔をして、その剣士に告げた。

「九く支し様の命を受けて、お迎むかえに参りました。かしこみ申し上げる。次の儀式が決まったそうで、緋ひ宮みやには急ぎ廷に戻もどられるようにと」

「次の儀式？　……川涸れの問題と関係があるのかな」

「詳くわしくは聞いておりませんが。おそらく例年行なわれる大祭のひとつではないかと」

　その剣士が折目正しく答える。

「うん、そっか。伝えにきてくれてありがとう。じゃあ、早く帰き鼓こ廷ていに戻──」

　緋剣たちを促うながして、屋形車のもとに戻ろうとした瞬しゆん間かんだった。

　見物人たちの笑い声が突とつ如じよ、耳をつんざくような鋭するどい悲鳴に変わった。

「え？　向こうで騒そう動どうが起きたみたい？」

　緋剣たちがすばやく剣を取り出し、身を縮こめる私を背にして橋へと向き直った。

　混雑しているために、いったいなにが起きたのかすぐには把は握あくできない。見物人たちが血相を変え、我先にと押し合いへし合いしながらこっちに向かって走ってくる。

「なにかから皆、逃にげ……？　ひゃっ、わ、わあっ！」

「緋宮、こちらへ！」

　緋剣たちが急いで私を安全な場所へ導こうとしたけれど、遅おそかった。恐きよう怖ふに取り憑つかれて逃げ惑まどう人々に突つき飛ばされ、右に左に揉もまれて、あっという間に引き離はなされてしまう。

「いたたたっ」

　誰かに思いっきりドンッと背中をどつかれ、私は正面から欄らん干かんに激げき突とつした。顎あご打った！

　痛みに悶もだえて欄干を摑つかみながらずるずると屈かがみ込んだとき、頭上が陰かげった。

「──怨うらみの川は、まだ涸かれぬ」

　抑よく揚ようのない、見知らぬ女性の声が聞こえた。私は痛みを忘れ、怖こわ々ごわと振り向いた。

　すぐそばに、獅し子し舞まいのかぶり物を身にまとった曲わ師しが立っている。

　私に話しかけたというより、ただ独白しただけなんだろう。

　でもその落ち着きぶりは明らかに、逃げ惑う人々とは異なっている。

「贄にえをひとり、またひとり……」

　歌うようにそう言って、曲師はかぶり物を脱ぬぎ捨てた。

　私は逃げることも忘れ、茫ぼう然ぜんとその人を見上げた。私のお母さんくらいの年ねん齢れいに見える女性だった。白地に赤い花が散った衣ころも。その花と同じ真っ赤な唇くちびる。太り肉じしともいえる豊かな身体は、だけど、艶つや話ばなしに疎うとい私でさえ落ち着かなくなるような濃のう厚こうな色気に満ちていた。

　顔立ちも特別美人ってわけじゃない。なのに見過ごせない壮そう絶ぜつななにかがある。

「我が贄、何処いずこや」

　女性が虚こ空くうを見み遣やり、腰こしに差していた大きな扇おうぎを開いて、緩ゆるく振る。それから、くねりと指を動かして肩かたからずり落ちた領巾ひれを挟む。些さ細さいな仕草のすべてが悩なやましかった。

　この色っぽい女性から無理やり視線を引き剝はがし、私は周囲の状態を確かめた。

「ど、どうなってるの？」

　私は唾だ液えきを飲み込み、欄干を摑む手に力をこめた。

　見物人を楽しませていた曲わ師しの一部の者たちが仮面を脱ぎ捨て、異形の姿を明らかにしていた。人の身長くらいありそうな、ふさふさした鬣たてがみを持つ白い百足むかでだ。

　一いつ瞬しゆん、絵巻物に出てくる細長い龍りゆうを連想してしまった。少しは蒸む槻きのフカシギになれたと思うけど、やっぱりぞくっと寒気がしてしまう。ただの悪あつ鬼きなのか、穢けがれ主ぬしなのか。

「でも、嫌いやな空気を感じない……？」

　謎なぞに思いながら呟つぶやいたとき、女性がゆったりとした足取りで異形たちに近づいた。私はとめようと手を伸のばし、はっとした。この女性ももしかして普ふ通つうの人間じゃないとか？

　異形のなかでもひときわ立派で黒い斑まだらを持つ百足が女性の足に絡からみ付き、螺ら旋せんを描えがくようによじ上る。その百足だけは他ほかと違って、戯ぎ画が的なデフォルメがされたヒヒの顔を持っていた。
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「緋宮！」

　逃げ惑う人々の波からようやく抜ぬけ出した緋ひ剣けんたちが、私のほうに向かってきた。

　先頭にいるのは伊織さんだ。

「ご無事でしたか！　お怪け我がはされていないか」

　何度も首を縦に振ふる私の姿を見て、強こわ張ばっていた伊織さんの顔がほっと緩んだ。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶ、転んだだけ！　伊織さんも大丈夫？」

「はい緋宮、早くこちらに来──!?」

　伊織さんの足が、途と中ちゆうで突とつ然ぜんとまった。彼の視線は、ヒヒ顔の百足を身にまとわりつかせた妖あやしい女性を訝いぶかしげに捉とらえている。

「伊織さん、どうし……」

「──まさか」

　伊織さんの目が大きく見開かれた。幽ゆう霊れいとでも出くわしたように真っ青になって、女性を凝ぎよう視しする。私は欄干を支えにして立ち上がり、忙せわしなく二人を見比べた。

　知り合いなんだろうか。人々を脅おどかすような得体の知れない女性と、伊織さんが？

「ああ。やっと見つけた。贄は、そこに」

　女性もまた、とろりと伊織さんに目を向けた。色気が香かおる薄うすい微び笑しよう。その言葉を合図にして、鬣を持つ百足たちがいななく馬のように頭部を仰のけ反らせた。無数の足を動かし、伊織さんに突とつ撃げきする。……って、待ってよ。なんでこの百足たち、いきなり伊織さんを狙ねらってるのー!?

「噓うそっ、伊織さん、逃げて！」

　叫さけんでも、伊織さんは人形のように動かない。無防備な状態で女性と見つめ合っている。

　棒立ちの彼を救おうとしてだろう、こっちに到とう着ちやくした胡こ汀ていや白雨さんが隼はや鉄てつの剣けんを握にぎり直し、百足たちに向かって突っ込んでいく。

「伊織さん、どうしちゃったの!?　早く逃げて！」

　どんなに声を張り上げても、伊織さんは心を失ったように立ち尽つくすばかり。

　私は焦あせりを強め、邪じや魔まな長衣の裾すそを引っ摑んで伊織さんのもとに駆かけ寄ろうとした。

　これほど過か剰じような反応をするってことは、顔見知り程度といった軽い関係じゃないはずだ。もうちょっとで伊織さんに手が届くというときだった。一匹ぴきの百足が目の前に飛び込んできた。

「緋宮、下がれ！」

　百足退治は胡汀と白雨さんにまかせたらしい。未み不ふ嶺ねさんが私のほうにまっすぐ走ってきた。や、そっちに行きたいけどこの百足、私を襲おうとしてる！

　近づかないでよっ、と睨にらんだ瞬間、百足のくせにぴょんっと大きくジャンプした。

「や、やだー！」

　恋こい人びとの抱ほう擁ようみたいにべたっと真正面からはり付かれてしまい、私は身を支えきれずに尻しり餅もちをついた。うわああ、結構重いし、手て脚あしがカサカサいってるー!!

　涙なみだ目めになりつつ、百足をどうにか引き剝がそうと太い胴どうを摑む。そのボンレスハムを硬かたくしたような感かん触しよくに全身がぞわっと総毛立った。ダメだこれ、私余よ裕ゆうで気絶できる……！

　さらにはこんな至近距きよ離りで百足の顔を見てしまった。

　親玉はヒヒっぽいけれど、複数存在するこの白百足は、角度によってはかわいく見えなくもない梟ふくろうの顔をしていた。だからこそ、余計に不気味さが増していた。

「緋宮、気を飛ばすな！」

　意識が遠のきかけたところで、べりっと身体からだから百足が勢いよく引き剝がされた。こっちに到着した未み不ふ嶺ねさんが百足の背を斬きり、私を助けてくれたんだ。

　王子様ありがとう、精神的にも助かった！　私は感謝の気持ちで未不嶺さんを見つめた。

「立て！　屋形車へ戻もどるんだ」

　半泣き状態でへたりこんでいる私を立たせようと、未不嶺さんが腕うでを伸ばす。

　その手を握って腰を上げたとき、未不嶺さんの持っている剣が目に飛び込んだ。

「未不嶺さん、普通の剣じゃダメだよ！」

　私は大声を上げた。彼の手にあるのは特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣じゃなかった。

　通常の鉄剣だと神じん力りよくが馴な染じみにくいため、こういった妖あやかしの類たぐいは討とう伐ばつが難しいはずだ。

　事実、今しがた未不嶺さんが斬り捨てた百足は私たちから少し距離を取ったあと、瞬またたく間に背の傷を修復させてしまった。また襲おそってくるつもりなのか、鋭く身構えている。

「隼鉄の剣は!?」

　まだ緋剣の力を使うことに慣れていないんだ。私は単純にそう思い、やきもきした。

　未不嶺さんが瞳ひとみを揺ゆらし、鉄剣を捨てた。慌あわただしく自分の手のひらから隼鉄の剣を引き抜く。刀身に描かれた優美な花の模様。護ご剣けん士しだけが操あやつれる、不思議な力を持つ剣だ。

「き、きたっ！」

　百足が手脚を波のようにうねらせ、こっちに駆けてきた。

　未不嶺さんが隼鉄の剣を振るおうとした。だけど、なぜかぎこちなく腕をとめる。

「未不嶺さん、どうしたの？」

　私は驚おどろき、未不嶺さんの衣ころもを忙しなく引っ張った。彼の横顔は深い苦く悩のうに満ちていた。

　唐とう突とつに気づいた。緋剣の力を使いたくないんだ。彼の本当の主あるじは司し義ぎさんだ。なのに帰き鼓こ廷ていを探さぐるため、ひいてはうまく操るため、渋しぶ々しぶ私にかしずかなきゃいけなくなった。

　悪いことに緋剣の儀ぎ式しきによる血の交わりは言葉上での誓ちかいに留とどまらず、木の根のように互たがいの心に食い込んでしまう。司義さんと私、二人に心を裂さいてしまった状態なんじゃないか。

「緋ひ宮みや、先に行け。この場は私が制するから」

　未不嶺さんは顔を背そむけ、隼鉄の剣を捨てようとした。普通の剣で百足を倒たおすつもりなんだ。

　不利になるとわかっていても、司義さんへの忠誠を選んだってこと。

　胸に走った痛みを堪こらえるため拳こぶしを強く握って、私はきりりと背筋を伸ばした。

「剣を貸して」

　未不嶺さんの手から隼鉄の剣を奪うばう。彼がぎょっと私を見下ろした。

「緋宮、なにをする!?」

「こう見えて勝負事には負けたことがないんですよ！　私が戦いますので、下がってて」

　──たとえ司義さんを一番大事に思っているのだとしても、さっき私を百足から助けてくれた。恩返ししちゃうもんね！

「誰だれであろうと私の緋剣に指一本触ふれさせな……っ、あれ…？　れ……うそー!?　緋宮でも使えないとか、融ゆう通ずうきかなすぎ！」

　私の手のなかで、隼はや鉄てつの剣が急激に石化していく。

　なんで！　他ほかの隼鉄なら私の思った通りに変化してくれるのに。

「それなら鉄剣を使うんだから。こっちは返す！　って百足むかできた！」

　啞あ然ぜんと立ち尽くしている未み不ふ嶺ねさんに隼鉄の剣をすばやく押し付ける。そしてあたふたと足あし下もとに捨てられている鉄剣を拾い、目前まで迫せまってきた百足のほうに突つき出した。

　実際に持ってみると鉄剣の重いこと、重いこと。これは片手じゃ支えられない。

「うわっ！」

　百足が私の持つ剣に嚙かみ付いた。その重みに負け、ばたっと仰あお向むけに倒れてしまう。ま、まずい、私ってばこの百足にのしかかられている体勢だ。

「こ、こっちは気にしないで、早く逃にげ……！」

　ともかくも未不嶺さんに声をかけて逃がそうとしたときだった。しゅっと、空気を斬る音がした。剣を食はんだまま私の腕に触しよつ角かくを巻き付けようとしていた百足から、粘ねばり気のある体液がどぷっと噴ふき出す。──未不嶺さんが、剣で百足の胴を裂いたためだ。

「未不嶺さん、どうして」

　私は茫ぼう然ぜんと名前を呼んだ。未不嶺さんが音を立てて衣の裾を翻ひるがえし、私の上から体液塗まみれとなった瀕ひん死しの百足を剣けん先さきで乱暴にどかした。そしてとどめを刺さす。

　彼の手にあるのは、隼鉄の剣だ。別の角度から接近していた百足もざくりと突き刺し、剣を引く。それから有う無むを言わさぬ強さで、地面に潰つぶれていた私を拾い上げ、担かつぐように抱だきかかえた。私はばたばたと暴れた。すると未不嶺さんが舌打ちし、私の担ぎ方を変えた。お嫁よめさん抱きだ。私は未不嶺さんの首というか、肩かたの上に両りよう腕うでを回し、その顔を覗のぞき込んだ。

「未不嶺さん、剣を使わなくていい。私、戦う緋宮だから」

「──緋ひ剣けんに使用を禁ずるのか」

　乱れた髪かみの奥から鋭するどく輝かがやく瞳が美しかった。空気の澄すんだ冬の夜を思わせる、深い黒。

　日本での最後の日を思い出す色だ。痛みを伴ともなう懐なつかしさに、私は思わず未不嶺さんの頰ほおに指を這はわせた。

「……だけど、未不嶺さんは」

「この瞬しゆん間かんは、おまえの剣だ」

　振ふり絞しぼるように言われた。

「緋宮が握る、一ひと振ふりの剣だ。……そうだろう？」

　せがむ色があった。必死な、壊こわれそうな声だった。

　未不嶺さん、と私は口のなかで呟つぶやいた。唐突に、『信用したい』という強い思いが心に芽生える。こんなふうに細やかな感情を持つ人を、むやみに利用しちゃいけないんじゃないか。

「それでも、私は」

　どうしても叶かなえたい願いがある。その葛かつ藤とうに息が詰つまり俯うつむきそうになったとき、ざあっと激しい葉のさざめきが聞こえた。私と未み不ふ嶺ねさんは同時に我に返り、はっ、とそちらに顔を向けた。橋の上の様子はいつの間にか、変化を迎むかえていた。

　白百足の群れは、胡こ汀ていや白雨さん、剣士たちがすべて始末したらしい。でも私たちの位置から斜ななめ前方となる反対側の欄らん干かんの前に、親玉のヒヒ百足と妖よう美びな女性がまだ残っている。

　葉のさざめき音の正体は、ヒヒ百足が原因だった。口から枯かれ葉を大量に吐はき出して、自分たちのまわりに強風を巻き起こしている。枯れ葉が舞まい上がった。宙に翻る布のようだった。

　扇おうぎを閉じた女性の目が、ふいにこちらを向く。

「その娘むすめが新しん暦れきの緋宮かえ？　ふふ、かわいらしい娘ねぇ」

「えっ、やっ、どうも……」

　思いのほか友好的に響ひびいた声に、私はびくつきながらつい答えた。ちらばっていた緋剣や剣士たちが、その女性を警けい戒かいしながらこっちに集まってくる。伊織さんは一人、私たちの正面前方に立ち尽くしていた。女性が微笑ほほえみ、私から伊織さんへと視線を動かす。

「伊織、おまえが身分を得るとは、驚いた」

　はっきりと名前を呼んだ。やっぱり知り合いなんだ！

　伊織さんが肩を揺らし、忙せわしなく瞬きをした。

「なぜ、あんたがここにいる」

　震ふるえがまじる問いかけだった。伊織さんにここまで衝しよう撃げきを与あたえる女性に、私はもやもやとした思いを抱いた。嬉うれしい再会の場面じゃなさそうだ。いざとなったらこの女性を攻こう撃げきしよう！

「もっと喜んでほしいよぅ。ずっとおまえを捜さがしていたんだから。集落から姿を消して、どこに雲くも隠がくれしているのかと思いきや緋剣だなんて、ねえ？　てっきり夜や見みにでも潜ひそみ、貴人相手に身を売っているのかと。気配を辿たどって都まで来たのよ。大きな騒さわぎにはしたくなくて曲わ師しに紛まぎれてきたのに、困ったこと。ここでおまえを見つけたせいで、つい浮うかれてしまったわ」

「俺を捜していた？　……なぜだ」

　伊織さんが感情を殺した低い声で尋たずねた。女性が目め尻じりに皺しわを作って、柔やわい笑えみを見せる。

「それは──どうしようかしらね。界の確かな場で緋剣と緋宮が揃そろっているというのは、怖こわい、怖い。いったんは下がろうねえ」

　逃げるつもりなんだ！　私は急いで未不嶺さんの腕から飛び降りようとした。だけども未不嶺さんは、怪け訝げんそうに二人の会話を聞きながらも腕に力を入れ、私の動きをとめてしまう。

　伊織さんが数歩、女性へと踏ふみ出す。ずるり、と女性の身体にまきついていたヒヒ顔の百足が威い嚇かくするように胴どうをくねらせた。

「少し猶ゆう予よをあげようね。また迎えにくるから、そのときはおとなしく従いなさい。緋宮を穢けがしたくなくばねぇ」

「なんだと？」

「……は、はい!?」

　私は思わず声を上げた。なんですか、その人ひと質じちポジション！

　いったい何者なのか、どうして伊織さんを狙ねらっているのか。それを訊きこうと口を開いた瞬間だった。枯れ葉を巻き上げる風の威い力りよくが増した。

「こちらに落ちておいで、伊織」

　そう告げた女性とヒヒ百足の姿が、一織りの巨きよ大だいな布と化した枯れ葉に包まれる。

　逃がすまいとしてだろう、胡こ汀ていがすぐさま虹にじ色いろの小鳥たちを召しよう喚かんし、枯れ葉に突とつ撃げきさせた。

「あっ……消えた!?」

　私は目を見開いた。風が急にやみ、糸を失った操あやつり人形のように枯れ葉が橋の上にはらはらと舞い落ちる。小鳥たちが戸と惑まどった様子で上空を旋せん回かいしていた。

　もう女性たちの姿はどこにもなかった。

　私たちはしばらくのあいだ、こんもりと橋の上に盛り上がった枯れ葉を無言で見つめた。最初に動いたのは、驚おどろきさめやらぬという表情をしている白雨さんだった。

「伊織。あの女はおまえの」

「──茅かやだ」

　伊織さんが魂たましいをどこかに置き去りにした声で呟いた。

「茅。俺の母親だ」

　拳を握にぎり、ぎゅっと瞼まぶたを閉とざして、伊織さんが吐き捨てた。
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　後始末を白雨さんと数人の剣けん士しにまかせ、私たちは帰き鼓こ廷ていへと戻もどった。急ぐために屋形車ではなく司狼に騎き乗じようしてだ。

　伊織さんはあれきり口を閉ざしてしまい、会話ができる雰ふん囲い気きじゃない。とりあえず九く支しさんと会って、話し合うのが先だ。だけど帰鼓廷に到とう着ちやくした直後、予想外の人と鉢はち合あわせした。

「──どうして、ここに？」

　どうやら九支さんのもとを訪おとずれた帰りらしい蒸む槻き国の今いま帝みかど──遠とお凪なぎさんとよく似た面おも差ざしの司し義ぎさんが数人の従者を引き連れ、帰鼓廷の大門から出てきた。

　お忍しのびの格好だ。彼も緋剣たち同様に秋色の衣ころもで揃えている。

「知夏。おまえに会いに来たのだけれども不在と聞いた。ここで顔を見ることができて幸いだ」

　にこやかに言う司義さんに、私はぎこちなく微笑んだ。不信感が募る。わざわざ足を運ばずとも使いの者を出せば、私が不在なことくらいすぐにわかるんじゃないだろうか？

　じゃあなんでここに来たんだろう。帰き鼓こ廷ていの状況を直じかに探さぐるため？

「おや。気が乱れているように見えるが、なにがあった？」

　司し狼ろうに騎き乗じようしたままでは失礼だろうと、地面に降りたとき。司し義ぎさんが親しげに手を伸のばし、私のこめかみに触ふれた。緋剣たちもすばやく地に足をつけ、むっとした空気を漂ただよわせる。
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　最初に反応したのは未み不ふ嶺ねさんだった。私を庇かばうかのように前に立ち、司義さんに頭を下げる。……いや、都合のいい考えすぎるよね？　この人の主あるじは司義さんだもの。

「司義様。お知らせしたいことが。先ほど雪ゆき尾おにて──」

「未不嶺」

「……はい」

　司義さんが赤い羽扇おうぎを広げ、圧するように未不嶺さんを見つめた。

「おまえと会うのは久しく思えるな。顔を見せにも来ぬとは、煩はん忙ぼうの日々であったか？」

「……申し訳ありません」

「つれないことだ。前までは、命じずとも付き従ってくれたというのに」

　穏おだやかながらもひやりとする声こわ音ねだった。私はとっさに未不嶺さんにしがみつき、司義さんをぎゅっと睨にらんだ。万が一斬きり掛かかってきたら助けないと。

「緋ひ宮みや」

　驚おどろきを含ふくんだ複雑な表情で未不嶺さんが私を見下ろした。

　私こう見えて緋宮です、男の人の一人や二人、まっ、守れるんですよ！

　司し義ぎさんが音を立てて扇をしまい、そして──未み不ふ嶺ねさんの髪かみを摑つかみ、自分のほうへと引き寄せた。囁ささやき声は、未不嶺さんの腕うでにしがみついていた私にも十分届いた。

「まさかおまえ、緋宮に陥かん落らくしたか？　寂さびしいことだ、私を忘れてしまうとは」

「──いえ。とんでもない。あなたが……私の主です」

　未不嶺さんの、温度のない返答に私は身を強こわ張ばらせた。

　わかっていたことではあっても、はっきりと本人の口から事実を告げられると、顔が歪ゆがむ。

「そうか。利口だな」

　司義さんが笑みを深め、私に視線を落とした。

「知夏、せっかく会えたのに残念だが。どうやらゆるりとはできぬようだ。また改めて来るとしよう」

　私はうまく答えることができず、小さく首を縦に振ふった。蒸む槻きの帝に対して横おう柄へいな態度にもほどがあるだろうけれど、その仕草を返すだけで精せい一いつ杯ぱいだ。司義さんは気にしたふうでもなく優ゆう雅がに裾すそをさばき、従者を連れて大門の脇わきにとめていた屋形車に乗り込んだ。

　去っていく彼らを、私はぼんやりと見送った。緊きん張ちようがとけて、急な疲ひ労ろう感かんに襲おそわれる。

「……緋宮、早くなかへ」

　司義さんのことには触れず、胡こ汀ていがそっと私の背を押して先を促うながした。緋ひ剣けんたちがちらっと未不嶺さんを見み遣やり、さりげなく距きよ離りを取るようにして私を囲む。未不嶺さんが強く唇くちびるを嚙かみ締しめたように見えた。……駆かけ寄りたくなるのを、我が慢まんする。この人は司義さんのものだ。

「九く支しは神しん殿でんにいるだろう」

　胡汀の言葉に頷うなずき、荷を解く暇ひまもなく皆みなで大神殿へ足を向ける。

　九支さんが朝火さんとともに門の前で私たちの訪れを待っていた。

　私の姿を認めると、まずは今回の旅に同行しなかった朝火さんが忙せわしない様子で近づき、ぺたぺたと頰ほおや腕に触れてくる。この人は楽らく奪ばい月つきからずっと怪け我がまみれだったので、一いつ緒しよに来たがるのを緋宮命令で阻そ止しし、無理やり休養させたんだよね。

「緋宮。ご無事でなによりだ。しかし、争いの気配を感じます。なにかおありだったか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。って朝火さん、心配してくれるのは嬉しいけれど、ここで私の衣を脱ぬがそうとするのはどうかと……」

「衣に付着しているのは妖あやかしの血では？　いけない、早く禊みそぎをせねば」

　余よ裕ゆうなく私を担かつぎ上げようとする朝火さんを、慌あわてて押しとどめる。呆あきれ顔の九支さんと目が合い、とてもいたたまれない気分になった。わ、私にもとめられないですコレ。

「いつ見ても、緋剣というのはまこと……」

「──いや、朝火の懸け念ねんは正しい。早く禊の支し度たくをすべきだ。妖の血を浴びている」

　そう口を挟はさんだのは、意外にも未不嶺さんだった。

　九く支しさんがシックな扇を軽く顎あごにくっつけて、物もの珍めずらしげに未不嶺さんを見つめる。

「ほう？　さすがのおまえも、緋宮との血の儀ぎには太刀たち打うちできなかったか」

「……私のことはどうでもいい。すぐに清めを」

　かっと頰を紅潮させて横を向きながらも、未み不ふ嶺ねさんが口早にせかす。

　隠かくれＳ様に違ちがいない九支さんが片かた眉まゆを上げ、わざわざ顔を覗のぞき込むようにして遠えん慮りよなく彼をうかがった。うっわー、なんてアクマな微笑ほほえみなんですか。

「九支。遊んでいないで早く禊の場に連れていけ」

　胡こ汀ていまでもが参戦し、私の背中をずいっと押して九支さんに差し出した。

「……緋剣に愛されているようで、微笑ましきことだな。緋宮」

「ど、どうも……」

　私はしどろもどろに答えた。九支さんが閉じた扇で自分の手のひらをぱんぱん、と叩たたく。

「神かみ女めたち、緋宮を禊の間へお連れせよ」

　九支さんがそういうやいなや、門の奥から神女たちが現れ、戸惑う私をずるずると神殿のなかへ引っ張った。大神殿の禊の室へやで神女たちにたっぷりと湯をかけられ、時を過ごす。

　それを終えて、再び九支さん方と顔を合わせたのは、すでに日が沈しずんだあとだ。半月が、外通路の板いた敷じきに斜ななめに光をもたらしている。

　神女の案内で、『木き音ねの室』という会議室として使われている部屋に通された。何度か入ったことのある広いところだ。中央に大きな石製の円形テーブルが置かれている。セットの椅い子すも同じ材質の石で、背もたれはなく、ころんと球状だ。

　すでにその丸い椅子に腰こし掛かけていた緋剣たちが立ち上がり、部屋に入った私をわらわらと取り囲んだ。初めに声をかけたのは朝火さんだ。

「どうですか、身が軽くなったのでは？」

「うん、ありがとう朝火さん。すっきりした」

「ふふ。顔色も先ほどより、よいようですね。肌はだに艶つやが戻っている」

　こしょこしょと頰をいじられ、私は思わず笑った。本当、緋宮大好きっ子だなあ。そう考えたとき、横から軽く髪を引っ張られる。犯人は渋じゆう面めんの未不嶺さんだ。

　皆も沐もく浴よくをすませたのか、こざっぱりした格好に変わっている。

「少し反省すべきだぞ、緋宮。通つう門もんを建てたいのであれば、祇ぎ官かんに一任すればよかったろうに。おまえが鳥のごとくに飛び回りすぎるからこのような事態にだな」

「未不嶺さん未不嶺さん、私の躾しつけはあとに」

　王子様はご機き嫌げん斜ななめだ。……司し義ぎさんとのやりとりは、なかったことにしたほうがいいんだろう。迫せり上がってくる感情に蓋ふたをし、未不嶺さんに笑いかける。

「阿あ呆ほ鳥どりだから飛び回るのは仕方がない……」

「ちょっ暴君様め、小声で言っても聞こえてます」

　後ろからぼそっと聞こえた声に、私は目を吊つり上げた。

　こんなことを言われてもたっぷりときめく私ってば、もしかしてほんとに阿呆鳥？

　悩なやめる私の顔をそっと覗き込んだのは、それまで沈ちん黙もくしていた伊織さんだ。

「おそらく胡こ汀ていは小鳥のごとくに無む垢くで愛らしいと言……」

「伊織さんはこういう会話に加わっちゃいけません！　まあ伊織さんならどんな過激発言でも笑え顔がおで許しますけれどね！　……胡汀？　今、私の頭頂部を指先で弾はじいた……？」

「いや？」

「そ、そう……？」

　あれ、でも立っている場所から考えて胡汀しかいない、と首をひねった瞬しゆん間かん、一人だけ椅子に腰掛けていた九く支しさんが億おつ劫くうそうに、扇でかつかつと円卓の縁ふちを叩いた。

「これ、おまえたち。あとで好きなだけ緋宮を愛めでればいいだろうに。早くこちらへ来い。……睨むな、ばかども」

　緋剣全員から一いつ斉せいに睨まれ、九支さんがむかっとした顔を作った。

　九支さんの機き嫌げんを損そこねちゃまずいので、私は緋剣たちを引っ張りつつ椅子に腰掛けた。

「さて。まずは緋宮。禊も済んだが、まこと御おん身みに大事はないな？　あとで宮に薬湯を届けさせるゆえ。必ず口にされるように」

「うん。ありがとう」

　なんだかんだ言って九支さんも心しん配ぱい性しようなんだよなあ。私は笑顔を返した。

「緋剣らに先に話を聞いたが。橋の上で揉もめ事があったと」

　私は笑みを消し、躊躇ためらいながらも頷いた。伊織さんはきっと辛つらい思いをしているだろう。

「伊織の実母で間ま違ちがいないのだな？」

　その問いかけに、伊織さんが視線を落として無言で頷く。さっきは一いつ瞬しゆん気配を和やわらげたと思ったのに、またぴりっとした硬こう質しつな態度に戻もどってしまった。

　朝火さんが、彼をちらっと見たのち、考え深げに指先で卓たくの表面を撫なでた。

「伊織の母親の目的もよくわからぬが。なにより懸念すべきは、守護ある陽よう都と内にこうも容易たやすく邪じやの類たぐいが侵しん入にゆうしたということではないか？」

「まこと邪であったか？」

　九支さんが私に憂うれいのこもる視線を投げながら、聞き返す。

「悪あつ鬼きとか、穢けがれ主ぬしとか……そういう空気は感じなかったかもしれない」

　私はちょっと曖あい昧まいに答えた。伊織さんの母親が関係しているから断言を控ひかえたわけじゃなく、実際にどういう気配なのか見分けがつかなかったんだ。

「とはいえ、異様な気であったのは確かだ。瘴しよう気きと神気が重なっているような」

　胡汀が全員を見回し、卓の上で両手の指を合わせた。

「ならば、荒あら神がみか？」

　朝火さんが顔をしかめて胡こ汀ていを見み据すえる。

「いや。荒神とも思えぬ。どちらにせよ、位高きものであるのは間違いがないだろう。まだ気がかりなことがある。未み不ふ嶺ねの話では、川かわ涸がれしている曲きよくがあるのだと。それと今回の件とはなにか関かかわりがあるのか？」

「それは、俺が調べる。あの愚おろかな女のことだ、なにを企たくらんでいるのか知れたものではない！」

　吐はき捨てたのは伊織さんだった。茅かやさん。その名前を以前、私も聞いている。

　初めて会ったとき、伊織さんは木に吊るされていた。母親の茅さんが河かわ方かたの儀に選ばれたけれど、集落から逃とう亡ぼうしたんだって。それで見せしめに伊織さんが罰ばつを受けた。

　茅さんは、白雨さんと一緒に逃にげようとしていたはずだった。その途と中ちゆうで、私たちは白雨さんと顔を合わせたんだ。当時のことを思い出すと、少し鬱うつ屈くつした気持ちがわく。

「あんな女。誰だれにでも股またを開く淫いん女じよめ、穢けがれ主ぬしでさえも受け入れる！」

「伊織、穢主とは限らぬ」

　胡汀が溜ため息いきをつく。私は卓の下で両手をぎゅっと組み合わせた。まさかこんな形で茅さんが関わってくるなんて。伊織さんは、実母の茅さんを憎にくんでいる。見捨てられたためっていうよりも、どうやらその前から嫌けん悪おしていたっぽい。その証しよう拠こに、口に出すことはしないけれど、すべての遊女を疎うとんじている。もっと言えば、女性全ぜん般ぱんを苦手と捉とらえているふしがあった。

「まあ待ちなさい。茅の件については、手のあいている剣けん士したちに調べさせよう」

「あの女の問題を他ほかに託たくせと？　馬ば鹿かな。あの女がなんと口走ったと思う。俺を贄にえにすると言いやがった。従わねば緋ひ宮みやを穢けがすと！　よくも……！」

「伊織。落ち着きなさい」

　九く支しさんが冷静な声で宥なだめる。伊織さんは怒いかりを閉じ込めるようにきつく両目を閉とざした。

「おまえを軽かろんじているのではない。時期がよくないのだよ。占せんにて次の儀が決まった。そのために、緋ひ剣けんは緋宮を支えねば」

「あっ。そういえば剣士から伝言、聞いたよ。例年行なっている儀ぎ式しきなの？」

「燭しよくノ儀ぎ、という。この年の収しゆう穫かくを祝う祭事だ。禁域の森があろう？　あそこの奥に、儀の場がある。穀物神たる果か食け食けの神かみをお招きし、家か畜ちくの贄を捧ささぐ。これは重要な儀ゆえ、失敗は許されぬ」

　九支さんが真しん剣けんな表情を作り、私のほうに少し身を乗り出した。

「善き儀であれば、果食食神は新たな種を蒸む槻きに授さずけてくれるのだ」

「緋宮の代だい替がわりの種と似た感じで、たとえば果実や花の種とか、そういうの？」

「そうだ。先代様の過あやまちにより草花の種がいくつか失われた。ぜひともここで得ねばならぬ」

「うーんすごいなあ……。新しい種って交配じゃなくて、神様がもたらしてくれるんだ」

「果食食神はな、あらゆる食の起源神たる耳みみ昏くらの神かみを制し、地の者に恵めぐみの種をもたらしたと言われている。この儀では日月を示す陽ひ女め神がみと月神、そのお二方のかたしろを必要とする。月日は種の生長に大きな関わりを持つためだ。もちろん、儀の王たる緋宮が陽女神の役を担になう。あとは、男神のかたしろを選ばねば。基本は神じん力りよくある者が前提だが。緋剣でなくともよいし、そうであってもよい。どなたを指名なさる？」

　九く支しさんの視線が一瞬、横を向いている伊織さんに流れた。

「じ、じゃあ！　伊織さんを！」

　私は力強く宣言した。憤いきどおりを堪こらえるように顔をしかめていた伊織さんが啞あ然ぜんとする。

「緋宮、俺は……！」

　儀式の役を押しつけでもしないと、伊織さんはこのあと絶対に一人で無む茶ちやをする！

　どんなにとめても帰き鼓こ廷ていを抜ぬけ出して、茅さんのもとに行くはずだ。

「緋宮は伊織がよいのか？」

　九支さんが確かく認にんするように尋たずねた。私は間かん髪はつを容いれず、大きく頷うなずいた。伊織さんが椅子から立ち上がりかけ、でも私と目が合うと少し赤くなって、力なく腰こしを落とす。

「伊織。おまえはどうする。緋宮の指名を断るか？」

　九支さんが扇おうぎを持ったまま頰ほお杖づえをつき、どこか面おも白しろそうに問いかけた。

　私はおろおろしそうになるのを我が慢まんした。そうか、普ふ通つうに断られる可能性もあるんだった。緋剣はどんなことでも無条件に受け入れてくれると、いつの間にかごく自然に考えていたみたい。

　甘やかされて、毒された。思い上がっていた自分をすぐには認めることができず、そんな狡ずるい言い訳を考えてしまう。

「名めい誉よなことではあるぞ。指名を授かりし者は、新たな植物の加護を得られるのだから」

　試ためす響ひびきのある九支さんの言葉を聞いて、伊織さんは困った顔つきで緋剣たちを見回し、最後に私をうかがった。

「まことに俺でよろしいのか。俺は月神の器うつわとなるには、粗そ野やにすぎるのではありませんか」

　本心を探さぐろうとでもするように、わずかに目を細めて私を見つめる。たぶん、自分のそばに縛しばっておくために指名したと気づいているだろうけれど、そこには触ふれてこない。

「粗野？　そんなふうには思わないよ」

「俺が誰より、貴たつときものから遠いのでは？」

　これは、遠回しに指名の理由を責めているってだけじゃない。

　緋剣となる前の身分を気にしているんだ。私は眉まゆを寄せ、意識して『緋宮』の顔を作った。

「伊織」

「──は、はい？」

　いきなり呼び捨てにされてものすごくびっくりしたっていう表情だ。私も、壊こわれそうなほど激しく心臓が動いているんですが！

「肝かん心じんなのは、緋宮が望むかどうかってことなの。なのに、疑うの？」

　ど、どうだ！　最近会え得とくしつつある緋宮命令。逆らえまい！

「伊織さんってば、一人で茅さんのところに行こうとしている。みんなも気づいたと思うけど、それをとめるために指名したのは事実です。でもまず、すっごい当然の前提として、伊織さんはこういうお役目もできる人だって考えがあるからだよ」

　絶句する伊織さんの頰ほおが、さあっと赤く染まっていく。

「こういうときって、一人で覚かく悟ごを決めるんじゃなくて、みんなを巻き込んでくれたらいいなって思う。私は誰かに頼たよりにされたら嬉うれしいもん。……や、私は戦力にならないかもしれないけど、他のみんなはとっても強いから、安心」

「いえ……その、はい」

　伊織さんが動どう揺ようしまくった様子で俯うつむいた。そこまで素す直なおに真っ赤になられると私も冷や汗あせが浮うかぶ。

　くっと笑う声が聞こえた。九く支しさんが扇を広げ、顔を隠かくしながら肩かたを揺ゆらしていた。

「ああ、この娘むすめが男を抑おさえるようになるとは。神々よ、ご覧になったか。これだから、人というのは計り知れぬ」

　帰き鼓こ廷ていの主あるじらしく頑がん張ばろうとしている本人の前で笑い転げるとは、九支さんってば。

「では、緋宮、伊織。これから儀ぎのあいだまで、恙つつがなく過ごされるよう」

　九支さんが笑いを残した表情でそう言った。私は奥歯を嚙かみ締しめ、こくりと生き真面まじ目めに頷いた。蒸む槻きは予行演習を認めない。口頭での説明や書物などで手順を確認し、ぶっつけ本番で行なう。神の前に偽いつわりの儀はしない、という決まりがあるからだ。

　衣い装しよう合わせや禊みそぎなどで少し時間を取られるけれど、それでも儀式日以外はさほど束そく縛ばくされることはない。もちろん、問題が起きたりしないよう派手な行動は慎つつしまなきゃならない。

「陽ひ女め神がみと月神は、夫ふう婦ふとなるべき兄妹きようだい神だった。緋宮方も親しくしておけばよろしい」

　なにげない調子で言われた九支さんの言葉に、私はどきっとした。夫婦神。

　自然と視線が胡こ汀ていへ向かう。星神が言ってなかったか。陽女神は妻になるはずだったって。でも星神は陽女神とは兄妹じゃないはず。太古の神々事情は予想以上に入り組んでいるようだ。

　私と視線を合わせたまま、胡汀がゆっくりと瞬まばたきをする。

　一いつ瞬しゆんだけ、その瞳ひとみが銀色に変わった気がした。
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　九支さんに見送られながら、私は緋剣たちと一いつ緒しよに大だい神しん殿でんを出た。

　考えたいことがたくさんあった。そして皆みなに訊ききたいこともあった。緋宮の区画のなかにある亭ていのひとつに彼らを招待する。屋や敷しき勤づとめの神かみ女めたちがすばやく酒しゆ膳ぜんを用意し、亭を調ととのえた。

　夜空には、薄うす雲ぐもに乗った半分の月。酒飲みたちにはもってこいの、風ふう雅がな夜に違ちがいなかった。

　亭の円座に腰を落ち着けたあとで、同じように座っている緋剣たちを眺ながめる。

　しばし、秋夜の風ふ情ぜいを味わう。花か蠟ろうのしっとりした明かりに浮かぶ彼らの姿は、そのまま麗うるわしい絵図にできそうだった。

　こうして改めて見ると壮そう観かんの一言に尽つきる。ここに白雨さんも揃そろっていれば完かん璧ぺきだったのに。

「それから、椰や真まちゃんも」

　私の小声に反応したのは、隣となりに座っていた胡こ汀ていだ。

「椰真はまだ、あれから一度も戻もどってきていないのか？」

「うん。みずの様に手紙を渡わたしてくれるよう、何度か碁ご子こちゃんにお願いしてたんだけど、ずっと返事もないし……」

　神女が用意してくれた白さ湯ゆの杯さかずきを取り、一口含ふくむ。味はないけれど、ほんのりと花の匂においがしている。緋剣たちは当然、お酒だ。

「椰真ちゃんに会いたい」

「おや。我らがそばにいるというのに、他の者のことをお考えに？」

　朝火さんが最初の一いつ杯ぱいを軽く飲み干して、微笑ほほえんだ。

「安く見られたものだ。なあ、どう思う、胡汀」

　楽しげに言って、胡汀の肩に腕うでを乗せる。この二人は思いのほか仲がいいなあ。

「これでも誘さそいは多いのだが。時折な、さて寝ねようと寝しん具ぐをめくれば、いつの間にやら裸はだかの女が潜もぐり込んでいることがある。胡汀、おまえもそういったためしがあっただろう？」

　杯を落としかけて、手がちょっと濡ぬれた。私は愕がく然ぜんと胡汀たちを見つめた。

　潔けつ癖ぺきタイプの伊織さんと未み不ふ嶺ねさんは嫌いやそうに黙もく々もくと杯を空けている。

「朝火の場合は女の誘いを喜ぶどころか不ふ審しんに思って、斬きりつけようとするのでは？」

「なぜわかる？」

　朝火さんが胡汀に寄りかかりながら笑った。わー……、朝火さんてば、どこまでも朝火さんで容よう赦しやがない。その女性をまさか本当に斬ってないよね？

「胡汀のときはどうしたんだ？　追い払はらったのか？」

　私の心は今、暴風雨状態だった。本気で聞きたくないけれど、知らないでいるのもつらい！　本当にそんなことがあったの!?

　胡汀は私を見て、柔やわらかく苦く笑しようした。えっ、答えないの？　いや、答えてほしくないような、どうする私。聞くに聞けない！

「そういえば。今日、帰き鼓こ廷ていを出るときに、胡汀を訪ねてきた女がいたが」

　全員の視線が未不嶺さんに集まった。私は杯を膳に戻し、正座した。

「身なりからして貴人の女に見えた。素す性じようは明かさなかったな。おまえが留守だと知ると、すぐに去った」

「ああ、気にするな。そういう女は珍めずらしくない。ここで暮らしていると、馴な染じんでしまうためにわからなくなるが。帰鼓廷の男はやはりよそと比べて特とく殊しゆだろう？　花のように美しい男が多い。だから、貴人の娘が密ひそかに通ってくることがある」

　朝火さんがあっけらかんと答えた。それから、私に意味深な顔を向ける。

「どうでしょうか、緋ひ宮みや？　あなたの緋ひ剣けん方は上等と思いませんか。なのに我ら、異形よりも目をかけてはもらえぬと」

「……か、かけてます！」

　かけてるからお願い陽ひ女め神がみ様、胡こ汀ていが寝しん室しつに潜ひそんでいた女性となんでもありませんように！

　というか、緋剣たちが女の人と遊んだりしている姿はあまり知りたくない。これってたとえるなら、兄弟の恋れん愛あい事を目もく撃げきしてしまったときの気まずさ、みたいな感じだろうか。

　私は眉み間けんに皺しわを寄せつつ、皆に酌しやくをして回った。恐きよう縮しゆくする伊織さんと未み不ふ嶺ねさんに、心から癒いやされる。うん、この二人はいい！

「なあ、胡汀。緋宮の寵ちようは、平等にわけねばな？」

　朝火さんがじろじろと胡汀を至近距きよ離りで見つめながらそう言った。

　危ない、朝火さんの杯にお酒を注ぎすぎそうになった。

「帰き鼓こ廷ていに入った以上、これは受け入れねば仕方のないことだぞ。……まあ、一見すると、我らの主はちっぽけな野花のようだが」

「こらっ。緋宮命令で私の悪口を禁止しようかな！」

　つい口を挟はさんだ私を無視して、朝火さんが笑う。

「これでも帰鼓廷の、尊き女おんな王おうだ。神も、人の王も、どちらも愛人を無数に抱かかえるものと決まっている」

「だめだ」

　胡汀がつらりと朝火さんを見つめ返す。伊織さんと未不嶺さんが驚おどろきの目を胡汀に向けた。

「誰だれもの女王だが、俺だけの鳥だ」

「……そ、そこまで鳥扱あつかい」

　喜んでいいのやら嘆なげいていいのやら。

「これに悪さをすると、寝込みを襲おそうぞ、朝火」

　笑いながら言う胡汀に、朝火さんも楽しそうな顔をした。玩がん具ぐを与あたえられた子どものように目を輝かがやかせている。

「期待している。最近、怪け我がの治ち癒ゆで鍛たん錬れんできておらぬから、ちょうどいい」

「じゃあ、明日の夜にでもゆくか？」

「そうしてくれ。楽しみだ」

「……ちょっとー!?　なんで命を狙ねらったり狙われたりしながら喜んでいるの！」

　男の友情がわからない！

「なにか言ってください、伊織さ……って、羨うらやましげ!?」

　伊織さんも参加したそうにうずうずしている。まともなのは未み不ふ嶺ねさんだけか!?　と思ったらあなたまでそんな顔、本気で二人の友情が美しいとお考えか。

「あのね！　私は皆に話があって、ここへ招いたわけで！」

「はい、なんでしょう？　どんなことでも答えてあげますよ」

　朝火さんがずずっと胡こ汀ていを押しのけるようにして私の前に座り、品よく微笑んだ。いつもより砕くだけた雰ふん囲い気きだ。もしかしてすでに酔よっているんだろうか。

「儀ぎ式しきに関かかわることを聞きたいの。とくに、月神の話を」

「ああ、伊織をこたびのかたしろに選ばれたのだったな」

　微び妙みようにつまらなそうな顔をして、朝火さんがあっさりと身を引いた。落花生のようなつまみの殻からを割っていた胡汀までも私を睨にらむ。この二人……間違いなくもう酔い始めているんだ。

「……月神の説なら回かい絽ろ廷ていにも『おりがみ』がいくつもある」

　未不嶺さんが躊躇ためらいがちに口を挟んだ。徳とつく利りを抱え込んで拗すねていた朝火さんが、無言で彼の杯に酒を注ぐ。珍しい親切だ。未不嶺さんもそう思ったのか、やや目を見張る。

「帝みかどたる司し義ぎ様は、月神の末まつ裔えい、とされているから」

「そうなの？」

　以前に聞いたことがあっただろうか？

「陽ひ女め神がみとは兄妹の間あいだ柄がらであり、夫婦となるはずだった。だが、浅ましき大おお犬いぬ……のちに滸こ楽らくとなるけだもののせいで、結ばれずに終わる」

　お酒が苦手らしい未不嶺さんは、それでも基本、高貴で礼れい儀ぎ正ただしい。朝火さんが注いだ杯を、ちびちびとだけど必死に飲みつつ説明する。

「二人の仲が引き裂さかれたために、世には昼と夜が生まれた。そして国も男王の回絽廷、女王の帰き鼓こ廷ていと、二つに力が割さかれることに」

「ここにも神世の説が絡からんでくるんだ」

「絡まぬものはないと言える。……回絽廷を率いる男王、つまり祖の月神が事実上の国の支配者となったのは、陽女神が黄泉よみへ向かったあとだ。荒あらぶる地を宥なだめた。その流れを汲くんでいる」

「じゃあ、司義さんも神じん力りよくを持っている？」

　私は意気込んで尋たずねた。こういう話を聞くために、未不嶺さんを緋剣に指名したといっていい。喉のどから手が出るほどほしかった司義さんの情報が目の前にある。

「陽女神の末裔たる緋宮と、力の質は違ちがうが」

「でも、あるんだね」

　ようやく未不嶺さんが杯を空けたと思ったら、今度は胡汀がひどく清げな微笑を浮うかべてなみなみと注いだ。変だな、胡汀まで今日は甲か斐い甲が斐いしい？

　未み不ふ嶺ねさんは眉間に皺を寄せた。覚かく悟ごを決めた表情で一気飲みをする。大だい丈じよう夫ぶかなあ。

「月神は、女神を愛していた。女神も同じように。司し義ぎ様が緋宮を重視されるのは、この神話に強く関心を持っておられるからだ。救えなかった陽ひ女め神がみを現うつつで愛せば、世はやっと永きの安あん寧ねいを得られるのではと」

「月神の末裔だから、緋宮を気にしてしまうの？」

「……司義様を見ていて、そう思っただけだ」

　胡こ汀ていが二杯目をすばやく注ぐ。それを未不嶺さんは気合いを入れて飲み干した。

　私はその様子をぼんやり見つめながら考えた。緋宮は任期中であれば、何度男性と関係を持っても妊にん娠しんすることはないという。そのルールを唯ゆい一いつ覆くつがえしてしまうのが、滸こ楽らくだ。神話に則のつとり、けだものだけが陽女神の末裔を身み籠ごもらせることができる。

　でも、任期中の架か々が裏りさんを妊娠させたのは、滸楽ではなく司義さんだという。なぜそれが可能だったのか。架々裏さんが、司義さんの正体を示し唆さするような言い方をしていたはず。

　──それは架々裏さんの勘かん違ちがいだった？　司義さんが月神の血筋だから、妹神の末裔である緋宮を身籠もらせることができただけ？

「あれ、ちょっと待てよ？」

　司義さんが月神の末裔で──陽女神の兄君様だというのなら。

「遠とお凪なぎさんはいったい……？　いや、滸楽だとわかってるけど、でも」

　私は自分の下した唇くちびるを強くつまんだり引っ張ったりと、意味のない真似まねをしながら悩なやんだ。

　確か私、生々しい夢を見た。遠凪さんを兄君様と呼び、強く慕したう夢。陽女神が兄と呼ぶ相手は月神だけじゃないの？　それともあれは、本当にただの夢にすぎなかった？

「わからなくなってきた……。まだきっと一部分しか見えていないんだよね」

　ふー、と深く溜ため息いきをつき、皆みなに視線を向ける。

　今度はなぜなのか、伊織さんがやけに偉えらぶった顔をして、未不嶺さんに酌をしていた。

　未不嶺さんはとても辛つらそうだったけれど、男の意地もあるのか、自棄やけ気味に杯さかずきをあおった。

「未不嶺さん、もうその辺にしといたほうがいいと思う」

「女神と大犬との交わりが、穢けがれ主ぬしという存在を世に生み出すことになったと」

「えっ？　どういうこと？」

　未不嶺さんが赤くなり始めた目をこすり、緩かん慢まんに首を振ふった。

「いや、待て。正確なことはわからない。その点に関する記述は……あっただろうか」

　言こと葉ば尻じりが怪あやしい。酔い始めて頭が回っていないのかな。

　またもや朝火さんが、未不嶺さんの杯に酒を注いだ。こ、こら。もう危険な感じだよ。

「──そも、穢主とは。なんらかの理由で堕だ落らくした小さき神や鳥ちよう獣じゆう類、そして長き世を過ぎ、捨てられた物に邪じや念ねんが宿った存在。ただ、どこのカタリヌシに聞いたのだったか、陽女神と大犬の子が穢主であるともいう」

　朝火さんをとめようとする私の意識をそらすためか、横から胡こ汀ていが口を挟んだ。私はつい胡汀のほうに顔を向け、首を傾かしげた。お酒を飲んだから気が緩ゆるんでいるのかな。笑え顔がおが多い。

「穢けがれ主ぬしって、じゃあ元々は天の神様系列なの？」

「はっきりと区分けするのは難しい。今述べたように、小さき神、長き世を経た物がその正体だという説もあるから」

「荒あら神がみとはまた違うんだよね？」

「これも明めい瞭りようにはわけがたいな。基本として、大神たる者が怨おん念ねんゆえに、仇あだなすモノへと化けた存在が荒神とされる。比べて穢主は、格が落ちる。荒神の災わざわいは人ばかりか地を滅ほろぼしかねないが、穢主は大たい抵てい、人に狙いを定めている。しかし、どちらも忌いまわし霊れいであることは事実だ。場合によっては、穢主が荒神へと格を上げることもある。そして、現世で低級であっても太古にて格を得ていた者……その末裔などは、荒神と化す恐おそれがある」

　私は必死に胡汀の言葉を咀そ嚼しやくした。これって、悪あく霊りようか怨おん霊りようか、と論じているようなものなのかな。とにかく、もっとも恐れなければならない巨きよ大だいなものが荒神、と考えればいいみたい。

「穢主でありながら荒神でもある、ということもありえる。なんにせよ、ただびとの手には負えぬ悪あしきモノだ。帰き鼓こ廷ていはこれら邪じやとされる存在から人を守るためにある」

　なるほど、と納なつ得とくし、それから私は慌あわてた。しまった、未み不ふ嶺ねさんを忘れてた。

　ああっ、また一気飲みしている。

「もう飲まないほうがいいよ！　杯を寄よ越こして」

　心配になって近づいたとき、未不嶺さんの頭がぐらっと揺ゆれた。思わず両手で受け止める。

「だめだ、目が回る」

　ずるっと未不嶺さんの頭が両手から落ち、私の膝ひざに乗った。

「……こいつ、うまいこと緋ひ宮みやの膝に乗りやがったな」

　朝火さんが冷たい顔をして毒づき、私の膝から未不嶺さんを落とそうとした。私は「コラッ」と叱しかってとめ、目を閉じてぐったりしている未不嶺さんの乱れた髪かみを整えた。

「耳まで真っ赤になってる。未不嶺さんがお酒に弱いの、みんなだってとっくに気づいてたでしょう？　どうして全員で飲ませるようなことを？」

「最後の緋ひ剣けんなので、かわいがってやっただけです。一番年下ですしね」

　伊織さんが、澄すました顔で答えた。

「ああ。弟分としてな」

「他意はないですよ」

　胡汀と朝火さんが即そく座ざに同意し、天使のように無む邪じや気きな笑顔を見せた。

「そ、そう」

　蒸む槻きの世界でも人間関係って大変なんだな、新人っていじめられるんだなあ、と私は日本の生活に想おもいを馳はせ、切ない気持ちになった。部活での地位、私、最下位だったな。

　悪い緋剣たちのおかげで、未み不ふ嶺ねさんから話を聞き出すことができなくなった。

　私はぱたぱたと袖そでで未不嶺さんに風を送りつつ、吐と息いきを落とした。

　ふと、こっちをずっと見ていたらしい伊織さんに気づく。

　私と目が合うのを恐れるように、彼はさらりと横を向いた。







　三章







　月が薄うす雲ぐもに半分沈しずんだ深夜のこと。私は眠ねむ気けをこらえて宮からこっそりと脱だつ走そうを図はかり、帰き鼓こ廷ていの西側へ回って、剣けん士し用の司し狼ろうがいる平べったい造りの廏きゆう舎しやに侵しん入にゆうした。

　隅すみにこんもりと積まれた藁わらのなかに、身を潜ひそませている状態だ。うつらうつらとし始めたとき案の定、来るんじゃないかと思っていた人が手て燭しよくを片手に、忍しのび足で現れる。

　その人が手燭を柱の突とつ起きに掛かけ、警けい戒かいの気配を漂ただよわせて一頭の司狼に近づいた。手た綱づなを杭くいからすばやく外す。私はそろそろいい頃ころ合あいだと思い、藁のなかからずぶっと顔を出した。

　物音に気づいたらしいその人が一いつ瞬しゆんで隼はや鉄てつの剣けんを出し、ひとつにくくった長い髪を翻ひるがえして勢いよく振り向いた。

「剣はしまってー。私です、私」

「──緋宮!?　な……なにをされているのですか、こんなところで！」

「ちょっと藁のなかで考えごとをしてました。伊織さんはこんな遅おそい時間にどうしたの？」

　すっとぼけて尋ねると、さらに語気を強めて問い質そうとしていた伊織さんが、ぐ、と押し黙だまった。亭ていでお酒を飲んでいるあいだ、伊織さんの態度が普ふ通つうすぎて逆に不自然だったもんね。

　皆を油断させるために必死に平静なふりをしていたに違ちがいない。

　予想通りこうして真夜中に一人、司狼を連れて帰き鼓こ廷ていを出ようとしている。月神のかたしろになるというお役目では伊織さんの心をここにとどめるのは無理だったみたいだ。

　でも、責めることはできない。私だってもし自分のお母さんが事件に関かかわっていたら、とても冷静ではいられないだろう。伊織さんの心情を想像すると、ほろほろと寂さびしさが募つのる。

　私は溜息を嚙かみ殺し、藁の山から這はい出ようとした。

「アレッ？　身体からだが抜ぬけな……、いたた、足が引っかかってる。ここから出して、伊織さーん」

　情けない声を上げて両腕を伸のばすと、なにやら真しん剣けんに悩み中だった伊織さんが慌てた様子で剣を消し、丁てい寧ねいな手つきで私を藁から引っ張り出した。

「藁まみれだ。衣ころものなかにまで入ってる。か、かゆい」

「緋宮、たとえ帰鼓廷内であろうとも夜の刻にお一人で宮を出られるなど、もってのほかです。御おん身みにもしものことがあったらどうするのですか。俺の母親が……あの女がなんと言ったか、緋宮も聞いたでしょうに！」

　私はぶるるっと頭を振って、藁を落とした。伊織さんはまだ叱り足りないって顔をしながらも、私の髪にくっついている藁を慎しん重ちようにとってくれた。

　他人を気き遣づかうのは慣れているのに、その反対を知らない──いや、信じていないんだ。

　それは途と轍てつもなく、切ないことじゃないだろうか？

「茅かやさん、伊織さんを贄にえにするって言ってたね」

「ですから！　俺のことなど気になさらずともよい。お一人で動いてはなりません」

「今は一人じゃないよ。私と伊織さんで、二人だもん」

　藁を取る伊織さんの手の動きがとまった。私はその骨張った大きな手を強く握にぎった。

　なにかを恐れるように反射的に身を引いた伊織さんを見み遣やって、一歩近づく。

「私の緋剣だよ。心配して、悪いですか」

　強気に言うと、薄うす闇やみのなか、伊織さんが睫まつ毛げを伏ふせて困こん惑わくの表情を見せた。

「一人でなんて、どこへも行かせません。茅さんのこと、私にも一いつ緒しよに考えさせてほしいな。なにかいい考えが浮うかぶかもしれないよ」

　伊織さんは反論も思いつかない様子で狼狽うろたえ、また一歩退いた。

　私は、むっとして距きよ離りを縮めた。再び伊織さんが……というのを繰くり返すうちに、とうとう廏舎の壁かべ際ぎわにまで追い込んでしまう。

「私、いたいけな乙女おとめに手を出そうとする悪人気分……」

「緋宮、なにをおっしゃるんですか！」

　今度は違う意味で愕がく然ぜんとした伊織さんの姿を、手て探さぐりするような思いで見上げた。

　手燭の位置から遠ざかってしまったため、伊織さんの全身はほとんど闇に沈んでしまっている。少し、ぞくりとした。伊織さんが闇に溶とけている気がしたんだ。そんなことを一瞬でも考えてしまった自分を内心で叱り、私は繫つないだままの手に力をこめた。

「その……手を離はなしてくださってもいいか？」

　弱り切った伊織さんの声。心底困っているみたいなのに、力ずくでは振ふりほどこうとしない。

　そうすると、私が傷ついてしょげるとわかっているんだろう。

「伊織さんは、これから茅さんを捜さがしに行くつもりなんだよね？」

　静かに尋たずねると、伊織さんが憂うれいの気配を深め、諦あきらめたように吐息を落とした。

「俺の身内の問題ですので、どうかあなたは気に病やまずに」

　家族の問題。確かにそうだろう。ろくに事情を知らない他人に余計な口出しなどしてほしくないと考えて、当然だ。暴あばかれたくない秘密だってあるはず。ましてや伊織さんは茅さんに対して大きな憎にくしみを抱かかえている。実父の鷲わし見みさんを疎うとんじる白雨さんのように。

「許そうとするたび、それを嘲あざ笑わらうような真似まねをしてくれる。何度苦痛を味わい、殺してやりたいと思ったことか」

　伊織さんは乾かわいた声で吐はき捨てた。心にあるのは、本当に負の感情だけなんだろうか？

　まだその見分けがつかない。もっと伊織さんのことを知りたい。

　私はそう強く思い、今にも闇と同化してしまいそうな伊織さんをしっかりと見つめた。

「あの絶えず媚び態たいをさらす姿を見ましたか。心が醜しこ女めなのです。あんな女の腹から生まれ落ちたとは。なにが罪って、それ以上の罪などない！」

　高ぶる気持ちに突つき動かされた様子で私の手を引き寄せ、くるっと位置を入れ替かえる。

　背中にぎざぎざした廏うまやの壁かべがあたり、私は驚おどろきながら伊織さんをうかがった。自分の身体で押しつぶそうとするように、私を囲う。後頭部と肩かたに回った硬かたい腕うでの感かん触しよくに、怖こわさとは違った感情が芽生えた。窮きゆう屈くつな心地ここちよさ、というのか。ふっくらと優やさしく衣にたきしめられた香こうのなかに、かすかな汗あせの匂においがあり、それに気づいた瞬しゆん間かんかっと頰ほおが熱くなった。

「伊織さん、あの、少し腕を緩ゆるめて」

　私は動どう揺ようしながらもがき、伊織さんの衣をぎゅっと握った。

「無位の生まれであってもいい。だがどうして、あれほど性しよう根ねの醜みにくい女が親でなければならないのか。緋ひ宮みやには見られたくなかったのに！」

　激情の声が耳に刺ささる。密着している身体から鼓こ動どうの激しさが移ったのか、私まで変な高ぶりを覚え、心乱れていく。

「ちゃんと話を聞くから、お願い、力を抜ぬい──!?」

　私はこの腕から逃のがれる道を探して視線をさまよわせ、仰ぎよう天てんした。足あし下もとに、なにかがいる！

「伊織さん、下！　下を見てっ」

　私の焦あせり声に平静を取り戻もどしたらしく、伊織さんは、がばっと身を離した。

「なんだろう、これ。誰だれかが描かいたものに見えるけど……」

　直径一メートルくらいの、闇より濃こい式しき陣じんの円らしき図が足下にある。私たちは壁際に立っている状態だ。その式陣もどきも、およそ半分近くが壁に遮さえぎられた状態で描えがかれている。私たちが来る前からここにあったんだろうけれど、それにしても不思議だ。なんでこんな壁際に？

「あれ、今、ちょっと動いた？」

　怪け訝げんに思ったとき、伊織さんが緊きん張ちようした手つきで私の腰こしを摑つかみ、ずずっと数歩、移動した。すると、その式陣まで一緒になってずれる。

「ええっ？　見み間ま違ちがいじゃないよね？　私たちにくっついてきてない!?」

　それに、変な模様だ。騙だまし絵みたいにぐるぐると輪を描いているだけ。

　円の外周にはいびつな白い線が引かれている。

　薄闇のなかでも、そのぼこぼこした立体的な白さだけはなぜか浮かび上がって見えた。

「──歯だ」

　伊織さんが鳥とり肌はだが立っているような掠かすれた声を発した。

「これは歯だ。式陣じゃない、口だ!!」

　すぐには意味がわからず、私はその黒い式陣をぼうっと凝ぎよう視しした。

　血相を変えた伊織さんが、私を抱だきかかえるようにして式陣から出ようとする。

　その瞬間だった。私たちを包む形で、足下から黒いその式陣が一気に浮ふ上じようした。

　それは──本当に口だった。白い線と思っていたものは、歯だ。私たちを吞のみ込もうとしている。これって妖あやかし!?　帰き鼓こ廷てい内に、どうやって侵しん入にゆうしたの!?

　急に足下が崩くずれたような感覚に陥おちいった。倒たおれそうになる私を庇かばったせいで、伊織さんまで逃にげ遅おくれてしまう。

「緋宮、俺から離れずに！」

　伊織さんが両りよう腕うでを私の背中に回し、自分の胸にぎゅっと閉じ込める。

　いきのいい魚に似た動きで、黒い口は私たちを完全に吞のみ込んだ。かさかさと、無数の触しよつ角かくが動く音がした。雪ゆき尾おの橋で対たい峙じしたときの百足むかでの足音にそっくりだ。それを伊織さんに伝えたいのに、声が出ない。瞼まぶたを開けているのかも、閉じているのかもわからない。

　地面さえも消えてしまった。あるのはただ、完かん璧ぺきな闇だった。出口も光もないなかで、壊こわれたメリーゴーラウンドのように自分の身体が回転している気がした。
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「──わあっ!?」

　私たちは、どたっとどこかの硬い地面の上に放ほうり出された。一緒にあの黒い口から吐き出された伊織さんが俊しゆん敏びんな動作で身を起こし、べたっと地面に突っ伏ぷしている私に手を差し伸べた。

「緋宮、お怪け我がはないか！」

「痛た……うん、平気です。伊織さんも怪我してない？」

　伊織さんの手にしがみつき、よろよろと上体を上げたときだった。誰かの楽しげな笑い声がすぐそばから響ひびいた。私と伊織さんは同時に目を見開き、そっちへと勢いよく顔を向けた。

「おまえ……!!」

「女を毛け嫌ぎらいしていた我が子が、まさか護女にこうも入れ揚あげるとは。天の神すら予期せぬことであったろう。緋宮、お訊ききしてもよろしくて？　なぜ伊織をお手元に置かれたのか。この美しさにやられたかえ？　……尊き女め神がみをすでに抱だいたか、伊織？」

　伊織さんが身を震ふるわせた。激しい怒いかりで、口すら開けない様子。

　できるのは、憎ぞう悪おを刃やいばに変えることだけだ。闇すら引き裂さくように隼はや鉄てつの剣けんを手のなかから一いつ瞬しゆんで取り出し、声の持ち主を殺そうとする──艶なまめかしく笑う茅さんを。

「馬ば鹿かな子ね。神に挑いどんでどうするのよ」

　頰を打つような冷たい声だった。伊織さんの剣は、横から突とつ進しんしてきたヒヒ顔の百足に嚙かみ付かれ、目の前に立つ茅さんに届くことなく弾はじき飛ばされてしまう。

「伊織さん、落ち着いて！」

　茅さんに摑み掛かかろうとする伊織さんの腕に、私は慌あわてて飛びついた。今、茅さんはヒヒ百足を見て「神」って言ったよ！

　ヒヒ百足は私たちから少し距きよ離りを取ったあと、地に転がった隼鉄の剣をぱくりとくわえ、長い身体からだをコブラのように立たせた。食べないでよ、それは伊織さんの剣なのに。

　私は勇ましく立ち上がり、ヒヒ百足に両手を突き出した。

「剣を返して！　あなたのものじゃない、私の緋ひ剣けんだけのものです」

「……緋宮」

　伊織さんが、押し殺せない憎悪に顔を歪ゆがめながら私の袖そでを摑んだ。だっ、大だい丈じよう夫ぶ！　一いつ緒しよにいるから、恐おそれることなんてこれっぽっちもない。

「どうして私たちをここに連れてきたの？　殺すつもりじゃないんですよね？」

　私は怯おびえを悟さとられないように、厳しい声で尋ねた。大半は願望だ。でも一割程度は、自分の主張は正しいんじゃないかって思った。

　殺すつもりなら、わざわざ攫さらったりせずとっくにそうしているだろう。

「国の護女たるお方は殺しませぬ。そんな罰ばち当たりな真似などしとうないもの」

　茅かやさんは指で紅を塗ぬるように唇くちびるを撫なでて微笑ほほえんだ。ヒヒ百足が地面を這はって近づいてくる。

「化け物が……！　目当ては俺だろう、緋宮には手を出すな！」

　伊織さんがヒヒ百足と茅さんを睨にらみながら、私を抱き寄せた。

　私を守るために溢あふれそうな怒りと必死に闘たたかっているのがわかり、胸が締しめ付けられる。

　守らなきゃ。伊織さんが守ってくれるように、私も逃にげずに。

　のっそりと動いていたヒヒ百足が私たちのそばに辿たどり着き、足下に剣を置く。えっ、意外に親切というか……本当に剣を返してくれるとは。

「あ、ありがとう」

　懐かい柔じゆうできるかも？　と悪わる巧だくみしつつ見み遣やると、気位が高いらしきヒヒ百足はつんと顔を背そむけ、すぐに茅さんのほうへ戻っていった。その悩なやましい肢し体たいに巻き付き、啞あ然ぜんとする私に向かって鼻を鳴らす。

「私たちを呼び寄せた理由を教えてください。ここって山のなか……？　あれっ、もしかしてここ、帰き鼓こ廷ていの裏にある禁域の森じゃ？」

　私は伊織さんの衣ころもを握にぎって自分を安心させてから、慌ただしく周囲を確かく認にんした。夜の色に染まった木々のなか。ぽっかりと正方形に切り取られた空間に、石で組まれた大きな円形の舞ぶ台たいが作られている。私たちは、その上に乗っていた。

　前方の左右には、故郷の雪祭りの夜に見た柱を思わせるような、大きな立石があった。

　真正面には鳥居が立ち、その奥に木製の古びた小屋が設けられている。

　明かりは、恐ろしいことに、アレってまさか鬼おに火びってやつなのか。空中に青白い炎ほのおが浮うかんでいた。私は慌てて目をそらし、伊織さんの胸にしがみついた。

「強ごう引いんな真似まねをして悪かったわねぇ。緋宮にお願いしたいのよ。我が子を手放しておくれ」

　茅さんは袖を揺ゆらしたあと、ぽてりとした艶かしい指を私に差し向けた。

「手放すって、伊織さんを緋剣の座から降ろせってこと？　……な、なんでですか！」

「なんでもなにも、ねえ？　贄にえにしたいのよぅ」

　迷う素そ振ぶりもなく、明るく返答された。それを聞いて、伊織さんがぎりっと奥歯を嚙み締め、俯うつむく。髪かみの隙すき間まから覗のぞく横顔は、見たことがないほどの屈くつ辱じよくと……羞しゆう恥ちにまみれていた。

「他ほかにも、よき男はいるはずよねぇ？　なにも無位の男を色いろ巳みになどせずともいいでしょう」

「穢けがれた口を開くな!!　おまえのような女に蔑さげすまれる筋合いはない！」

　伊織さんが血を吐はくように叫さけんだ。私の腰に回した腕うでに、力がこもっている。

「実母たるこの茅を、穢れた女と口くち汚ぎたなく罵ののしるなんて、ひどい息子むすこねぇ。私から生まれ落ちたおまえも、穢れた子であろうに？」

　私は口のなかで唸うなった。だ、黙だまらせたい！

「遊びの君とするならまだしも。清き護女には相応ふさわしい相手ではなかろう？　だから差し出してくれぬかえ。帰鼓廷とは揉もめとうないのよ」

「嫌いやです！」

　私は躊躇ためらいなく、全身で拒きよ絶ぜつした。

「そのヒヒ百足の正体も謎なぞだし、茅さんにどういう事情があるのか知らないけど。伊織さんを差し出さなきゃ集落ひとつ吹ふき飛ぶって言われても、絶対嫌！　『この人がいいなあ』って気持ちじゃないんです。私の緋剣は『この人じゃなきゃ嫌』だから、渡わたさないんです」

　私の緋剣は誰にもやらーん！　と怒りに燃えつつ茅さんを睨む。

　伊織さんがふっと身体の力を抜ぬき、私に顔を向けた。これです、この、強い人が時々見せる困ったようないたいけな素すの表情。だって私の緋剣ってば曲くせ者ものぞろいなんですよ、伊織さんがいなくなったら甘あま酸ずっぱいときめきが失われる！

「伊織さんを奪うばうっていうんなら、陽ひ女め神がみを敵に回す覚かく悟ごで来てください。そんな、不気味なヒヒ百足に誘ゆう拐かいされたくらいで、めっ、めげたりしませんよ!?」

　勝負に勝つためなら陽女神の名前も余よ裕ゆうで使っちゃうもんね。えげつないこと最高だ！

「ヒヒ百足とはひどい言われようだこと。蒸む槻きの穀物神たる方であるのに、形無しねぇ」

「このヒヒ百足が穀物神……どこかで聞いた覚えがあるような……って、果か食け食けの神かみ!?」

　今回の儀ぎ式しきで喚よび出す穀物神の名前じゃないか！

「なっ、なんでー!!　どうして伊織さんのお母さんのペットになってるの!?」

　思わぬ事態に絶ぜつ叫きようした。ちょっ、私が喚び出す前に、もう茅さんに懐なついてる状態ですが。

　ペット？　と不思議そうにする茅さんを真似てか、ヒヒ百足、やっ、ニセ果食食神までもカサッと無む邪じや気きに顔を傾かたむけた。あ、なんか急に椰や真まちゃんに会いたくなった……じゃなーい！

「そんな可愛かわいくない百足、認めません！」

　こう言い放ったのにはわけがある。もしこのヒヒ百足が本当に果食食神なのだとしたら。

　九く支しさんや朝火さんに橋の上でのいざこざについてを説明したとき、どうしてすぐに正体を教えてくれなかったのか。先代の暦れきから継けい続ぞくして緋剣となった朝火さんは、果食食神の姿を目にしたことがあるはず。帰き鼓こ廷てい裏ボスたる九支さんも、きっと知っているはずなのにだ。

「ああ、この奇き怪かいな姿が不ふ審しんかえ？　なぁに、神気を隠かくすために妖あやかしの皮をね、ちょいとかぶっているだけだから」

　茅さんがおかしそうに告げた瞬しゆん間かん、ヒヒ百足がカサカサと無数の足を動かして地面に降りた。

　ヒヒの面がまっぷたつに割れる。熟しすぎた桃ももの皮をはぐようだ。ぬるりと、粘ねばつく音を立てて脱だつ皮ぴする。よくおさまっていたと驚おどろくほどに太く長い胴どうが、私たちの前に現れた。

「あ──」

　右半分はけだもの、左半分は頰ほおがこけた男。そういう異様な顔を持つ、ふさふさした立派な鬣たてがみの赤い龍りゆう。そして溶よう岩がんを流したような背中。どぷ、とぷと時折燃え盛る液体を噴ふき上げる。

　私は腰こしを抜かしそうになった。

　今まで会った神様たちのなかで一番恐ろしく、厳おごそかな雰ふん囲い気きを持っている。

「困った神でね、私を好いて好いてとまらぬというのよぅ」

「え……果食食神が、その、恋こい人びとみたいな意味で好きって言っているんですか？」

　茅さんが、一ひと握にぎりもありそうな果食食神の髭ひげを手に取った。目のやり場に困るくらい淫みだらなさすり方をする。や、そう思ってしまう私がまさかの淫らっ子？　……な、ないない！

「不死を得ようと、大神を誑たぶらかしたはいいものの。こうまで窮きゆう屈くつに好かれちゃあ、他の男とまぐわうこともかなわぬし。慕したわれるあまり、いずれ食い殺されるかもしれぬでしょう？」

「食い殺される!?　神様が人間を食べ……！」

「だからねぇ？　贄が必要でね」

　私は片手を突つき出し、ちょっと待ってほしい、と懇こん願がんのポーズを取った。

　予想外の事実を耳にして、頭が正常に働いてくれない。

　混乱の極きよく致ちにいる私を愉ゆ快かいそうに見み遣やって、茅さんが再び口を開く。

「でも、そんじょそこらの女など身代わりにはできぬ。匂においが違ちがうもの。だったら」

「──おのれの血を継つぐ俺しかおらぬと」

「うん、そうなのよぅ」

　ごめんねぇ伊織、と茅さんが頰に手を添そえ、身をくねらせて謝った。

　伊織さんが私の腰から手を放し、一歩下がって重い荷物を背負っているかのように大たい儀ぎそうに深く溜ため息いきをついた。私は思わず伊織さんに手を伸のばした。

　でも、触ふれることができない。なんて声をかけていいのか。

「邪じや心しんにて誘さそった神が、やがて邪じや魔まになったから他をあてがうと。自身の欲のために、我が子でさえ差し出すか──聞いたか、緋ひ宮みや。これが……俺の母親だ」

　伊織さんが荒あらっぽい仕草で眉み間けんを揉み、私を見下ろして笑った。

　なんだか酔よっているような、虚うつろで優やさしい表情だった。

　胸に広がる焦しよう燥そう感かんに、私は息ができなくなる。すごく、嫌な予感がした。

「世とは薄はく情じような。ここまで、薄情な。いっそ痛快ではないか。なんの未練もなく血をかき回せる」

　伊織さんが笑いながら、長い髪をくくっていた紐ひもを外した。肩かたに落ちた髪を、鬱うつ陶とうしげに片手でぐしゃっと握る。私は茫ぼう然ぜんと、茅かやさんに目を向けた。

　噓うそでしょう、こんなこと。たちの悪い冗じよう談だんなんだって、誰だれかお願い、そう言って。

「緋宮、すまないが。俺はもうあなたの剣けんではいられない」

　伊織さんが囁ささやいた。私は視線を戻もどし、怖こわ々ごわと伊織さんを見上げた。おかしなことに、憎ぞう悪おがきれいさっぱり抜け落ちている。やけに華はなやかな、冷たい微び笑しようを浮かべていた。

「殺さねば。神を誑かす邪じや悪あくな女も、その色いろ香かにつまずく愚おろかな神も」

「伊織さん、なにを言っているの！」

　私は全身に力を入れ、つい怒ど鳴なってしまった。だって伊織さん……！

　瞬まばたきするたびに、優しい心を捨てて暗いところに向かっている感じがするんだもの！

「高望みをしすぎた。滸こ楽らくのごときに畜ちく生しようの定めを持つ俺が、陽ひのもとで人のように生きるなど……ならば相応しく、どこまでも穢れ抜かねば」

「違うよ、高望みなんかじゃない！　伊織さんは私の」

　ふいに、鳥とり肌はだが立った。私のなかの陽ひ女め神がみの力が急に沸わき立って、全身を熱くする。激しい警けい戒かい。──伊織さんに対して、なぜ？

「緋宮。どいてくれ。──正気でいられない」

　伊織さんの表情が以前見たときのように、どこまでも無む慈じ悲ひな美しいものに変わる。

「胡こ汀ていは正しかったか。確かにこの身にあるのは、悪あしき力のようだ。では初めから、俺は邪じやに蝕むしばまれていたのだな。まあいい……邪でも善でも、願いを叶かなえられるなら」

　ゆうるりと、雅みやびに笑う。私は無意識に数歩後退してしまった。

　星神に取り憑つかれた胡汀を見ているようだった。この人、誰？　私の緋ひ剣けんじゃない。

「早く去れ。緋宮」

　傲ごう然ぜんとした声。無情の美び貌ぼうをさらす伊織さんの背中が、異様に盛り上がった。枝の折れるような音とともに、なにかがそこから勢いよく飛び出てくる。

　私はその場にへたり込みそうになった。木の枝のような、羽う毛もうのない骨だけの黒い翼つばさが伊織さんの背に生えている。どろりと、原油のような雫しずくがその不気味な黒骨の翼から滴したたっている。

　──伊織さん、この姿はなに？
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　私は逃にげ出したくなるのを堪こらえて震ふるえる指を伸ばし、伊織さんの翼の先に触れた。その途と端たん、感電したように全身がビリッとし、崩くずれ落ちてしまう。恐きよう怖ふのせいで腰が抜けたのとは違う。急に身体からだが重くなって、手足が小刻みに痙けい攣れんし始める。

　なにこれ？　突とつ然ぜん病気になったみたい？　まるで伊織さんが疫えき神じんのような……。

「伊織さん……ダメ、もとに戻って」

　伊織さんは煩わずらわしげに私から顔を背そむけると、茅さんたちに向かって一歩を踏ふみ出した。

　果か食け食けの神かみが威い嚇かくの唸り声を響ひびかせて茅さんのまわりを一周する。それから勢いをつけて伊織さんへ突っ込んでいった。

　伊織さんは焦あせることなく悠ゆう然ぜんと果食食神を見み遣やり、自分の枝めいた翼をぼきっと折って槍やりのように投げつけた。その枝は宙を走るあいだに、本当に槍に似た刃やいばへと変化した。

　果食食神が優美に身をしならせて刃をかわす。伊織さんの脇わきをかすめるように飛び──いきなり私の身体を前まえ足あしで摑つかんだ。攻こう撃げきすると見せかけて、真の狙ねらいは私だったらしい。

「やめてっ、放してよ！」

　伊織さんが一いつ瞬しゆんだけ、果食食神に連れ去られる私を見つめた。

　こ、殺される！　私は恐おそろしさで鼓こ動どうを速くしながら目を瞑つぶった。ところがだ。

　果食食神は、私をすぐに茅さんのそばに落とした。そして再び伊織さんと対たい峙じする。

　ごろっと地に転がったあと、私は慌あわてて顔を上げた。

　どうして伊織さんから私を助けるような行動を果食食神がとるの？

『茅、緋宮。下がっていなさい。これはもはや目覚めかけている』

　果食食神が初めて言葉を発した。嗄しわがれた老人の声だった。

　──た、たとえ安全な位置に連れてきてくれたんだとしても。そっちの味方にはなりません！

　意気込みながら伊織さんのもとに戻ろうとして、手足の震えがとまらないのに気づく。

　私のなかの陽ひ女め神がみの神じん力りよくが、凄すさまじく暴れていた。ここは嫌いやだ、穢けがれがくる。離はなれたいって。

「穢れ……穢けがれ主ぬし？」

　私はぞっとしながら周囲を見回した。舞ぶ台たいを取り囲む木々の壁かべから、ぞろり、ぞろりと、なにかが近づいてくる音がする。

『王だ』

『王が現れた』

『穢の王おうが』

　年老いた女の声がこだました。いや、若者の声もあった。怨おん霊りように似た低い声も。

　陽女神の力が、叫さけぶように私に事実を知らしめる。

　あの男は、穢主の王だ！

「噓、噓……、違う！」

　私は陽女神の力が教える事実を懸けん命めいに否定し、両手を伸ばした。伊織さんは私がこうやって助けを求めると、いつも助けてくれるもの。きっと今だって！

　でも、佐基さんがなんて言っていた？

　妬ねたみだけで拒きよ絶ぜつしていたんじゃないって。絶えず怨うらみに満ちた者。いつか私を裏切る者。

　そんなことを言っていたんじゃなかった？

「伊織さん!!　お願い、こっちを見て！」

　訴うつたえを遮さえぎるように翼が動き、音を立てた。

　美しい悪あく魔まみたいに変わってしまった伊織さんは、もう私を見ようとしない。

　木々の奥から、危あやうい夜の色を持つ鷹たかに似た小型の鳥が無数に飛び出してきた。それが一いつ斉せいに果か食け食けの神かみに群がって、鋭するどい嘴くちばしでつつき始める。果食食神が砂すな埃ぼこりを舞まわせて飛び上がり、激しく身をねじる。闇やみの鷹は凄まじい騒そう音おんを奏かなでながら暴れ回る果食食神に食くらいついた。

　そのあいだに、伊織さんが黒く染まった隼はや鉄てつの剣を片手に持ち、こっちに近づいてきた。

　怯おびえた様子で茅さんが一歩、後ろに下がる。

「伊織。本気で私を殺そうと？」

　伊織さんは答えなかった。ただ、冷然と鮮あざやかに笑うだけだ。

　果食食神が鷹に食われながらも、茅さんを護まもろうとしてか、枯かれ葉を大量に吐はき出した。それが一枚の長い布のように空中を渡わたり、私を含ふくんだ茅さんのまわりを忙せわしなく巡めぐる。

「伊織さんっ！」

　何度叫んでも、心に届かない。伊織さんは小さく首を傾かしげると、私たちを守るように旋せん回かいする枯れ葉群に向かって軽く手を振ふった。

「ひゃ……！」

　ざあっと、枯れ葉が一気に飛び散った。私は息を殺し、近づいてくる伊織さんを真しん剣けんに凝ぎよう視しした。胡こ汀ていの言葉が明確に蘇よみがえる。穢けがれ主ぬしとは、荒あら神がみとは。怨みと、そして邪に塗まみれた者。

「伊織さん、ダメ、ダメだってば！」

　──伊織さんが、堕おちてしまう。

　ここでもし茅かやさんを殺してしまったら、もう後あと戻もどりできなくなる。

　なにが起きているのか確かな事情はまだわからない。ともかく、暗がりに吸い込まれた伊織さんの心をこっちに引き寄せなければ。

「手を出しちゃダメ!!　この人はお母さんでしょう!?」

　硬こう直ちよくしている茅さんに近づかせないよう、伊織さんの片かた腕うでに抱だきついて私は声を張り上げた。

「今はどんなに憎にくんでいても、伊織さんはあとで絶対後こう悔かいする!!　だって優やさし──!?」

　伊織さんがなんの感情も浮うかんでいない顔で、剣けんを持った手を振り上げた。

　柄つかの部分でがつっと──私を殴なぐり、乱暴な仕草で薙なぎ払はらった。

　──うそ。

　私は勢いよく舞台の床ゆかに倒たおれながら、茫ぼう然ぜんとした。

　殴った？　伊織さんが……私を。

　こめかみが割れそうなくらい痛い。なにかどろっと熱い液体が耳の横をつたった。

　頭がくらくらするし、床に打ち付けた肩かたも痛い。伊織さん。どうして。

　私は必死に瞬まばたきを繰くり返し、気を失いそうな自分を現実に縫ぬいとめた。受けたショックや激しい悲しみも蹴け散ちらし、手足に力を入れて立ち上がる。

　動けずにいる茅さんの心臓部分に剣先を押し付けた伊織さんに、しつこく飛びつく。

　伊織さんは機械的に茅さんを見み据すえたまま、無言で私の身体からだを地に押し付けた。

　仰あお向むけに倒れた私を剣で貫つらぬくつもりなのか、一瞬ふと見下ろす。

　目の前がちかちかした。まただ、またこの感覚。腹の底から迸ほとばしるように目覚める陽ひ女め神がみの力。

　私は叫んだ。陽女神の力が訴えるままに。

「また私を殺すの──!!」

　ガコッと剣が床を打つ音。私の首の真横……わずかに首の皮ひ膚ふを斬きる形で剣が床に刺ささった。

「二度も、この私を……っ」

　目が潤うるみ、つかの間伊織さんの姿がぼやけた。溢あふれた涙なみだがこぼれ落ち、そして視界が戻もどる。

「……緋ひ宮みや？」

　伊織さんがぽつりと呟つぶやき、私の横に跪ひざまずいた。額を合わせるようにして静かに覗のぞき込んでくる。

「伊織さん、戻ってきて。私の剣でしょう。暗いほうに行っちゃ嫌だ」

「緋宮──俺はいったい」

　その瞳ひとみは、もうおかしな色に染まっていない。控ひかえめで、純情っぷりがとても素す敵てきないつもの伊織さんだった。私を困った顔で眺ながめ回し、頰ほおに触ふれようとして、ふいに動きをとめる。

「これは、俺がやったのですか？　あなたを傷つけた？」

「たいしたことないよ、私、平気」

「俺が、我を忘れて魔ま物もののように護女を襲おそったのか？」

　伊織さんが背にある黒骨の翼つばさに気づき、肩を大きく震ふるわせてぐしゃりと顔を歪ゆがめた。

「大だい丈じよう夫ぶだから、そっちに戻らないで！」

　なんとか身を起こして手を伸のばしたのに、伊織さんは何度も首を振って私から離れた。

　果か食け食けの神かみに群がっていた夜色の鷹がいきなりこっちに向かってくる。伊織さんめがけてだ。

『王』

『穢けがれの王おうよ』

『我らの王だ』

　伊織さんが慄りつ然ぜんとそちらを見つめ、片腕で顔を覆おおった。激しく混乱しているせいで足あし下もとが覚おぼ束つかない状態なのに、私が近寄ることだけは決して認めようとしない。

「俺を捨ててください、緋宮。ああ、駄だ目めだ。もはや戻れぬ」

「落ち着いて、そっちの声を聞かないで！」

　ざあっと梢こずえが騒さわぐような音が広がった。鷹が空中で寄り集まり、巨きよ大だいな手に変化する。それが伊織さんの身をばくりと吞のみ込むように包み隠かくしてしまう。

「!?」

　伊織さんを摑つかんだまま巨大な黒い手は、次に大おお蜘蛛ぐもへと変化した。そして獣けもののように俊しゆん敏びんな動きで地を駆かけ、私たちから遠ざかる。

「ま、待って!!　お願い、行っちゃダメ！」

「──緋宮」

　走り出そうとしたところを後ろから袖そでを摑つかまれ、つんのめった。

「茅さん!?　放して、伊織さんを追わないと！」

「なぜ追われる？　護女の御おん身みも危機に晒さらされように」

「なぜって、私の剣だから!!」

　押し問答をしている余よ裕ゆうがない。申し訳ないけれど、乱暴に茅さんの手を振り払った。

　ま、待ってて、伊織さーん！

「だが見たであろう？　あれはもう容易たやすく御ぎよせるような甘い男ではない。穢けがれの種を隠し持つ大樹、触れれば護女までも災わざわいに襲われ──」

「私の！　剣！」

　言い切って、今度こそ駆け出そうとした。するとだ。

　また茅さんに両手で腕うでを引っ張られ、阻そ止しされた。恐おそれと、一筋の希望が輝かがやく硬かたい表情。

　私の腕が命いのち綱づなだといわんばかりの必死な力で縋すがっている。そんなふうに見えた。

「茅さん、ごめんなさい、話はあとで！　早く追わないと見失っちゃうっ」

「緋宮はあの子を救ってくださるのかえ」

　今までとは異なる苦しげな声に、私は言葉を失った。

「いいや。まさか陽ひ女め神がみが、あの子を許すはずもない……」

　茅さんは急に瞳の色を陰かげらせて諦てい観かんをのぞかせると、ぞろりと私から身を離はなした。なんの話なのか気になって手を伸ばしたとき、宙で待機していた果か食け食けの神かみが茅さんの横に降りた。

『茅。月が隠れた。すべての加護が滅めつする闇の刻になる。界の強固な地とはいえ、ここは既すでに穢けがれ主ぬしによって穢された。忌いまわし者どもが渡ってくるかもしれぬ』

　果食食神がそう告げて、茅さんにすり寄った。

「……ああ、それじゃあ、もう行かねばならぬねぇ。おまえ様まで穢れてしまうわけには」

　茅さんは力なく笑い、果食食神の長い髭ひげを寂さびしげにさすった。

「またねぇ、緋宮。きっとすぐ会うことになるわ」

「茅さん、なにか隠してることが──？」

　彼女と目が合った。近づく前に果食食神と茅さんは、夜の大気に溶とけるようにして消えた。

　私は少しのあいだ彼らの残像を目で追ったあと、我に返り、急いで伊織さんが消えたほうへ駆け出した。
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　こんな夜中だ、伊織さんの捜そう索さくはとても難しいだろう──という厳しい予想は意外なことに、当たらなかった。闇に沈しずむ森のなか、黒い大蜘蛛が通過した場所には蛍けい光こう色のへどろのような痕こん跡せきが点々と残っていたためだ。

　でこぼこの地面に何度も躓つまずきながら、蛍光色を道しるべに木々のあいだを突つき進む。途と中ちゆう、長い袖が頻ひん繁ぱんに藪やぶに引っかかってしまい、私はむかっとした。

「ええい、邪じや魔まだ！」

　走っていれば寒さも感じないから、いいや、上じよう衣いを一枚、捨てよう。

　ついでに浅あさ沓ぐつも思い切って捨てることにする。かわいい飾かざりがついているんだけど長時間の歩行には適さない。靴くつ下したに似た下した沓ぐつだけになると、歩きやすくはなったものの地面の冷たさがダイレクトに伝わってくる。

「……痛っ、小枝踏ふんだ。足下が暗すぎるよ」

　私は小さく悪態をついた。なんか棘とげみたいのが刺さった気がする。確かめるのはあとだ。前進、前進。

　それから再び歩き出し、ひとりぼっちの心細さと足の痛みに耐たえつつ伊織さんを捜さがす。

「──え、なんだろう。あそこに廟びようがある？　隠れ神しん殿でんの一種かな」

　ガジュマルの木みたいに二ふた股またにわかれた幹の真ん中に、私の背せ丈たけくらいの小さな廟がある。

　その周辺に、きらきらと蛍光色のいびつな足あし跡あとがたくさん散らばっていた。

「明らかにこのなかに入ったっぽい。というか、ここで大蜘蛛はなにかと争った感じがする」

　私はびくつきながら廟の周りをうろついた。蒸む槻きのフカシギがわかってきた。きっと内部には、蛇へび神がみ一族の宮的に物理の法則を無視しただだっ広い空間があるに違ちがいない。

「……こっ、このくらい、怖こわくないもんね！　……どう考えてもヤバそうだけど……っ、伊織さん、今迎むかえにいくから！」

　私は自分を励はげまし、崖がけの上に立ったような悲ひ壮そうな気持ちで廟のなかに飛び込んだ。

「……ん？」

　真っ暗くら闇やみのなかで私は一いつ瞬しゆん、きょとんとした。滑すべり台みたいに地面が傾かたむいているような。

「──ぎゃああっ！」

　脳のう裏りによぎったのは、小学生のときに経験した避ひ難なん訓くん練れんだ。火災が発生したという想定で教室の窓に設置された避ひ難なんシューターを滑ったっけ。

　私は両りよう腕うでで顔を庇かばいながら、どろどろとぬるつく地下を滑り落ちる衝しよう撃げきに耐えた。

「うわ、わっ、わあ！」

　最後、盛り上がった泥どろの塊かたまりに衝しよう突とつし、身体がはねたと思ったら、どたっと乾かわいた平らな場所に転がってしまう。

「う、ううーん、うう……」

　すごい勢いで転がったせいか、頭が今にももげそうなくらいにぐらついており、目を開けられない。ぐったりと突っ伏ぷしていると、離れた場所から蛇が地を這はうような異様な音が近づいてきた。それは、私のすぐそばでとまる。

　正体を確かめたいけど、まだくらくらして、ダメだ……って、なにかが私の手をちくちくと刺しているんですが。悪い気配じゃないので、放ほうっておく。

『護女……起きよ、護女』

　私を起こそうとする声が聞こえた。ムリ。動けないってば。

　なかなか復活しない私に、声の持ち主は苛いらついたらしい。

　次の瞬しゆん間かん、ガブッと手のひらになにかが嚙かみ付いた。

「痛い！　なにすんのー!?」

　私は叫さけびながらがばりと飛び起きた。泥まみれで突っ伏している私によくもむごい真似まねを！

「……いやっなんでもないです、どうぞ好きなだけ嚙んでください」

　私は速そつ攻こうで怒いかりを消し、平身低頭、相手のご機き嫌げんをうかがった。目の前に石化寸前かという骸がい骨こつじみた龍りゆうがいるんだもの！　胴どう体たいは白茶けていて、顔は半分けだもの、半分青年。蒸む槻きって椰や真まちゃんを筆頭に、骸骨率が高くないだろうか……ってこの龍、どうも見覚えがある。

「あっ!?　果か食け食けの神かみ!?」

　私は座ったまま、じりっと後退した。

　果食食神を思わせるそのガリガリ龍が、逃にげる私の衣ころもの裾すそを鉤かぎのような爪つめがついた前まえ足あしでおさえる。丸まる齧かじりされるかもしれないという恐きよう怖ふに青ざめたとき。

『果か食け食けではないよ？　私はね、双ふた子ご神の宇う迦か迦かという』

「ちょっ、その凶きよう悪あくなお姿で乙女おとめ系の恥はじらいを見せるとか、初うい々ういしい少年の声とか……はい？　宇迦迦様？　果食食神と双子ですか？　面おも白しろいというか、不思議な響ひびきの名前で……」

『うん……双子といってもね。私は果食食の影かげとなる神だから。弱き神にすぎないよ』

　宇う迦か迦かの神かみは寂しげに髭を揺ゆらめかせ、それからじっと私を見つめた。なんて慎つつましい態度。見た目は極ごく悪あくなのに、高飛車な果食食神と違ってこっちは私と通じる弱小ぶりだ。

　かなり親近感を抱いだいて、しげしげと宇迦迦神を観察する。

「……ってのんびりしている場合じゃない、伊織さんはどこいった。私の剣けんを捜しているんです！　ここに来たと思うんですけど、ご存じじゃありませんか？」

　やっと頭が回り始めた。廟の前に、少し揉もめた痕跡があったはず。

「ここって廟のなかですよね？　……やっぱり蛇神一族の宮と同じ法則が」

　予想は大当たりだった。外観からは到とう底てい想像できない広い一室だ。飾り気のない格こう子し調の壁かべは、床ゆかの板いた敷じきと同様に、色いろ褪あせた観が漂ただよう褐かつ色しよく。巨きよ軀くの……というか細長い体たい軀くの宇迦迦神が通り抜ぬけできるくらいに扉とびらは大きく、天てん井じようも高い。調度類は一いつ切さい存在しなかった。がらんとしているからなおさら広く、寒々しく感じる。唯ゆい一いつ、壁の上部に花か蠟ろうが取り付けられている。

『ここは禁域にある、いずこかの神が去った古い廟のなか……私の隠かくれ殿でんのひとつだよ』

「あのっ、伊織さん……廟の近くに誰だれも来ませんでしたか！」

『穢けがれ主ぬしに守られし子を捜しているのだね』

　私は一瞬、言葉を失った。穢主に守られし子。佐基さんの言葉は真実だったんだろうか。底なし沼ぬまに沈んでいきそうな気持ちを振ふり切り、私は力強く立ち上がった。

『神々の護まもりある禁域に、穢主が入り込むとは。闇やみの刻ではあったが、私の廟のそばに現れたのだから、見過ごしてもおけない。先ほど捕つかまえておいたよ』

「本当ですか！　お願い、会わせてください」

『しかし、あの子は危険だよ』

「大だい丈じよう夫ぶです、あの人は私の緋ひ剣けんなの。私、迎えにきたんです。無事か知りたいです」

　太い筒つつのような髭にしがみついて何度も頭を下げながらお願いすると、この神様はかなりのお人ひと好よしであるらしい。少しの躊ちゆう躇ちよのあと、渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてくれた。

『仕方がない……護女もその目で見れば、わかるだろうね。連れて行こう』

　そう言って突とつ然ぜん大きく口を開け、私の腰こしを優やさしくぱくっと咥くわえる。……あのう、この運び方って、獣けものが餌えさを運んでいる状態にしか見えな……や、神様の親切にけちをつけちゃだめだ。

　宇う迦か迦かの神かみは、どこかうらぶれた観のある質素な通路をノソッノソッと進んだ。

　いくつか角を曲がって辿たどり着いたところは、一本の[image: 捩]ねじれた巨きよ木ぼくが床の中央を貫つらぬいている、怪あやしい部屋だった。天井に蔦つたのごとく枝が縦じゆう横おう無む尽じんにはり付き、壁にまで垂れ下がってきている。そうか、もしかしてこれは枝というより、根の一部なのかも。

　ここは廟の下に造られている部屋じゃないだろうか。

「あっ、伊織さん……!!」

　部屋の天地を貫く巨木のもとに、伊織さんが膝ひざをついた体勢で座っていた。

　私は身体からだをばたばたさせて、宇迦迦神の口から無理やり飛び降りた。急いで駆かけ寄ろうとした瞬間、慌あわてた様子の宇迦迦神に腰にくるっと髭ひげを巻き付けられてしまった。

『ならないよ、護女。穢主に成り果てようとするのを、呪じゆ法ほうをもってとどめている。男も、それを受け入れたよ』

「え……」

　私はびっくりしながら振り向いた。力ずくで伊織さんを封ふうじているのではなく、同意の上ってこと？

　力を抜いた私を見て、無む茶ちやをしないと判断したのか、宇迦迦神は髭をほどいてくれた。

「伊織さん」

　ゆっくりと伊織さんに近づき、身体の状態を確かく認にんする。

　伊織さんは上半身を晒さらしていた。胡こ汀ていと同じで着やせするタイプらしい。きっちりときれいな筋肉がついているのがわかる体型だ。水をよく弾はじきそうな滑なめらかな肌はだにびっしりと、細かな呪じゆ文もんが記されている。白い下衣や顔にもだ。目め隠かくしの布にまで書かれている。

　両腕は背中側で縛しばられているらしい。糸のようなものが幾いく重えにも身体に巻き付いていて、それは壁に繫つながっていた。いや、壁に這う無数の根とだ。よく見ればその細い糸は、呪文を書いた紙を撚よったものだった。途中から根に変化している。

『こよりに触ふれてはいけないよ。護女の神じん力りよくが呪法を焼いてしまう。そうなれば、瘴しよう気きを拾って穢けがれ主ぬしどもがここに押し寄せるだろう。ようやくこの子にまとわりついていた穢主どもを祓はらって、縛ばくしたばかりなんだよ』

　宇う迦か迦かの神かみが私に近づこうとして、ふと自分の胴体を見下ろし、首を傾かしげた。ふうっと長く息を吐はき、少しずつ身体を小さくしていく。やがて片手に乗るほどのプチサイズになった。

　私は足あし下もとまで寄ってきた宇迦迦神を両手で抱き上げ、自分の肩かたに乗せた。

　伊織さんの前で膝をつき、異常がないか、さらに丹たん念ねんに確かめる。

　息をしているだろうか。心配になり、鼻の位置に手をかざす。呼吸を感じない。

「伊織さんはちゃんと生きてますよね。大丈夫ですよね？」

　不安が一気に膨ふくれ上がり、涙なみだが浮うかんだ。佐基さんを失ったばかりなのに。またここで伊織さんまでも？　護女って呼ばれる地位にいながら、いつも救えずに終わってしまう。

『生きてるよ。……果か食け食けの行ないを許しておくれ、護女』

「宇う迦か迦か様も事情を知っているの？　……ひ、ひどいです。茅かやさん、自分の身代わりに伊織さんを生いけ贄にえにするって言った！　果か食け食けの神かみだって襲おそってきて！」

　八つ当たり気味に訴うつたえながら、私はぼんやりと淡あわい違い和わ感かんを抱いた。

　最後に見せた、茅さんの苦く悩のうの表情が気にかかる。その言葉も。

　本当に、息子むすこである伊織さんを自分の身代わりにしようと目もく論ろんでいたんだろうか？

『茅と果食食に会おうたのだね。……我が弟神は、ある日、山で行き倒だおれていた茅を拾ったのだという。だが、あの色いろ香かと手管にすっかり惑まどわされ、正気を失ってしまったのだよ。一方茅は果食食の束そく縛ばくから逃のがれたくてたまらぬようだ』

　私は戸と惑まどった。果食食神は、いうほど正気を失っているようには見えなかったけれど……でもそう断言できるほど果食食神を知っているわけじゃない。

『見てごらん。贄とするには少し遅おそかったようだ。伊織は心身ともに穢けがれが多すぎるよ。これは……穢主の定めを持つ子だ。人に仇あだをなさぬよう封じねばならない』

「封じるって、そんなの！　今までは平気だったのに、どうして」

　緋剣に指名したことが引き金となったんだろうか。もとは神力を持たない人だった。

　突然得ることになった力をうまく操あやつれず、たびたび暴走するようになって今回、ついに穢主を引き寄せてしまったとか。それが正解だとしても、穢主の定めってどういう意味なの？

『この子は神の血を継つぐ者だよ』

「え？　か、神の血って」

　どきっとした。宇迦迦神が私の肩の上で身体の向きを変え、吐と息いきを落とす。

　もっと詳くわしいことを聞きたいのに、言葉のすべてが胸のなかで石と化し、声にならない。

　宇う迦か迦かの神かみも、伊織さんの事情について詳しく説明することを躊躇ためらっているように見えた。

『界の脆ぜい弱じやくな川がいくつか涸かれているだろう。この子が時折溢あふれさせる陰いんの気を受けて、穢けがれ主ぬしたちが活発になったせいだ』

　喉のどを締しめ付けられたような心地ここちになる。神の血を継ぐ者。穢主の定め。

　──それってもしかして。

　伊織さんまでが私や胡こ汀ていと同じ、神世の関係者なの？

　二の腕うでが粟あわ立だつ。こうなると、なんだかすべての関係者が集まってきているみたいだ。

『これは、緋ひ宮みやに害をなす子だ』

　宇迦迦神は悲しげに、でもきっぱりと告げた。心臓を抉えぐる言葉に、私は目を瞑つぶった。

　佐基さんの警告は本当に正しかったってことなの？

　そういえば、伊織さんが神かみ懸がかったような力を振るったとき、私は知らず知らずのうちに「また殺すの？」と叫さけんでいた。身体の奥で渦うずを巻く陽ひ女め神がみの力が確かに伊織さんを責めている。

　でも、また、っていうのは。以前にも同じことがあった？

『護女。この者は諦あきらめなさい。私がこうしてずっと封じるから。諍いさかいの発ほつ端たんとなってしまった果か食け食けにも、茅を手放すようにと説得してみよう』

　諦める？　伊織さんを？

　胸の痛みや恐おそれを吹ふき飛ばすくらいの激しい拒きよ絶ぜつが生まれる。

「できません。私の剣だもの。それに、儀ぎ式しきが終わるまでこの人は私の兄君様なんです」

　次の儀ぎで月神の役をやってもらうんだ。果か食け食けの神かみをそこで喚よび出して新たな種をいただく。

『しかし護女、これは外に出せば穢けがれの王おうになろう。いずれは荒あら神がみと化すかもしれない』

　私はぐっと拳こぶしを握にぎった。絶対に、絶対に、引かない！

「私は、まれびとです。災わざわいをひっくり返して幸福をもたらすために、いるんです。それに！　神様説得は私の得とく意い技わざなんですよ！　だって緋宮だもん、まかせてください！」

　神世の怨うらみに屈くつしたくない。諦めて、背を向けた瞬しゆん間かん、すべてを失うんじゃないだろうか。伊織さんも胡汀も……自分の魂たましいも。神様に乗っ取られてしまう。

『なれども、それでは護女は傷を負うことになるだろう』

「誰かを犠ぎ牲せいにして作られた平へい穏おんよりも、私、すっごく危険でもみんなが揃そろっている毎日のほうがいい。だから、ごめんなさい。伊織さんは連れて帰る」

　私は勇気を出して、手を伸のばした。伊織さんの目隠し布を外すためだ。

「──緋宮、どうか触さわらずに」

　眠ねむりについているとばかり思っていた伊織さんがふと顔を上げ、囁ささやいた。

　私はぎょっとし、慌ただしく両手を動かした。まさかずっと意識があったの？　って、どこを触っていいのやら！

「伊織さん、どこも痛くない？　辛つらいとこはない!?」

「緋宮」

「う、うん！　なんでも言って！」

「ここから早く出てください」

　私はばたつかせていた手をとめた。なにを言われたのかわからない。

「帰き鼓こ廷ていへお戻もどりを。俺にあなたを傷つけさせないでください」

　私がなにか言うのを嫌いやがるように、伊織さんは小さく首を振ふった。

「穢けがれ主ぬしの定め、神の血──そんなもの、俺にとってはくだらぬ話。なにより許せぬのは身に蔓延はびこる怨みに負けて、おのれを見失ったことだ。穢主どもに付け入る隙すきを与あたえてしまうとは。あなたのような清き方を苦しめた、自分がまったく許しがたい」

「伊織さん、私、一いつ緒しよに苦しむのは嫌じゃないよ！」

「いいや。あなたは苦しむな。おのれが災いとなるのなら、俺は黄泉よみへ堕おちる道を選ぶ」

　強きよう烈れつな自じ戒かい、それとどうしても消せずにいる茅さんへの憎ぞう悪お。その二つに平常心を奪うばわれるほど追いつめられている。誇ほこり高くて、だから人の手を借りようとか、助けを求めようとか、そういう考えを一いつ切さい持たない。また私は、切ない気持ちを繰くり返す。

「い、伊織さんのばかっ」

　巻き込んでいいって言ったのに。そうしてほしいのに。

　伊織さんがふと身体からだの強こわ張ばりをとき、目隠し布の奥から見み透すかすように私の反応を探さぐった。

「だが、一度だけ──」

「な、なんですか、勝手に私の手を離はなれる緋ひ剣けんなんか、もう、もう……！」

「あなたの唇くちびるに、さわってみたかった」

　ふわっと伊織さんが、はにかんだ。

「あなたは、初めて心からくちづけをしたいと思った人だった」

　過去形で言ってる。それに気づいた瞬間、頭から色々と、蒸む槻きの厳格ルールとか神世のアレとか、全部吹き飛んだ。そのくらい逆上した。

「そこは、したい、って進行形で言いなさ───い!!」

　やってしまいました。目め隠かくしの布をばりっと。

　肩の上でしんみりと話を聞いていた宇う迦か迦かの神かみが、ヒッと喉を鳴らしたのがわかった。

『ご、護女……なんということを！　呪じゆ法ほうに穴が!!』

「緋宮!?」

「どうして一人で黄泉に堕ちようとするんですかっ。私を誰だれだと思っているんです、阿あ呆ほ鳥どりですよ!?　ダメって言われても黄泉まで追いかけちゃうんですから。私、迷子になるでしょう!?　責任もって最初から連れて行ってください。緋剣のくせに、緋宮を置き去りにするなんて！」

　伊織さんは、茫ぼう然ぜんと私を見つめた。

「緋宮が命じる！　正直に答えなさい、私とみんなのところに帰りたくないんですか！」

　ぽいっとやさぐれながら目隠し布を捨て、伊織さんを睨にらむ。宇う迦か迦かの神かみが私の髪かみを引っ張り、おたおたしていた。気のせいか、部屋が揺ゆれているような。

「早く！　答えないと!!　穢けがれ主ぬしより私のほうが偉えらくて怖こわいんだから！」

　どう考えても私より穢主のほうが強……や、そんなことない、違ちがう違う。

　伊織さんがまだ意識が追いついていない顔つきで、ぱしぱしと目を瞬まばたかせる。

「いっそ私が先に黄泉へ行こうかな！」

　やけになって叫んだら、ようやく伊織さんが息を吹き返したように大きく肩かたを揺らした。

「緋宮──それはならぬ」

「だ、だったらこれまでの行動をすっごく反省してですね」

「いいのですか、俺はあなたのそばにいて？　きっと苦しめてしまうのに」

「いい！」

　啖たん呵かを切ると、伊織さんが、暴れる感情を殺すようにきつく瞼まぶたを閉とざした。すぐに顔を上げる。深い苦く悩のうのなかに、確かに輝かがやく意志。自分の未来を見定めようとしているのか、焼き尽つくしそうな強い瞳ひとみで私を射い貫ぬく。私はその瞳を見つめ返した。魅み入いられるようにして。

　そのとき、ずんっと部屋が揺れた。巨きよ木ぼくが一気に枯かれていく。

「──求めてくださるのなら、こよりを」

　伊織さんが言い終わる前に、私ははりきってぶちぶちとこよりを引きちぎった。巨木の老化が加速し、部屋の揺れも合わせて激しくなっていく。

「わあっ」

　転びかけた鈍どん臭くさい私を、自由になった伊織さんがすばやく抱だきとめた。術を破ったせいだろう、伊織さんの身に記されていた呪じゆ文もんがすうっと消える。

『神木の力を借りていた術だよ。それを破ったから、この場が崩ほう壊かいしてしまう』

　私の髪に髭ひげを巻き付けてぶらさがっていた宇迦迦神が、困り果てた声で言った。

「逃にげないと。出口どこー！」

　垂れ下がっている根が邪じや魔まで、出口が見えなくなっている。再びの大きな揺れ。

「緋宮、神木が！」

　伊織さんが私の身体を支えながら鋭するどく言った。こ、今度はなんだ！　おののきながら彼の視線を追うと、花弁を広げるように巨木の幹が中心から割れていた。その幹のなかに隠かくされていたものを目にして、驚おどろく。まろやかな黒い輝きを放つ隼はや鉄てつだ。水すい晶しようのように六角柱状で細長い。それがいくつも幹のなかに突つき刺ささっている。胡こ汀ていが見たら、きっと恋こいする量だ。

「この隼鉄が、神木の力を支えていたの？」

　近づき、隼鉄に手を置く。そのとき、一方の壁かべが派手な音を立てて崩壊した。私はそちらに視線を向けながら、隼鉄をぎゅっと握った。

「なにか来る──これは穢主の気配か！」

　伊織さんが顔色を変え、振り絞しぼるように叫んだ。

『王』

『見つけた』

　魔ま界かいから這はい出てきたような気味の悪い生き物が姿を現し、歓かん喜きの声を聞かせた。

　蠅はえの羽をだらりと下げた、人間の体たい軀くを持つ狐きつね。二つの頭を持つ幼児体型の天てん狗ぐ。両手が魚のヒレとなっている、四つ目の山やま伏ぶし。脚あしの間にももうひとつ頭を持つ裸はだかの猫ねこ女おんな。体中に口がある巨きよ大だい蛙がえる。異様に頭の大きな羊。すべて、派手な色しき彩さいを持つ穢けがれ主ぬしたちだった。

「緋ひ宮みや、お逃げください。俺が穢主の気を引きます」

「ダメ！　囮おとりになんかさせません！」

　伊織さんの意図に気づき、私はとっさに語気を荒あらげた。あんまり意気込んでしまったためか、摑つかんでいた隼はや鉄てつがぽきっと折れてしまう。

「違う、折れてくれたんだ」

　もとは碁ご子こちゃんで、さらに遡さかのぼれば椰や真まちゃん。

「そうだ、鉄は私に従う。剣けんにも、矢にもなる」

　願いをこめて告げると同時に、手のなかの鉄が溶とけた。つるりとした感かん触しよくの、小こ振ぶりの弓と矢。握にぎりしめると、よく手に馴な染じむ。穢主たちが王のもとへ参じようと近づいてきた。

　私は深呼吸をして心を静めたのち、背を伸ばして弓をかまえた。

　いつもは緋剣に守られているばかりだもの。たまには私にもその役を。

「当たれ」

　祈いのるように口のなかで呟つぶやき、私は弓をひいた。

　私の実力じゃない、きっと隼鉄が意を汲くんでくれたんだろう。最初に放ったその矢は見事羊の頭を貫かん通つうした。ぎゃああ、ぎゃああ、と夜明けに響ひびく鴉からすの鳴き声のような耳みみ障ざわりな悲鳴を上げ、羊がのたうち回る。ふいにぴたっと悲鳴がやんだ。

　次の瞬しゆん間かん、羊の頭部が破は裂れつした。肉にく片へんが周囲にびしゃっと飛び散った。ひどい悪あく臭しゆうが漂ただよう。

　吐はき気がこみ上げ、思わず顔を背そむけそうになってしまった。

　それを、次の矢をつがえることでごまかす。自分の手でやったことじゃないか。

「緋宮」

「伊織さん、下がって」

「あなたが武器を手にする必要はない！　俺に弓を渡わたしてください」

「ううん。緋宮が守るの。だって緋宮以上に、緋剣を大事にする人はいないんだから！」

　伊織さんが息をのんで私を見つめた。私は一いつ瞬しゆんだけ伊織さんに視線を投げたあと、すぐに顔を正面へと戻もどした。一歩進み、矢を放つ。狙ねらい通りに、無数の口を持つ蛙かえるに突き刺さる。

　不気味なその蛙も、羊の穢主と同じように呪のろいの声を上げて身を破裂させた。

　目をそらさずに、その残ざん酷こくな景色を見つめる。震ふるえないでってば、手足！

　木の上に逃げて泣く、暢のん気きな女子高生の知夏は心の隅すみにしまっておかないと。

「あなたたち、下がりなさい。ここにいる私は天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えい、緋宮です」

　次の矢をつがえ、穢けがれ主ぬしに告げる。

「この人は、あなたたちの王じゃない。私の剣です。あげません！」
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　私の宣言は、穢主たちをひるませるどころか、むしろ怒いかりをあおってしまったらしかった。穢主たちが呪わしげに咆ほう哮こうし、一いつ斉せいに突とつ進しんしてくる。私は慌あわてふためきつつ矢を放った。

　すぐに次を、と思ったけれど、ああっ、矢を落とした！　まっ、負けるな私、焦あせらずに！

　とはいえ、私のもたもたに合わせて穢主たちが親切にとまってくれるはずがない。

　異形の姿の穢主たちが、凄すさまじい勢いで私のほうに駆かけてくる。

「やばっ……！」

　間に合わない！　弓をかかえて青ざめたときだった。背後から強い力で抱きしめられた。

「伊──!?」

　見上げるようにして振ふり向くと、目に飛び込んだのは伊織さんの、恐おそれのない研ぎ澄すまされた凜り々りしい表情だった。

「そう、俺という男は、もうあなただけのものだ」

　密ひそやかに囁ささやき、穢主たちへ手をかざす。伊織さんの意志が生み出した黒い瘴しよう気き──すぐに羽を閃ひらめかせる蛾がの群れへと変化し、穢主たちに襲おそいかかる。

　私は驚きながら、伊織さんを見つめた。伊織さんもまた、ゆっくりと私を見下ろした。

　からまる視線が、互たがいの心を突き刺す。

「あなただけは、なにがあろうとも必ず守り抜くから」

「──あ」

　どくんどくんと響く鼓こ動どう。私のなかで陽ひ女め神がみが騒さわぐ。こじ開けられる怨うらみの記き憶おく。

　神世の光景が降りてくる。







「ようやく、ここに」

　その者を前にし、私は深く嘆たん息そくした。長い黒くろ髪かみを持つ美しい男神──蒸む槻きのすべての川を治める龍りゆうの王。気高き面おも持もちの彼を見み遣やり、私はしばし、目をつむる。

「ああ、やっと、私のもとに」

　──憎にくく、同時に愛めでずにはいられぬ男神よ。息いき詰づまるほどに濃こい裏切りの闇やみへと突き落とされた私を、おまえが助けに来てくれた。

　なのに、どうしてそのような目で私を見る？　なぜ剣を向ける。

「今の私は醜みにくいか。顔を歪ゆがめるほどに穢けがれているか。呪のろわしいか、怖おぞ気け立つか！　よく見よ男神!!　私は醜しこ女めか!!　いったい誰だれのせいなのだ、なぜ私は黄泉よみの汚お穢わいに塗まみれている！」

　つたう涙なみださえ、へどろと化すとは。

「腐くさりゆけ、黄泉の亡もう者じやどもめ。私の乳ち房ぶさを幾いく度ど摑つかんだ、杭くいで幾度抜ぬき差しした。亡者どもが神にのし上がるというのか、この私からむしり取った力で！　ああ、ひどい。天あまつ神かみよ、月神よ！　なぜ助けてくださらぬ。私を愛してくださったのではなかったか、あの恋は幻まぼろしであったのか!!　男神よ、よく私を見て。なぜ顔を背けるの。そうまで醜いのか、光り輝かがやくこの私、天の華はなと言われた私。それほど変わり果てたというのか。私が誰かわからぬか、この肌はだは珠たまのごときであったのに腐り落ち、蛆うじがわく。髪かみがちぎれる、私の髪が。指に絡からんで抜ぬけ落ちる──男神、どうかよく見て。私は、この私はおまえの」

　剣が翻ひるがえった。深く深く、身に沈しずむ刃やいば。

「男神──殺さねば耐たえられぬほどに、私は醜いの？」

　男神が美しき面おもてに苦痛の影かげを作った。それは私のために落とされる涙なのか。

「お許しを。あなたをこれ以上、神々に弄もてあそばせはさせぬ。すべての穢れよ、この私に取り憑つけ」

　男神の剣が、私の心を叩たたき割る。この憎ぞう悪お、狂きよう気きから私を解き放つために。

　──私をいつか、永久より遠い異界の世で、蘇よみがえらせるために。

　目を閉じれば、瞼まぶたの裏の闇に雪が舞まう。花びらのような淡あわい雪。黒と白の世界。

　──あそこにいる少女は、誰だろう？

　未来へ行ってはいけないのに。少女はのどかな笑え顔がおを残して、駆けていく──……。







　ぽたんと雨が降ってきた。いや、違ちがう。これは──涙？

「伊織さん……？」

　ゆっくりと瞬まばたきを繰くり返し、私を見下ろすこの人の顔を覗のぞき込む。

「俺が殺したんですね、あなたを」

　伊織さんが泣いていた。こんなに悲しいことはないっていうように、ぽろぽろと涙を落とす。男の人も泣くんだと私はびっくりし、それから動転した。

「あの男神が俺なのですね？　そうしてあなたに剣を向けた」

「伊織さんも、今の景色を見た？」

　伊織さんが、ぎゅむっと私を抱だきしめた。あなた、上半身裸はだかなんですが！

「救うはずだったあなたを、始まりの世で殺あやめてしまった。荒あら神がみとならぬよう、黄泉の亡者が地にのさばらぬよう。傷つき、変わり果てたあなたを無む惨ざんにも切り裂さくとは──いつかこの現世でも、あなたを殺してしまうかもしれない。だから今、あなたの手で俺を殺してください」

　私は伊織さんの頰ほおに触ふれた。よいしょ、とその涙を拭ぬぐう。伊織さんが、んん、とちょっと眉まゆをひそめながらも、従順に私の行動を見守った。

「陽ひ女め神がみを殺したのは……ここにいる伊織さんじゃない。私が連れ帰りたいのは龍の王でもないし。それに、私は知ってる。目の前にいる『伊織』は絶対に私を殺さない。太古の罪に惑まどわされず、打ち勝てるって知ってるの。私が選んだ緋ひ剣けんは、そういう強い人なんだから」

「緋ひ宮みや！　のんびりせずに早く殺せ！」

　伊織さん伊織さん、そんなおっかない目で殺人依い頼らいをしないでください、もうっ。

「嫌いやです、だって一いつ緒しよに生きたいんだもん」

　ふうっと、記憶の狭はざ間まから確かな現実へと舞い戻る。

　私たちは、いつの間にか無数の穢けがれ主ぬしに取り囲まれていた。逃にげ道はない。なのに、不思議なことに恐きよう怖ふは生まれず、むしろ満ち足りているような落ち着いた気持ちになる。

　やっと間に合った。同じ失敗ばかりを繰り返してきたけれど、その苦しい連れん鎖さを断たち切れたんじゃないか。それに。今の伊織さんならきっと私が黄泉に堕おちても、永遠に護まもってくれる気がした。そして私も、時々よろめいたり怯おびえたりしながらも、ずっと伊織さんの手を離はなさずにいられるんじゃないか。

『──人とは、こうまで輝かしいのか。過あやまちの世を乗り越こえ、生まれ変わるかのように。ならば神とは、人に希望を与あたえねば……果か食け食けに慈じ悲ひを願ってみようか』

　それまでひっそりと私の肩かたにしがみついていた宇う迦か迦かの神かみが囁いた。ずるりと地に落ち、一瞬で元の姿に戻って──凄まじい風を巻き起こす。

　私はうろたえ、びくつきながら目をつむった。か、身体からだが飛ばされる。

「あっ」

　思った通りだ。伊織さんが護るように、抱きかかえてくれる。







　四章







「──緋宮、ご無事ですか！」

　伊織さんが私の身体を抱きかかえながら、焦あせったように言った。

　宇う迦か迦かの神かみが生み出した強風に巻き込まれ、目を閉とざしているあいだに思いっきり吹ふき飛ばされたんだけれども。

「……なんで私たち、川のなかにいるんだろ？」

「どうやら禁域の森でもないようですね。木々の種類が違う。……宇迦迦神が、穢けがれ主ぬしを振ふり切るために、俺たちを遠くの地へ飛ばしたようだ」

「神様の『遠く』の基準って……？」

　冷や汗あせをかきながら尋たずねると、伊織さんが黙だまり込み、そっと視線をそらした。ちょっ、なんか明らかに「人間の常識でははかれないことってあるよね……」という空気なんですが！

　それに、不思議。夜だったはずなのに、空はまだ夕暮れ前って頃ころ合あいだ。

「とにかく。いつまでも川のなかにいるわけには。上がってください」

　伊織さんが川の縁ふちに私を押し上げる。蒸む槻きの着物ってだらっだらに長いもんだから、水に濡ぬれるとほんと、動きにくいんだ。って私、国でトップテンに入るだろう高位の護女なのに、ずぶ濡れ率とぼろ雑ぞう巾きん率が密ひそかに高いような……や、なんでもない。

「伊織さんも、手を出して」

　川から出たあと、まだなかにいる伊織さんに両手を伸のばす。

　すると伊織さんが、世界で一番かわいいものを見るように優やさしく微笑ほほえんだ。

「お気持ちは嬉うれしいが、あなたのか弱いお力では俺を引っ張りあげることは難しいです」

「ついに厳しい現実を伊織さんに知らせるときが来たか……実は私、ひとかけらもか弱い要素のない阿あ呆ほ鳥どりでして……つべこべ言わず、手を出しなさーい」

「あなたまで落ちますよ」

「落ちないよ。伊織さんの一人や二人、余よ裕ゆうで！　片手でいけますよ！」

　伊織さんは川の縁に肘ひじを乗せ、ふわっと笑った。な、なんですか、水に濡れててきらきら倍増で、やけにかっこいいじゃないですか。さっきまで切なげに泣いてたくせに！

「呼び捨ててくださっていい。そのほうが、俺は幸せだ」

　私はここで、にやりと悪党の微笑を浮うかべた。純情派のくせに無理しちゃって。伊織さんの、いつもの恥はじらう顔が見たいという欲望を抑おさえきれません。

「伊織」

「はい、緋宮」

「……アレッ？　……伊織？」

　すべてを焼き尽つくすような情熱の瞳ひとみで見上げてくる。忘れていたわけじゃないけれど、うちの緋剣は皆みな、どこへ出しても恥ずかしくないくらい上等で……逆に私のほうがよくない感じに頰が熱くなってきた。なんでこの人、オロッと初うい々ういしく動どう揺ようしないの!?

「やはり、お手を貸してくださるか？」

「や、やめとく！」

「どうしてでしょう？」

　扇おうぎはないし、袖そではびしょ濡れだしで、顔を隠かくせない。

「なっ、なんなの。早く自力であがってください。だいたい私たち、さっきまですっごい命の危機な状じよう況きようだったんだから。もっと焦ったりとか深刻になるべきで」

　ほのぼのしてられんのですよ!?　と力説しつつ地面をぱしっと叩たたいてみた。

「緋宮がこれほどかわいらしいから、いけないのでは」

「……うわああ、ありえないありえない、こんな発言認めない……!!　もうしばらくこっち来ないで、沈しずんでて！」

　笑っている伊織さんを……伊織を、川の底に沈めようと腕うでを伸ばしたときだった。

「ずいぶん暢のん気きなやつらじゃねえか」

　突とつ然ぜん横からかけられた声に私は仰ぎよう天てんし、身を硬こう直ちよくさせた。

　伊織がすばやく川からあがり、私を片手で抱だき寄せる。

「こいつら、川から上がってきやがった」

「まさか水の神とでもいうか？」

「ぬかせ。どうせ浮かれた香こう人じんどもであろう。気楽なものだ、供もなしになあ。我らの根城で戯たわむれるとは」

　恐おそる恐る見回せば、私たちはすでに六人ほどの荒あらくれ者に囲まれていた。

　やばい感じですよコレ、動物のお面を頭に載のせていたり、分厚い斧おのを持っていたりと、いかにも山さん賊ぞくという恐ろしい姿なんですが！

「ど、どちら様で……」

　私はおずおずと尋ねた。喧けん嘩かしたくない、友好的にお別れしたい。

「我ら、裳も里り境きように跋ばつ扈こする鬼おによ」

　代表格の、ちょっとすれた感じのする渋しぶい短たん髪ぱつ兄さんが答えた。他ほかの男たちがげらげら笑う。意外にも全員若者だ。一番年上に見えるこの短髪兄さんでさえ、せいぜい二十代半ばだ。

　しかしですよ、皆さん逞たくましすぎるお身体で威い圧あつ感かんが尋じん常じようじゃないんですが。

「裳里境……石いし馬ば山ざんの犀さい鬼きか？」

　伊織が全員を警けい戒かいしながら言った。正解らしく、短髪兄さんが皮肉そうに眉まゆを上げる。

　石馬山という言葉に聞き覚えがある。確か、神しん門もんのある瀬せ見み関門の場所だ。……って、なんで私たち、東の地にあるはずの石馬山まで移動してるの!?

「宇う迦か迦か様、もっと距きよ離り感かんというのを考え……って、ど、どこいった宇迦迦様」

「緋ひ宮みや、お静かに」

　あたふたと周囲を見回す私の口を伊織が塞ふさぐ。私はすぐさまその手を外し、彼を見上げた。

「知り合いの犀鬼？」

「いえ……こちらの山とは交流がない」

　ひそひそと話す私たちに、短髪兄さんが大刀たちの先を向けた。

　私は目を剝むいた。今まで見たなかで一番太い大刀だ。こりゃあ、さくっときれいに首を切断できそうな……やばい、ヘタなことを言ったら殺やられる！

「内ない緒しよ話とはつれねえな。さてお嬢じようさん方は何者かね？」

「……ええと、こ、ここだけの秘密にしてくださいよ!?　実は私、女め神がみです」

　私は真実に近いことを言った。正しくは陽ひ女め神がみの末まつ裔えいだけれど同一視されることもあるので、決して間ま違ちがいじゃない。なのに不届き者め。全員、「よくもその顔で堂々と勝負に出たな」という、ある意味感心した表情を見せた。私のどこが女神らしくないっていうんですか。

「こ、こっちは男神で！」

　自棄やけになって伊織を指差す。やだもう、私のときとは打って変わって「ああ、これなら信じてもいい」という理解を示すとか、どんだけ差別。

「では貴たつとき神々よ、国の加護よりあぶれし我らに、どうか恵めぐみをくださらないか？　濡れ鼠ねずみのようだが、お嬢さんはずいぶんとよい飾かざりを身につけている」

　短髪兄さんが大刀の先で私の耳飾りを持ち上げようとした。それを伊織が片手で摑つかむ。

「無礼な真似まねはやめろ」

　伊織の睨にらみを正面から受け止めて、短髪兄さんが好戦的に笑った。

「こいつはよく見ると、貴人の女か？　都の者でもそうは持てぬ飾り物だ」

　仲間たちが顔色を変えて私を凝ぎよう視しした。舌なめずりでもしそうな表情だった。

「貴人の女は抱だいたことがねえ。こいつは楽しみだ」

　短髪兄さんがぎょっとする発言をし、大刀を振り上げた。

　固まる私を突つき飛ばし、伊織が隼はや鉄てつの剣けんを取り出す。その流れで大刀を薙なぎ払はらった。隼鉄の剣の威い力りよくに負けて大刀が折れ、先せん端たんがくるっと空中で回転しながら地面に突き刺ささった。

「──なんだ、今の力は？　おまえは呪じゆ弦げん師しなのか？」

「いいや。穢けがれ主ぬしも額ぬか突ずく闇やみの王だ」

　伊織がこれまた微び妙みようすぎる事実を告げ、短髪兄さんに突っ込んでいった。ものすごく楽しそうにだ。短髪兄さんが舌打ちし、折れた大刀で応じたけれど、それさえも手から弾はじき飛ばす。

「どうした、山の鬼おにどもが貴人ごときの剣に負けるのか？」

「言ってくれるじゃねえか！」

　仲間たちがいきり立ち、一いつ斉せいに飛びかかる。私から見れば、よってたかってという感じで絶体絶命の危機なのに、戦い好きな伊織はもっと嬉しそうに立ち回りを始めた。

　あっという間に彼らを倒たおし、最後に一人、残っていた短髪兄さんに勝ち誇ほこった顔を向ける。

「ほら、これで終わりか？　石いし馬ば山ざんの犀さい鬼きは都の姫ひめ君ぎみよりおしとやかだな」

「まこと死にたいようだ。そのつまらぬ首を落としてやる！」

　短髪兄さんが、近くに転がっていた仲間の剣を拾った。ここまでの展開を茫ぼう然ぜんと眺ながめていたんだけれども、私はようやく正気を取り戻もどした。な、なにをしているんだ伊織。

「いいだろう、礼れい儀ぎを叩き込んでやるから感謝しろよ」

「好きなだけほざいて──」

「まっ、待ちなさーい！」

　私は二人のあいだに割り込んだ。

「こらっ、伊織、さっきまでかなり危険な具合だったでしょ、楽しく暴れてどうするの！」

「……ああ、そういえば。しかし不思議だが、身のなかから澱おりが消えたような」

「言い訳しない！　しばらくは安静にして。禊みそぎもしたほうがいいし」

　くどくどと説教すると、伊織がしょんぼりして首の後ろを撫なでた。か、かわいそうなんて思ってあげないんだから。

「おまえたち、結局、なんなんだ？」

　毒気を抜ぬかれたように頭をかき、短たん髪ぱつ兄さんが質問する。

「女神と男神です」

　事実なのに、大層腹を立てた顔をされた。そして凄すさまじい沈ちん黙もくが広がったときだ。

　ここにいる人たちの仲間らしき青年が、泡あわを食った様子で駆かけ寄ってきた。

「おい、おまえたち、遊んでねえで洞ほらに戻れ！　涸かれていた川の水が蘇よみがえっている！　どういうことだ、神々の悪戯いたずらか？」

「……」

　短髪兄さんたちが、なんともいえない微妙な顔で私と伊織を見つめた。
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　いくら神々だと主張してもやっぱり信じてもらえるはずはない。なのでとりあえずは、貴人の兄妹きようだいということで納なつ得とくしてもらった。それにしても、男の友情って世界一の謎なぞだと思う。

　伊織はすっかり犀さい鬼きの人たちと打ち解けている。

　おかげで、彼らの潜せん伏ぷく地らしい洞に招待され、野宿をせずにすんだ。

　なにしろ帰き鼓こ廷ていまでは遠く、おまけに濡ぬれた格好だ。この季節、夜はかなり気温が下がる。

　秋の日は釣つる瓶べ落とし。こっちに到とう着ちやくした頃ころにはもう、たいまつでもないと周囲の様子がわからないほど暗くなっていた。犀鬼の人たちは、洞の前でたき火を起こした。

　獣けもの一頭を丸焼きという大だい胆たんな晩ばん餐さん。ありがたく着き替がえや沓くつを借りたあと、私もいそいそと伊織の横に座り、ご相しよう伴ばんにあずかる。たき火の熱が、冷えた身体からだに心地ここちよかった。

「疲つかれたか？　寄りかかっていい。ほら……知夏」

　伊織がむずっとするような甘い声こわ音ねで名前を呼んだ。兄妹設定だから本名で呼んでもらってるんだけれど……ほんとに少し前までのいたいけな伊織はどうしたんですか。なにか吹ふっ切れたように精せい悍かんな感じになってる。悩なやんでいると、隣となりに座っていた大きな身体の青年が私に顔を向けた。武骨な仕草でずいっと、丸焼きから削けずり取って棒に刺した肉にく塊かいを差し出す。

　嬉うれしいけれど、でかいんですが！　グレープフルーツくらいの大きさがありそうだ。

「ああ、そんな大きいのは食べられぬだろう。切ってやるから、貸して」

「う、うん。ありがと」

　伊織が私の手から肉塊を取り、小刀で器用に小さく切った。

「酒は飲んではいけない。水にしておけ」

「うん。伊……兄様も、お酒だめだよ。って、聞こえない振ふりをしない！」

　素知らぬ顔をする伊織に向かって目を怒いからせたときだ。

「おまえたちはまるで夫ふう婦ふのようだな」

　短髪兄さんが私たちを見つめながら苦く笑しようした。

　私は驚おどろき、どこかに隠かくそうと思っていた酒の徳とつく利りを手からするりと落としてしまった。それを自然な動きで伊織が受け止め、すばやく自分の杯さかずきに注ぐ。

「まこと神々ならば、夫婦にもなれただろうよ。人の身で兄妹が契ちぎれば、それは禁きん忌きとなるか？　だが神族のみが許されているんだったか。ああ、確か神巫かんなぎもか？」

「恋れん情じように、禁忌はないはずだ。いや、禁忌だからと容易たやすく抑おさえられる思いであれば、苦労はない……」

　伊織が思いのほか真しん剣けんな顔つきで告げ、杯をあおる。私はそれを咎とがめることも忘れ、考えに耽ふけった。思い出されるのは、陽ひ女め神がみを穢けがしたという大おお犬いぬの神話だ。

　神々の世でも異種婚こんは忌き避ひされるもの？

　神しん門もんで遠とお凪なぎさんに言われた言葉が脳のう裏りをよぎる。離れる定めなのかと。

　彼の言葉に、陽女神の血が騒さわぐ。会いたいと願うことは、胡こ汀ていへの裏切りに思えた。

　あの人はもう敵だ。手首の求きゆう婚こん痕あとも焼いて、繫つながりを断たち切ったはずなのにまだ心が疼うずく。

「おまえ、まさか本当に妹に惚ほれているのか？」

「馬ば鹿かなことを言うな。だが、緋……知夏は、どう見ても指の先までかわいらしい人だろうが。唇くちびるは朝あさ露つゆを乗せた瑞みず々みずしい花の蕾つぼみのようだし、眼まな差ざしは磨みがいたばかりの珠たまより輝かがやき、肌はだは天てん女によもかなわぬ美しさだ。いずれは月に攫さらわれるかもしれぬ。惹ひかれぬほうがおかしいだろう」

「すみません、ほんとすみません……私、息が苦し……」

　全員が呼吸をとめ、真剣に言葉を重ねる伊織を凝視していた。

　誰だれかがぽと……と杯を落としたけれど、拾ってあげる余よ裕ゆうはない。

「いや、俺は惹かれているわけではないぞ」

　どうしようこれ、真顔で否定する伊織を信じるべきなのか。それとも他愛たわいない冗じよう談だんと受け止めるべきなのか。九く支しさんじゃないけど、本当に緋ひ剣けんって緋宮ラブすぎ。

「ま、まあ恋れん慕ぼってやつは、石ころさえも花に変えちまうからな」

　短髪兄さん、それって私が石ころ並みだと。胸をえぐられた感じなんですが。

「俺にも三つ違ちがいの妹がいた。どの女よりもかわいいと思う気持ちは、わからんでもない」

　私に肉塊をくれた青年が、気を取り直したようにそう言った。

「……その妹は、今どこに？」

　伊織が静かに尋たずねる。なにかを悟さとっているような、はりつめた表情だった。

「二年前に花を摘つみにいったきり行方ゆくえ知れずとなった。ちょうど川の界が弱まり、薄うす気き味み悪わるい化け物どもが現れ始めたころだ。おそらくは、やつらに食われたのだろう」

「俺の姉など、その川の界を高めるために沈しずめられたぞ」

「俺たちは皆みな、似たり寄ったりの境きよう遇ぐうだ。身内を失い、わずかな食い物を求めて山をさまよう有様よ、くそったれめ」

「そしてこたびの川涸れだものなあ。貴人どもというのはよ！　ご大層に神巫どもの都を持っているのなら、さっさとその神じん力りよくとやらで助けてみやがれ！」

　皆が口々に罵ののしり、横を向いて唾つばを吐はいた。

　神巫かんなぎどもの都──帰き鼓こ廷ていのことだ。彼らの敵意を肌で感じ、私は肩かたをこわばらせた。

「どうせな。神々も俺ら無位などには興味がない。施ほどこしは一切せぬのに、搾さく取しゆはするがな」

「おまえたちも、こういう状じよう況きようでもなければ俺たちに声すらかけぬだろうよ」

　短髪兄さんが仲間の言葉に頷うなずき、当然のように言った。

　ぱちっとたき火がはぜ、闇やみに白い煙けむりを立ち上らせる。私は皆を見回したあと、脇わきに丸めて置いていた自分の衣ころもを手に取り、小さく引き裂さいた。その布切れを、短髪兄さんに渡わたす。

「名前を教えてくれる？　ここに書いてね」

「なんだと？」

「せっかく知り合いになったから、縁えんが途と切ぎれないように文ふみのやりとりをしたいです。お礼もしたいし」

　もちろん、文の配達人は頼たよりになるちびっ子たちの碁ご子こちゃんだ。

「神様は、無位の人たちを見捨ててない。絶対しないって、誓ちかいますもん」

「なんであんたが誓うんだ？」

　陽ひ女め神がみの末まつ裔えいだから。……と今、心を尽つくして伝えても、信じてはくれないだろう。

「貴人のすべてが悪でもない。新しん暦れきの緋ひ宮みやが従える緋剣のなかには遊女であった者や、おまえたちと同じ犀さい鬼きであった男もいる」

　伊織がそらっとぼけてそう言った。皆が胡う散さん臭くさそうに私たちを見る。

「だが、緋宮だろうが緋剣だろうが。なにかあったときにゃあ、まっさきに俺たちを見捨てるだろうよ」

　そんなことないよ、って言い返そうとした瞬しゆん間かん。

　ざわっと茂しげみの揺ゆれる音がした。背筋が粟あわ立だつ。なんだろう、たき火を目印に、獣が集まって来たのかもしれない。でも野草の揺れ方が奇き妙みように不規則だ。ただの獣とは思えない雰ふん囲い気き。

「伊……兄様、どこかに隠れたほうがいいかも！」

　私が小声で叫さけぶと同時に、伊織が自分の手から剣けんを引き出し、立ち上がった。

「な、なんだ!?」

「おいっ、向こうに──化け物だ!!」

　一人が悲鳴を上げ、たき火を蹴け散ちらすようにして逃にげ出した。

「ダメッ、そっちに行ったら危ない！」

　制止の声は遅おそかった。木こ陰かげから黒い手がぐんっと伸のびてくる。それが、私たちのそばから離はなれた人を蛙かえるの舌のようにぺろんと捕とらえ、見通せない闇の奥に引きずっていく。

　断だん末まつ魔まの叫さけび。しばしの沈ちん黙もく後に、また、ざわっと葉が揺れ、なにかが接近する。

「これは獣の訪おとずれではない。全員、みだりに動くな！」

　動こうとする短たん髪ぱつ兄さんたちをとめ、伊織が鋭するどく命じた。私はぎゅっと胸を押さえ、不ふ穏おんな色に沈んでいる木陰を見み据すえた。もしかして穢けがれ主ぬしが伊織を追ってきたんだろうか。

　馬鹿だ、私！　伊織がもう穢主の気配を漂ただよわせていないから、大だい丈じよう夫ぶだと軽く考えていたんだ。宇う迦か迦かの神かみの隠れ殿でんから隼はや鉄てつを少しでも持ってくるんだった！

「おい、どうするんだ!?　まさか俺たちを犠ぎ牲せいにして、自分だけ逃げるつもりか！」

「やりかねねえ、所しよ詮せんは貴人だ！」

　皆が怒いかりと恐きよう怖ふのつまった表情を浮うかべ、私たちを痛つう罵ばの勢いで責めた。

「──するはずがない」

　伊織さんが油断なく剣をかまえながら断言した。

「信じられるか!!　どうせ俺たちの命など、虫けらと同じよ！」

「護まもってやる。緋宮の前で偽いつわりの誓いはしない。……緋宮、俺が安心して戦えるよう、この疑うたぐり深い馬鹿どものそばにいてやってくれますか」

「うん。まかせて」

「……もう少しだけ、知夏、とお呼びしたかったのに残念だ。まったく名前までおかわいらしいのだから、あなたという方は」

　思わず仰のけ反りそうな軽口を叩たたく。不安いっぱいの私の心を軽くするためだろう。だから私もお返しに、危険が待つ木陰へと足を進めた伊織の背中に声せい援えんを送った。

「兄様、勝てるって信じてるから、早く戻もどってきてね！」

　不意打ちだったみたいで、伊織の背中が微び妙みように照れてる。ああっ、ほら集中して！

　暗がりから、獣けものっぽくない巨きよ大だいなものが現れたよ！

「で、でかっ。でかすぎ！」

　五メートル以上はありそうな、よく肥えた真っ黒い大おお鬼おにだ。一ツ目に、一ツ角。白目の部分だけが異様に浮かんで見える。

　本当に穢主なんだろうか。姿だけなら悪あつ鬼きと判断できるけれど、このどろっと淀よどんだ気配は穢主特有のものだ。なのに、どこか摑つかみどころがないようなぼんやりとした感じがある。

「伊織、大丈夫!?　普ふ通つうの穢主じゃない気がする！」

「心配なさらず。どんな魔まだろうとも倒たおしますよ」

　伊織が準備運動のように剣をざっと一度振ふった。立ちのぼる神気。暗いものは感じない。ほんとにこの人、もう大丈夫なんだ。きっと今なら茅かやさんが現れても惑まどわされることはないんじゃないか。さ、さすが私が選んだ緋剣！　誰だれ彼かれなしに自じ慢まんしたい思いで伊織を見守る。

「おい、あんな化け物に一人で対たい峙じするなど無む茶ちやだ！」

　短髪兄さんが私の肩を摑んだ。私はその手をぎゅっと握にぎり、安心させるために微笑ほほえんだ。

「平気。私の緋剣は強いんです」

「緋剣？　あんた、さっきからなにを言ってる！」

「女神っていう話、噓うそじゃないです。私は緋宮。天祖陽ひ女め神がみの末裔です。絶対に皆を見捨てない。すごくすごく苦しめたぶん、護るから。皆さんも、どうか私たちを見捨てないで」

　目を見張る短髪兄さんから伊織へと視線を移す。大鬼が太い樹木の枝を折り、伊織に向かって振り下ろした。その腕うでをかいくぐって伊織が大鬼の足を斬きろうと、剣を閃ひらめかせる。

「え？　ちょっと待って伊織、なにか変──」

　彼が大鬼を斬ったとき、周囲の景色が歪ゆがみ、ざあっと凄すさまじい強風が通り抜ぬけた。

　私はとっさに目を瞑つぶった。それはほんの一いつ瞬しゆんのことだ。

　なのに瞼まぶたを開いたときにはもう──景色が一変していた。

　夜ではなく、おそらく昼過ぎの刻。短髪兄さんたちの洞ほらがあった場所にはずいぶん小さな石の廟びようが置かれている。でもそれは、修しゆう繕ぜんできないほどに壊こわれている。

「ここは──先ほどと同じ場所か？　幻げん術じゆつのなかにいたのか」

　伊織があたりを見回したあと、急いで私のそばにやってきた。

　私はその破は壊かいされている廟から目を離せなかった。

「人の骨がある……」

　まるで廟に救いを求めるように手を伸ばしている人骨が五体分、放置されている。

「伊織、この骨ってさっきの犀さい鬼きの人たちなんじゃ……？」

「ええ。穢けがれ主ぬしか悪鬼かに追われ、食われたのでは。廟に縋すがったが、神々の救いはなかった。無念であったことだろう。俺たちが会ったのは、彼らが残した怨うらみの念だ」

「確か宇う迦か迦か様の隠かくれ家もいずこかの神が去った廟だって。きっとここもそうなのかも」

　蒸む槻きの神は容易たやすく去る。

　人が引っ越こすのと同様に、住みにくいと思えば通つう門もんを渡ってどこかへと。

「緋宮、下がって！」

　伊織が突とつ然ぜん、鋭い声を発し、私を背に庇かばう。

　人骨の下から、プチサイズ版の宇う迦か迦かの神かみと同じ大きさ程度の黒い塊かたまりが這はい出てきた。

『王よ、なぜ』

　恨うらめしげにそう呟つぶやいて、黒い塊はすうっと消しよう滅めつした。

「先ほどの穢主の残ざん滓しか」

　これってやっぱり、宇迦迦神の隠れ殿に出現した穢主たちなんだよね。

「宇迦迦の力では、夜の刻に力を増す穢主どもを、すべては振り切れなかったのだろう。我らを地上に戻す途と中ちゆうで、この者たちの怨おん念ねんの渦うずに落としたのでは。そこに一部の穢主が追いついてきたのでしょうね。穢主の気配が煙けむっていたのも、彼らの怨念のせいかと思います」

「でも、神様が穢主に負けるなんて」

「双ふた子ご神と言っていた。片方は、忌いみ神とされるのが定めです。秘さねばならぬ者ならば、競せり負けても仕方がない」

「宇迦迦様、無事かな？」

「……大事ないのでは？　大神の片割れなら、そう簡単には滅ほろびぬでしょうし」

「みんな、怨んでいたね。帰き鼓こ廷ていや貴人のこと」

「そうですね。俺も緋ひ剣けんとなる前は怨み、蔑さげすんでいた。まさか、逆の立場になろうとは」

　悲しい口調だったので、私はとっさに伊織の手を握った。

　彼はしばらくのあいだ人骨を見つめたあと、穏おだやかな顔に戻ってふっと微笑んだ。

「だが、護られたのは我らであったのかも。この者たちの怨念が晴れたから、こうして戻ってこられたのではないかと」

　そうかもしれない。あるいは、伊織が大鬼を斬ったためとか。

「……緋ひ宮みや。まことによいのですか？」

「なにが？」

　伊織は切れ長の瞳ひとみにたくさん躊躇ためらいの色を乗せ、私と向き合った。本当にいつも一いち途ずなくらい強い眼まな差ざしをするから、見つめられると照れずにはいられない。

「俺は陽ひ女め神がみをかつて殺あやめた者の子孫だ。おそらくその科とがで、穢けがれ主ぬしへと格を落と──」

「私の剣です。それだけで十分だもの」

「緋宮、そうではなくて」

　恐おそれを隠すように伊織が苛いら々いらとした態度で首を振る。私はぽんぽんと彼の腕を軽く叩いた。

「別に、穢主の王でもいいよ？　でも当分、他ほかの人には伏ふせておこうね」

「……なんですって？」

　伊織がぽかんとした。それから慌あわてたように私の両りよう肩かたを摑む。

「な、なにをおっしゃるのか。いけません」

「どうしてダメなの？」

「緋宮！　冗じよう談だんを言っているときではない！」

「穢主の王様でも清く正しく暮らしていけば、誰だれにも文句は言われないよ。……くくっ、私を誘さそってくれるなら、時々は帰鼓廷を脱だつ出しゆつして遊びに行くとかの悪さをしてもいいですけど」

　私は乙女おとめのかけらもない、不気味なにやにや笑いをした。

「王様の身分を盾たてにして、穢主を無理やり仲間にしちゃうとかもありだよね」

「緋宮、楽観的に考えてはいけない。またいつ穢主に襲おそわれるかもわからないのに」

　伊織の表情は晴れない。穢主の問題の他に、頭のなかにきっと陽女神を殺害した場面がこびりついているんだろう。なにか、安心させられる話はないかな。

「……私ね、今、神世について色々と調べようとしているの」

「神世を？　亭ていでも月神のことをお尋たずねだったが」

「うん。陽女神の対ついの神様だから。でも、まだ断だん片ぺんしかわかってない。伊織も、陽女神と関かかわりのある人なんだね。それと同じように……他にも繫つながりのある人がいるんだよ」

「胡こ汀ていですか？」

　迷いなく言い当てられて、どきりとした。

「あいつとなにかあったのでしょう？」

「す、少し喧けん嘩かをしただけで……」

「集落でひどく胡こ汀ていに怯おびえていらしたし、あんなにお泣きだった。ただ事ではないはずです」

　伊織が身を屈かがめるようにして私の顔を覗のぞき込んだ。肩を摑む手に力が入っている。

「それとです。あれほど佐基にこだわっておられたのに、我らの反対を押し切って未み不ふ嶺ねを新たな緋剣にした。なにか狙ねらいがあるんでしょう」

「う、ううーん？」

　曖あい昧まいに笑ってごまかそうとしても、伊織は追つい及きゆうの手を緩ゆるめてくれなかった。

「なにを探しておられる？」

「ううーん、うーん」

　伊織が私を珍めずらしく睨にらんだ。でも、私を怯えさせないようにっていう優やさしさが感じられる。

「俺を信じてはくださらぬか。この世にとどめてくださったのは、あなたなのに」

「や、あの」

「あなたの信がなければ、俺は生きる意味がない」

　身体からだがぶつかるくらい、引き寄せられた。この至近距きよ離りで、しかもこんなに真しん剣けんな声で言われたら、頭がぐらぐらして当然じゃないだろうか。うちの緋剣は色々な意味で刺し激げき的だ。

「きっとあなたが滅びたとき、俺は義を失い、世を呪のろう穢けがれの王おうへと戻もどるだろう。元々蒸む槻きの神々や貴人どもに諂へつらっていたわけでもない。だから、ともに朽くちたい。あなたが……誰を慕したっていてもかまわないから」

「伊織さん伊織さん、ともに朽ちるって、ややや！　早まっちゃダメです！」

「緋剣というのは嬉き々きとして殉じゆん死しをするのだと。いいでしょう？」

「よっ、よくない！」

「では俺に、一人生き残って穢の王になれと？」

「それもよくない！　……なんで嬉うれしそうなの!?」

「あなたは怒おこっていてもかわいらしいから」

　なんてことだ。なんてことだ!!

「そんな言葉で私が、だっ、騙だまされるとでも」

「蜜みつのように甘い声こわ音ねですね。肩も華きや奢しやでいらっしゃる。花と間ま違ちがえて蝶ちようがとまるかも」

　こ、これは……破壊力抜ばつ群ぐんだ。本気で言ってそうなところが恐ろしい。

「私の緋剣って最近、とってもワガママ系になってるんじゃないかなって思うんですけどー!?」

「あなたに叱しかられたい……、という考えはなんだか朝火じみていて嫌いやだが」

　どうしよう、朝火さんと胡汀と九く支しさんと白雨さん、そこに伊織までもが暴君になっていったら！　やだっ、もしかして未不嶺さんだけが私の癒いやし？

「緋宮の寵ちようを、欲張りはしません。ただ少し目をかけてくださるだけで。そうすれば、俺は──狂くるわずに、母親だろうと神だろうと迷いなく討とう伐ばつできる」

　伊織が私の肩から手を放し、囁ささやいた。

「待って、ちょっと気になっていることがあるの。もしかすると茅かやさんって、伊織を身代わりにしようとしているんじゃなくて」

「緋宮」

　私の言葉を断たち切るように、伊織が視線を木々の奥へと向けた。

「さあ、廷に戻りましょう。迎むかえがきたようだ」

　複数の獣けものが駆かけてくる音が聞こえた。伊織の態度を見れば、警けい戒かいする必要はないとわかる。

　木こ陰かげから姿を現したのは、剣けん士しを率いてやってきた胡こ汀ていだった。

　私たちの前で司し狼ろうをとめ、すばやく地に降り立つ。

「緋宮……無事か」
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　迎えにきてくれた皆みなの話を聞いて、私は心底驚おどろいた。

　帰き鼓こ廷ていから緋宮と緋剣の一人が忽こつ然ぜんと消えて一日以上経たったはず。それで緋剣たちが懸けん命めいに捜さがしてくれていたんだろう、と申し訳なく思ったんだけれども、実際はもっと深刻だった。

　一日どころか、十日以上過ぎているそうだ。

　これには伊織もびっくりしていた。宇う迦か迦かの神かみの隠かくれ殿でん内と現うつつでは、時間の流れがまったく異なるらしい。剣士たちが手分けして、現在進行形で私を捜そう索さくしているんだって。

　ここで胡汀と会えたのは偶ぐう然ぜんのようだ。

　皆、初めて見るっていうくらいの重装備。腰こしの重い神巫かんなぎまでも行軍に加わっている。

「ご、ごめんね。そんなに日数が経ってるって知らなかったの」

　伊織の事情については伏せて、身に起きたことを簡単に説明した。自分の意思で帰鼓廷を出たわけじゃないけれど、皆を心配させてしまったのは事実。帰鼓廷全体が揺ゆれただろう。

　皆、しんみりと私を見ている。疲ひ労ろう感かんでいっぱいだろうに、顔に浮うかんでいるのは深い安あん堵どだ。そして、『緋宮』がまた消えてしまったらどうしようっていうわずかな不安。

　この健けな気げな様子には、さすがに胸を打たれた。

「まことに神かみ隠かくしにあっていたとは」

　胡汀が私の前に跪ひざまずいたまま、大きな溜ため息いきを落とす。

　私も慌てて地面に膝ひざをつき、俯うつむく胡汀の髪かみを両手でかきあげた。

「九く支しがな。悄しよう然ぜんとしていた。初めの数日はおまえが伊織をつれて脱だつ走そうしたのかと怒いかり心しん頭とうに発した様子だったが。それでも占せんを欠かさず行なっていた。神巫までもが眠ねむらずに祈き禱とうをした」

　返す言葉がない。まさかここまで大事になるなんて思っていなかった。

「回かい絽ろ廷ていにも助力を頼たのむか、と弱気になっていたぞ」

「ごめん九く支しさん！　……回絽廷の人たちまで捜索してくれてるの？」

　めまいがしそうになった。

「いや、もう少し様子を見るべきだと神巫かんなぎたちがとめた。ただ、儀ぎ式しきまでもう日がない」

「ああっ、そうだった！　時間が！」

　青ざめる私に、胡こ汀ていが視線を落としたまま首を横に振ふった。

「間に合わぬ。石いし馬ば山ざんから帰き鼓こ廷ていまでは、たとえ夜通し司し狼ろうを駆ったとしても、十日で戻れる距離ではない。九支の話では、雪が降れば、もはや儀ぎは行なえぬそうだ。穀物神は冬季、眠りにつくためだという」

「ど、どうしよう！」

　自分の衣ころもをきつく握にぎり、皆を見回す。責める者はいない。……緋ひ宮みやが見つかったことのほうが大事だと訴うつたえる顔だった。

「早く帰鼓廷に戻らないと！」

　私が密ひそかに考えていた作戦はこうだったんだ。宇う迦か迦かの神かみの説得が間に合えば、それでよし。もしダメだった場合は、正面突とつ破ぱあるのみ。ちょうど、というか儀式の月神役に伊織を選んでいる。護まもりの強固な儀の場なら、大神とはいえ好き勝手に力を振るえないはずだ。

　そこで、きちんと話をしたい。だって茅さんは、本心から伊織を自分の身代わりにしたいってふうには見えなかった。果か食け食けの神かみも正気を失っているとは思えなかったし。

　伊織が神の血筋だっていう事実が、なにか関係しているんじゃないか。

　たとえどんな事情にせよ、私の望みはただひとつ。伊織が今後、穢けがれ主ぬしに狙われることなく平へい穏おんに暮らせる方法を聞き出す。話し合いを拒こばまれたら、ええい、脅おどしてでも協力させてみせる！

　でも、大誤算。儀式そのものができないかもしれないなんて。私は激しく狼ろう狽ばいしながら立ち上がろうとした。すると胡汀が腕うでを伸のばし、私の両手を摑つかんでこの場にとどめる。

「神巫がいるから、術にて報しらせの『とり』を飛ばす」

　胡汀の背後に跪いていた神巫たちが、その言葉に頷うなずき、ぱらぱらと散らばって地面に陣じんを描えがき始めた。そ、そうか、帰鼓廷への報告は神巫にまかせていいみたい。

　問題は、どうすれば儀式を執とり行なえるかだ。

「ああ、朝火らにも、とりを飛ばしてやらないと……」

「……胡汀？」

　ここでようやく異変に気づいた。私は胡汀の顔を覗のぞき込もうとした。それより早く胡汀が背筋をきれいに伸ばし、摑んでいた私の腕を持ち上げて、軽く揺らした。

「え…っと、こて……」

「その阿あ呆ほ鳥どり頭によく叩たたき込んでおいてくれ。おまえ、望もうが望むまいが、無断でそばから離はなれるな。手足を斬きり落として閉じ込めるぞ」

　普ふ通つうの口調だったので、とっさになにを言われたのかわからなかった。

　先に反応したのは、伊織や剣士たちだ。

「胡こ汀てい！　ふざけたことを言うな！」

「うるさい。おまえたちもざわつくな。俺だけがこう考えているのではないんだぞ。朝火など、目を抉えぐれば一人でほっつき歩くことはなくなるだろうと、真剣にそう言っていたんだ」

「おまえたち、緋宮に対してよくも邪よこしまな考えを！」

「白雨は、緋宮とともに消えた伊織こそ首を刎はねるべきだと」

　胡汀に摑み掛かかろうとしていた伊織が目を剝むき、動きをとめた。し、白雨さん、男嫌ぎらいが強きよう烈れつすぎる。

「ああ、九く支しはおまえのために立派な鳥とり籠かごを作るそうだ。よかったな。おきれいな未み不ふ嶺ねだけが、なにか事情があるのだろうと我らをとめた。あいつ、酒さか壺つぼにでも落としてやろうか」

　私のなかで、未不嶺さんへの好感度が急きゆう上じよう昇しようなんですが！　……って、胡汀さん、よからぬことを最後に言いませんでしたか。

「くだらぬ、事情など知ったことではないのだ。緋ひ剣けんならば」

　摑んだままの私の腕を、ぐいと自分のほうに寄せ、強い口調で言い捨てる。これを斬り落としたらすっきりするだろうか、という誘ゆう惑わくと闘たたかっている顔に見えた。

「朝火はああいう性情ゆえ別として。伊織、おまえは、こいつでなければ緋剣にはならなかっただろう？　俺だとて、こんな阿呆でなければさっさと突つき放せたのに、前まえ触ぶれなく消えられれば捜さずにはいられない」

　そ、そこまで阿呆鳥ですみません、という気持ちになった。

「白雨もだ。もとの身分が貴人とはいえ、こいつと会わなければ、今いま頃ごろは川の底だ」

　伊織が私を見下ろし、口をつぐむ。

「緋剣は緋宮に従う者。しかし我らは歴代の者たちよりもこの能天気な阿呆娘むすめに、思い入れが強いはず」

「胡汀さん胡汀さん、日に日に口の悪さが増してます」

「馬ば鹿かが。いなくなるな！」

「は、はいっ、気をつけます！」

「痕こん跡せきも残さずに行方ゆくえ知れずとなれば、我ら緋剣、おまえを永久に捜し回るはめになる。何者かに殺されたというならそれでいい、ただし報せに来い！」

「むちゃくちゃすぎます、胡汀ってば」

「黄泉よみに降りておまえを奪うばいに行くから」

「──」

　黄泉──でも、私は。脳のう裏りに太古の景色がよぎる。おそろしく、孤こ独どくだったあの瞬しゆん間かん。

　私は地じ獄ごくの底にいた。だめだ、迎えにきてはいけない。私はきっと醜みにくく変わり果てている。

　髪は抜ぬけ落ち、肌はだの奥から蛆うじが生まれ、亡もう者じやの汚お穢わいにまみれている。

　だから、顔を背そむけられるはずだ。

「……いい、来ないで」

「緋宮」

「いいの、一人でいい」

　急に頭痛がし始めた。私のなかにある陽ひ女め神がみの力が胡こ汀ていの言葉に反応し、荒あれていた。

「──緋宮。今度こそは必ずお護りするから」

　伊織が両りよう膝ひざをつき、私の袖そでを摑んだ。その瞳ひとみを、見つめ返すことができない。

「そも、おまえの許可などどうでもいいのだが。うるさいから、おとなしく待っていればいい」

　胡汀が平然とそう言う。わあ、徹てつ底ていした暴君ぶりのおかげで頭痛がひいたんですが。

　胡汀はその凶きよう暴ぼうな表情をさらに意地悪にして、私の髪を一ひと房ふさ、無造作に引っ張った。いたた、と慌あわてふためきながら胡汀のほうに顔を寄せたとき、甘い脅しを耳に吹ふき込まれる。

「俺を惚ほれさせずに死ぬなんて、許さない」

　私は驚おどろき、つい両手で胡汀を押しのけて立ち上がった。胡汀の声が聞こえていたんだろうか、視界の隅すみで、伊織がそっと目を伏ふせた。
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　それから、私は碁ご子こちゃんを呼ぶことにした。まだ捜そう索さくに回っているだろう朝火さんたちに連れん絡らくを取るためだ。帰き鼓こ廷ていという定まった場所にいる九く支しさんになら『とり』という術を使って報せを飛ばせるけれど、常に移動している相手には難しい。

「碁子ちゃん碁子ちゃん、出てこーい」

　地面をぽんぽんと叩いて、待つことおよそ一分。……ちょっと遅おそい。

　地面の一部がぷっくりと盛り上がり、黒くて丸いものが顔を出した。「はあ、しんどいのう。ここらの土はあんまり好みでないぞ……おっ、知夏！　どうしてこんな場所にいるんだ？」という感じでむきゅっと勢いよく飛び出し、屈かがんでいた私の腕によじ上ろうとする。

　最初、嫌いやそうに出てきたところを見ると、石いし馬ば山ざんの土はどちらかといえば軟やわらかめで、碁子ちゃんの住すみ処かには適していないらしい。今日はたった三羽わしか現れず、なんだか寂さびしくなった。

　私は碁子ちゃんを左右の手に乗せ、「お願いがあるんだけど」と言った。

　すると碁子ちゃんは「なにも言うな、お見通しだぜ。文ふみを運んでほしいのじゃろ？　今日は誰だれだ？　みずのか？」というようにちびっこい嘴くちばしをぱくっと開いた。碁ご子こちゃん、頼たよりにされるのが嬉うれしいのか、郵便配達が楽しいのか。いつも気前よく運んでくれる。

「あのね、朝火さんと白雨さん、未み不ふ嶺ねさんに大至急、文を渡わたして」

　碁子ちゃんとやりとりをするあいだに、伊織がちぎった布に文字をしたためた。……って、胡こ汀ていさん？　蕩とろけそうな目で碁子ちゃんを見ないように。

　剣けん士したちは訝いぶかしげに、神巫かんなぎたちは興味深そうに私と碁子ちゃんを見ている。

「碁子ちゃん、まかせた」

　伊織が小さく丸めた文を碁子ちゃんに持たせた。碁子ちゃんはぴょんっと私の頭に飛び乗ってから地面に降り、土のなかへ潜もぐっていく。そうか、地中のほうが速く進めるんだ。

　胡汀が無念そうに碁子ちゃんの穴を見つめながら、私の手を引いた。

「さあ、俺たちはできる限り急いで帰き鼓こ廷ていに戻もどらねば」

「うん、行こう。みんなもあまり休ませてあげられなくてごめん。もう少しだけ頑がん張ばってくれる？」

　剣士たちがそれぞれ微笑ほほえみ、礼の型を取ったあと、木々に繫つないでいる司し狼ろうへ足を向けた。

　でも次の瞬間、彼ら全員、そして胡汀と伊織までもが剣けんを取り出し、ざっと私を庇かばうように身構えた。私はきょとんとし、それから慌てて胡汀の腕うでを摑つかんだ。

「ど、どうしたの？　もしかして悪あつ鬼きとかが」

「静かに！　なにかがくる」

　胡汀が前方を見み据すえながら低く警告の声を落とした。

　外での戦せん闘とうには不慣れな神巫たちを数人の剣士がすばやく引き寄せ、私の横へと置く。

　私ともども余計な手出しはせずおとなしく守られておけってことだろう。

　緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きにあたふたする神巫たちを宥なだめようと、袖を握にぎったときだった。

　野草を蹴け散ちらす複数の音が接近するのに気がついた。なんだろう、この音？　獣けものの駆かける音とは違ちがう感じ。変だ、肺を押しつぶすような重い気配が漂ただよい始めている。これは。

「──緋ひ宮みや！」

　馴な染じみのある声に、私は目を丸くした。自らの身体からだを盾たてとしてくれている剣士の隙すき間まから覗き見する。木こ陰かげから飛び出して駆け寄ってきたのは──白雨さんと咲さく耶やさんたちだった。

　碁子ちゃんともう会ったんだろうか？　でも文には『緋宮無事。帰鼓廷に至急戻る』とだけしか書いていなかったはず。どうしてここの場所がわかったんだろう？

「白雨さん、こっちこっち！」

　あれこれ考えるより、直接尋たずねたほうが早い。私は剣士たちのあいだから手を伸のばした。

「よかった、無事なのか！」

　突き出した私の右手を白雨さんがひしっと包むように摑む。

「どけ、おまえたち。緋宮が見えない」

　白雨さんが一いつ喝かつし、戸と惑まどっている剣士たちを乱暴に押しのけて私に抱だきつこうとした。

「うるさい。おまえになど見せるか」

　胡こ汀ていの嫌そうな声がした。鋭えい利りな輝かがやきを持つ隼はや鉄てつの剣が容よう赦しやなく振ふり下ろされる。

　私の指をぎゅうっと握っている白雨さんの両手が、肘ひじの箇か所しよですぱっと切断された。

「──え」

　私は放心した。自分の見たものが、現実だとはとても思えない。

　今、胡汀はなにをしたの？　白雨さんの両りよう腕うでをどうして──切り落とさなきゃいけないの。

　勢いよく噴ふき出る黒い血液。私の指はまだ、その切断された手にきつく握られている。

「なん……」

　白雨さんも、なにが起きたのかわからない様子で茫ぼう然ぜんと私を見つめていた。剣士たちも驚いた顔つきで場所をあけ、白雨さんと胡汀を見比べている。

「あ、ああっ」

　なんで!?　なんで、なんで!!

「うそっ、こんなの、白雨さ……！」

　どうしよう、腕をくっつけなきゃ！　違う、先に止血を。どうして胡汀がこんなこと!!

　私は繫がったままの白雨さんの手を外そうとした。もたもたしていないで早く切断面を押さえなきゃ。ええと、それから！　混乱して頭がうまく回らない、どうしたらいいの。

　血がいっぱい出てる、誰か、お願いだから早く。

「剣士たち、手を貸しっ……!?」

　私は違い和わ感かんに、口を閉とざした。今、この手……私の指を強く握った？

「おのれ、緋ひ剣けんめ。もう少しで護女を奪えたというのに」

　白雨さんが柳りゆう眉びを逆立て、この状じよう況きようには相応ふさわしくない罵ののしり声を聞かせた。

「穢けがれし者を護まもる護女など、いらぬ」

「白雨さん、なにを言っているの……？」

　悪お寒かんが走った。私を睨にらむ彼女の顔がだんだんと黒ずみ、萎しなびていく。尖とがった歯を見せ、般若はんにやの面に。これは、なに？　本物の白雨さんじゃない？

　一いつ瞬しゆん、穢けがれ主ぬしなのかと思った。でもそれだと今の発言は矛む盾じゆんしてるし、なにより、淀よどんだ気配を感じない。

　穢れし者──これって伊織のことをさしているんだよね？　伊織を護る私なんか不要だと、そう言ったんだ。彼を王に望む穢主がそんな否定的な発言を漏もらすはずがないのに。

　私の手を握っていた腕が、突とつ如じよ形を変えた。

「さ、魚!?」

　気味の悪い真っ赤な二匹ひきの魚が、私の手首に嚙かみ付いている。

「いかなる神の使いか知らぬが。神気を持ちながら俺の鳥を狙ねらうのか？　身の程ほど知らずな」

　胡こ汀ていさんてばもう誰はばかることなく堂々と俺の鳥扱あつかい……って問題はそこじゃない、最初から本物の白雨さんじゃないってわかっていたのか！

「わざわざ白雨の姿に化けてくるとは俺に対する嫌いや味みか」

　伊織までぶつぶつと不満をこぼし、動けずにいる私の手から二匹の魚をむしり取った。

　でっ、できれば！　握りつぶさずにそのまま捨ててほしかった！

「日ひ頃ごろの行ないが肝かん心じんなのでは？」

　胡汀がつらっと意地の悪いことを言いながら、私に飛びかかろうとしていた般若顔の白雨さんもどきの髪かみを鷲わし摑づかみにした。いや、すでにもう女王様の面おも影かげはどこにもないけれど。

「今の言葉、そっくりそのまま返す。おまえなど、白雨の腕を斬きった極ごく悪あく人にんだと緋宮に疑われていたじゃないか。日頃の行ないとは大事だな。いい教訓になった」

　伊織が早口で応おう酬しゆうしながら、もがく般若の背をすぱんと……剣で縦一文字に。

「……伊織のところへも、寝ね込こみを襲おそいにいってやろうか？」

　むっと顔をしかめた胡汀までざくっと首を、切断し。

「やめとけ。俺より剣が弱いくせに」

「術を使うから案ずるな。それに、弓なら互ご角かくだぞ」

　ざくざくと。血しぶきが。

「胡汀って、前から思っていたけれど負けず嫌ぎらいだろう？　涼すずしい顔をしやがって」

「当たり前だ。負けて喜ぶ趣しゆ味みはない」

「まあ、それもそうか」

　もうだめだ。私はお腹なかに力を入れた。

「──男の友情を確かめながら私の前ですぱすぱ斬らないでー!!」

　ここで慌あわてて謝るのが伊織、鬱うつ陶とうしげに私の額を弾はじいて横を向くのが胡汀。

　やだ私、こんな暴君にどうして恋こいしてしまったんだろう？

「みっ、見なさい、皆も困って……ないっていうか、わあ、こっちに気を取られているあいだに、大だい乱らん闘とう」

　白雨さんが偽にせ者ものだったなら当然、ともについてきた咲さく耶やさんも女子剣士たちも同じだ。

　目を白黒させて立ち尽つくしている神巫かんなぎは仕方がないとして、剣けん士したちまで全員、なにかの鬱うつ憤ぷんをはらすようにいきいきと戦っている。

「私の勘かんが正しければ、これって果か食け食けの神かみの」

　つかわしめじゃないだろうか？　それをここまで手加減なく斬っていいのか。儀ぎ式しきはどうなるの。頭が痛い。剣士たちは、つかわしめと気づいていないようだ。

　でも胡汀と伊織に関しては薄うす々うす察しているんじゃないの。そう怪あやしんで二人を見み遣やると。

「なんだ阿あ呆ほ鳥どりめ。文句でも？　神が相手でなにか悪いのか」

「緋宮を狙う時点で、価値はないですよ」

「儀式を気にしているのか？　たかが穀物神だ、用があるなら力ずくで従わせればいい」

「そうだな。胡こ汀ていもたまにはいいことを言う」

　どうしよう、この二人のほうこそ悪にしか見えない……！

　屈かがみ込む私の両手を、二人が横から摑んで引っ張り上げる。

「なにを青ざめている。我らを選んだのはおまえだぞ」

　胡汀がご機き嫌げんな表情を浮うかべ、甘く笑った。これ、星神の影えい響きようだと信じたい！

　だとしたら私ってばなんてモノを覚かく醒せいさせちゃったんだ、ただでさえ暴君なのに。

「ともに生きてくださるのでしょう、緋ひ宮みや？」

　伊織も笑い、手を強く握ってきた。胡汀に感化されちゃダメ！

　ああそっか。私、この二人の手を放さないって決めたんだっけ。

　片方には未来の恋こい人びと宣言して、片方は穢けがれ主ぬしたちから奪うばい取った。

　アレッ、つまり諸悪の根源は私ってことにならないだろうか。

　まさかの真実に意識が遠のきかけたときだった。

　またがさりと茂しげみを揺ゆらす音。

「──あ」

「緋宮！」

　今度こそは本物の、白雨さんだった。







　五章







　白雨さんは隣となりの曲きよくを捜そう索さくしていたのだという。そこで運良く碁ご子こちゃんにでくわし、こっちに駆かけつけてくれたらしい。肩かたに一羽わ、ひと休み中の碁子ちゃんがちんまりと乗っている。

　十日以上も行方ゆくえ不明となっていたことについて白雨さんからこってり怒おこられたのち、私たちは急いで帰き鼓こ廷ていを目指した。

　もう一人でも司し狼ろうに乗れるんだけれど、どうもふいの消失を懸け念ねんされているみたい。白雨さんと一いつ緒しよに騎き乗じようすることになった。それにしても神巫かんなぎたちの司狼には荷物が多いなあ。

「──つまり、茅かやに惑まどわされている色ぼけが、次の儀式で召しよう喚かんする果か食け食けなんだな？」

「色、ぼけ……」

　後ろに座っている白雨さんから紡つむがれた言葉に私は寒気がした。凄すさまじく冷えきった声だ。

「その阿あ呆ほ神を、儀ぎで喚よび出して叩たたき潰つぶせばいいと。……界のなかでなら、柱はしら神がみであろうとも殺せるんだな？」

「ちっ、違ちがう、違いますよ!?　正気に戻もどってもらって、儀式を成功させないと！」

　ヤバイ、完全に討とう伐ばつ方向に意識が向かっている！

「またかどわかされたらどうするんだ？　千年くらい封ふうじてしまえばいいのだ」

　白雨さんは、不安がそのまま怒いかりとなって顔に表れる人だ。

　それを知って以来、不ふ機き嫌げんな表情を見るたび後ろめたい気持ちが湧わく。

「だいたい蒸む槻きの神々は、どいつも調子に乗りすぎでは？　どれほどお偉えらいのか知らぬが、祀まつられたいならそれなりの働きをしろ」

「偉いというか、神様……」

　歴代の緋ひ剣けんのなかで、こんなに自国の神々を罵ののしる人はいなかったに違いない。

　ぶつぶつと背後で怨えん言げんを吐はき出す白雨さんの手を見下ろす。私の腹部の前で手た綱づなを握にぎる指は、一時も気が抜ぬけないというように緊きん張ちようしている。それに、かすり傷がいくつもあった。

　なんでだろうと首をかしげ、すぐに思い至る。毎日の鍛たん錬れんでついてしまった傷じゃないか。

「白雨さん、緋剣でいるのは辛つらい？」

　鷲わし見みさんたちの思惑おもわくのせいで遊女にされていたとはいえ、貴人の暮らしは身にしみ込んでいるはずだ。たおやかな人が刃やいばの生き方を選ぶのは、やっぱり無理があるんじゃないか。

「おまえは緋宮でいるのは、辛いか？」

　逆に聞き返されて、口ごもってしまった。白雨さんが手綱から指を放し、ずれていた私の腰こし帯おびの飾かざりを丁てい寧ねいに直す。

「辛くない生などあるのか？　楽だけの生に喜びはあるのか？」

「え？」

「苦の果てに楽があるのなら。今、辛くてもいい」

　私は振ふり向いた。話をしているせいで、先を急ぐ皆みなから距きよ離りが離はなれつつある。それでも、私を見つめる白雨さんを急せかす気が起きない。なにかを祈いのるような、敬けい虔けんな表情をしている。

「緋宮。帰りたいのか？」

「帰るって……？」

「まれびとだから、もとの世へ戻ったのかと。九く支しが、占せんをしてもなにも見えないというし」

　私は驚おどろいた。指し摘てきされるまで、そう誤解される可能性があったと気づかなかった。

　それだけ蒸槻に馴な染じんでいたんだ。

「帰ってきたよ。ここに」

　力強く答えると、白雨さんはようやく表情から不安を消し去って微笑ほほえんだ。手綱を握にぎり直し、勢いよく司し狼ろうを走らせる。
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　それから三日。私たちは強行軍を続けた。睡すい眠みんとわずかな休きゆう憩けい時間以外はほぼ司狼の上だ。ここまでしてもまだ、都までは遠い。

　木々が途と切ぎれ、沈しずんだモノクロの石山の地帯に来たときだった。前方を進んでいた神巫かんなぎたちが急に司し狼ろうをとめ、私のほうに慌ただしく駆け寄ってきた。

「緋宮。冬とう帝ていが向こうの空に」

「冬帝って？」

　白雨さんの手を借りて司狼から降り、空を指差す神巫かんなぎたちに聞き返す。

「季の移り変わるときに出現する冬神のことです。冬帝が空を渡わたれば、近々雪が降る証あかし」

「……帰き鼓こ廷ていに到とう着ちやくするまで、空は持たない？」

　神巫たちの顔色は優すぐれない。望み薄うすってことなんだろう。緋剣や剣士たちも司狼から降りて、ぱらぱらと集まってくる。神巫たちに倣ならって私も空を見上げた。どこか白々とした曇くもり空に、鳥の形に似た大きくて透とう明めいなものがよぎった気がした。空に陽炎かげろうって発生するっけ？

「もしかして今のもやもやした影かげが冬帝？」

　神巫たちが溜ため息いきを押し殺し、深刻な表情で頷うなずく。神じん力りよくの高さが関係しているのか、剣士たちのなかには冬帝の姿が見えずに不思議そうな顔をする者がいた。

　初めて目にしたらしい白雨さんや伊織は物もの珍めずらしげに空を見上げている。

「もし、この燭しよくノ儀ぎが行なえなかったら、どんな災わざわいが起きるのかな」

　私は囁ささやき声で神巫たちに尋たずねた。剣士たちに聞かせないほうがいいと思ったからだ。

「神しん花かにて地は豊かに肥えましたが。敬うことをせぬ蒸む槻きを怨うらみ、穀物神が春を過ぎても目覚めぬ恐おそれがございます」

「種をまいても実がならぬ、という事態になるやも」

「実があっても、種無し、となり翌々年へ繫つなげることができぬやも」

　神巫たちが顔を見合わせて一層重たげな気配を漂ただよわせた。どうしよう、これって神花のときと同じくらい重大な問題になるんじゃないか。私は必死に考えた。解決方法を見つけないと。

「……歴代の緋宮のなかで、この儀ぎ式しきを行えなかった人はいる？」

　神巫たちは再び互たがいの顔を覗のぞき込んだ。一番年とし嵩かさの神巫がゆっくりと口を開く。

「おりますな」

「その緋宮は、どうやってこの季節を乗り越こえたのか知ってる？」

「身の一部を差し出し、穀物神に慈じ悲ひを乞こい願ったのです」

「身の一部？」

　とっさという様子で緋剣たちが私の腕うでを引っ張り、神巫から遠ざけた。

「……身体からだの、どこを差し出したの？」

「緋宮、聞く必要はない」

　白雨さんが私を抱かかえ込み、怒った顔をした。耳まで塞ふさごうとするので慌あわててそれをとめる。

「舌でございます」

　神巫が自分の顎あごをつるりと撫なでて、そう言った。

　私は絶句した。たとえば……指一本とかだったら、すごく怖こわいし痛いだろうけれど！　まだやれたかもしれない。でも、舌というのは。切り落としたら死ぬかもしれないんじゃない？

「乞い願う我の言が覆くつがえることはなし、という意味で捧ささげたのでございます」

　神巫かんなぎの言い方が、妙みように気にかかった。緋宮自身が進んで差し出したのではなく、もしかすると帰き鼓こ廷ていが無む理り強じいしたんじゃないか。

「緋ひ宮みやは、その後どうなったの？」

　短い沈ちん黙もくの後、「しばらくしてお隠かくれに」と神巫が告げた。

　私を抱える白雨さんの腕に力がこもった。お隠れ──亡なくなったんだ！

　重苦しい空気が広がる。どうしたらいいんだろう。儀式ができなければ穀物神……果か食け食けの神かみに失望され、新たな種どころか不作の年を招いてしまう。

　私は奥歯を嚙かみ締しめた。緋剣たちには『私のために血を流せ』と命じたくせに、自分が傷つくのは嫌いやなのか。私の覚かく悟ごってこの程度？　でも、怖くてたまらない。

　舌を切ったあと自分がどうなってしまうのか、普ふ通つうに生きていけるのか。想像もつかない。

　神巫たちは、私の返答を静かに待っている。責任を押し付けるような眼まな差ざしじゃない。『緋宮』の私を尊重してくれているんじゃないだろうか。わだかまりを持ち続けていた神巫が。

「あの」

　声をかけた瞬しゆん間かん、胡こ汀ていに片手で口を塞がれた。さらにその上から、伊織が手をかぶせた。

「なにも言うな」

「いけません」

　じわりと涙なみだが浮うかぶ。庇かばってくれる彼らを見ると、自分の狡ずるさが身にしみてわかり、とても苦しくなった。他ほかになにかいい案はないだろうかと、どうしても考えずにはいられない。

「緋宮。──ここで儀を行ないませぬか」

「そうさな。儀によい、石の柱も生えている」

　神巫たちがふいにそう言った。途と端たん、緋剣たちが彼らに敵意のこもった目を向ける。

「緋宮を贄にえとする気か？」

　胡汀が怒りのこもった低い声を発した。

「新しん暦れきが始まったばかりというのに、犠ぎ牲せいを強しいるのか」

　静かな激情がうかがえる胡汀の横顔に、胸が締め付けられた。

　本気で私を守ろうとしてくれているんだろうか。星神も？

　神巫たちは胡汀を見上げると、ゆったりとした動きで首を横に振った。

「そうではなく」

「好き放題にどこでも神をお招きはできませぬ。もしもその場に瘴しよう気きが満ちれば、荒あら神がみと化してしまうやも」

「あまたの小さき神々とは格が違ちがうゆえ、災いは地を揺ゆるがしましょう。儀ぎの場とは、我らを守り、また、神をも守る領域でございます」

「しかし。逆を言えば場と器うつわ、捧ささげ物ものが揃そろい、方角がかなえばそれでよいのでして」

「こんなこともあろうかと、九く支し様が、儀の神具を我らに授さずけてくださった」

「ただし捧げ物は、生きた動物でなければ。剣けん士し方に急ぎ山の獣けものを狩からせればよいかと」

「折よく日も、麗よしと出ましたゆえ」

「我ら巫ふ者しやが、神気を儀の場にとどめる界のかたしろとなれば」

　うむ、うむ、と神巫かんなぎたちがそれぞれの言葉に頷き、最後に私を見た。

　緋ひ剣けんたちの身体から緊きん張ちようと警けい戒かいの気配が抜ぬけ落ちる。私は戸と惑まどいながら神巫たちに尋ねた。

「ここで儀式ができるの？　九支さんが念のために道具を用意してくれてるって？」

「はい、緋宮。我らにだけではございませぬ。おそらくは他の緋剣の方に同行している神巫にも、持たせているはずです」

「こたびの緋宮は、転てん覆ぷく寸前の危機をさらに転覆させるまれびとであるから、いつなりともぬかりなく支えられるよう、覚悟を……支し度たくをしておけと」

「九支さんてば」

　安あん堵どと感謝で、全身がじわあっと汗あせばむくらい熱くなった。帰き鼓こ廷ていのある方向に、めいっぱい愛を飛ばしておく。もうもう大好き、九支さん。

「……おまえたち、そんな手段があるのならもっと早く言え！」

　白雨さんがどっと疲つかれた様子で項うな垂だれ、文句を言った。た、確かに。再会したときに教えてくれてもよかった気がする。

　神巫たちが目をぱちくりさせたあと、困こん惑わくしながら互いを見み遣やった。

「しかし……」

「誰だれも我らに、尋ねてくださらなかったゆえに」

「なあ？」

「……この間抜けどもめ。だいたい、そのまどろっこしい話し方はどうにかならないのか」

　白雨さんの眉み間けんに深い皺しわが寄った。ま、まあまあ！　神巫たちのおかげで、なんとかなりそうなんだし！　神巫の皆みなさんは基本、のほーんとしているんだよね。

　そう思いつつも、私は少しだけ衝しよう撃げきを受けていた。神巫たちとの距きよ離りはまだ縮まっていない。彼らとも、手を取り合っていきたい。

「儀式ができるってわかってよかった。ありがとう」

　顔を見てそう告げると、神巫たちがきょとんとし、それから嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「緋宮までつられて、鈍にぶいことを……」

　獲え物ものを狙ねらう目つきで神巫たちを見遣る白雨さんを宥なだめつつ、私たちは司し狼ろうにくくられていた荷を解いて、急ぎ儀の準備をした。剣士たちは臨時狩人かりゆうどとなって、石山の地帯の裏に広がる深い森へと散っていく。秋終しゆう盤ばんという時季、獣が都合良く見つかるだろうか。

　岩の陰で女性剣士たちに着き替がえを手伝ってもらいながら、儀の進行を頭のなかで確かく認にんした。

　二本の柱のそばに、男神と女め神がみが立つ。女神がまず柱を左回りに巡めぐる。男神も反対側の柱をくるりと回る。ただし、そちらは右回りに。決められた回数、これを繰くり返す。

　肝かん心じんなのは、柱を回るあいだ男神と女神が絶対に鉢はち合あわせしないようにするってことだ。

「ただ柱のまわりを歩けばいいというだけじゃないぞ」

　神巫かんなぎと打ち合わせをしていたはずの白雨さんがこっちに戻もどってきて、女性剣士たちを下がらせた。着替えの最終チェックをしてくれるらしい。

　しかしこの衣い装しよう。以前の儀式で着用したものも大変豪ごう華かだったけれど、今回の重ね着具合、普通じゃないんですが。本当に十じゆう二に単ひとえみたい。数えたら、十五枚……重っ。

「他になにか、儀式のなかでやることがあるの？」

「脱ぬぐんだ」

「は、はい？」

「女神は一周するたび、一枚ずつ脱いでいく」

[image: ]

　ストリップ、という言葉が頭に浮かんだ私が悪いのか、それともそんな儀式自体がアレなのか。私ってばずぶ濡ぬれ率もぼろ雑ぞう巾きん率も高いけど、脱だつ衣い率もかなりのもののような。

「逆に男神は、一周するたび着込んでいく」

　遠い目をしかけた私とは反対に、白雨さんが鬱うつ屈くつした暗い表情を浮かべた。

「この儀式の意味がわかるか。穀物神の栄えい誉よを再現したものなんだ。穀物神は始まりの世で、耳みみ昏くらの神かみという、地に狼ろう藉ぜきを働く神を制した。これは、食物起源神であり、陽ひ女め神がみと大おお犬いぬのあいだに生まれ落ちた、二番目のおんなかみだ」

　白雨さんは、私の頭に鮮あざやかな宝ほう珠じゆが埋うめ込まれている冠かんむりを置いた。何本もの簪かんざしを横から挿さし込み、ずれないようにする。うう、頭もやはりこうなるか。

「左ひだり腕うでを断たち切り、麦の種を。右腕を断ち切り、黍きびの種を。左ひだり脚あしを断ち切り、粟あわの種を……その刻まれた場所から小さき神が生まれてこれらの種と変わったんだ。こうして蒸む槻きは五穀を手に入れた。耳昏神は五体を切り刻まれたのち、蛭ひるの子となる」

　前に胡こ汀ていが、産児が種となって五穀の豊ほう穣じようをもたらした、って言ってたっけ。

「なんていうか……ちょっと残ざん酷こくな話に聞こえるね」

「残酷どころではない。どうして女神が衣ころもを落とし、逆に男神が着込んでいくと？　力の移行を示しているんだ」

「あっ、再現ってつまり、女神が耳昏神の役ってこと！」

　これもある意味、香気根かざね呪じゆ法ほうだとふいに気がついた。言で仕し掛かけたものではないけれど。緋ひ宮みやが女神のかたしろで、その女神が耳昏神のかたしろで……重ねることで儀の威い力りよくを高める。

「これは男神たる穀物神が女神の力を奪うばい、蒸槻で権勢を振ふるう、という宣せん誓せいでもある。実際、穀物神は蒸槻の柱はしら神がみの一人となった。そして女が陰かげに回り、男が表の権力者になるという図を確かなものにもした。ゆえに帝みかどの祖たる月神を、この男神になぞらえる」

　白雨さんが自分の説明に腹を立てながらも、どこか痛ましげに私を見遣った。

「私は、この儀ぎ式しきはとくに嫌きらいだ」

「……ありがと」

「なんでいきなり礼をいう？」

　私は長い袖そでをこすり合わせ、もじもじした。

「私が脱がされてくのが嫌いやだって思ってくれたんだよね？」

「……ばかっ！　お気楽緋宮め！」

　いいよ、いいよー、怒いかりながらも色づく頰ほお。たまらないよー。

「白雨さんの愛が胸にぐっときますなあ、くく」

「おまえ、私が脱がして獣けものの前に押し出してやろうか」

　想像してさらにもじもじしたら、乱暴に化け粧しようをされた。この荒あらい手つきで麗うるわしく仕上げてくれるとは、白雨さんはほんと侮あなどれぬ。

「──準備はよろしいか？」

　しばらく白雨さんと戯たわむれたのち。場の支度を終えたらしい神巫かんなぎが私たちを呼びに来た。
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　四方に門のかたしろとなる神巫かんなぎを置き、私は左側にそびえる石柱がわりの岩のそばに立った。伊織の姿がどんなふうなのかはわからない。七メートルくらい離はなれた石柱の右側にいるはずだ。

　この石柱もどきの岩、とても太くて背が高い。雪祭りのときに見た柱を少し思い出した。

「あのコスプレ兄さんの正体って、きっと」

　私はふっと溜ため息いきをつき、気持ちを切り替かえた。今は儀式に集中しないと。

　両柱の後方中央には祭さい壇だんが組まれている。さっきちらっと見たら、そこにはすでに剣けん士したちが狩かってきたらしい供く物もつが置かれていた。鹿しかか猪いのししだろうか、結構大きい。

　私が怯おびえるだろうと配はい慮りよしてくれたに違ちがいない、布をかぶせて見えないようにしている。

　あと、果物や穀物類、布ふ帛はく、無理やり集めたらしい花、宝珠。足あし下もとを見れば、柱周り以外の、儀ぎとなる場全体にびっしりと呪じゆ文もんが書かれていた。これ、書くの大変だっただろうな。

　さらには場の外周となる位置に、門番の役目を担になう剣士たちが立っている。

　やっぱりここは帰き鼓こ廷ていのような護まもりの強固な場所じゃない。儀式が万が一失敗して、他ほかの悪あしき神とかを招いてしまった場合、すぐに討とう伐ばつしなきゃいけなくなる。

　ちょっとぞっとしたとき、緋ひ剣けんたちが乾かん木ぼくを打ち鳴らした。以前土つち老ろう人じんを招いた際にも使ったものだ。拍ひよう子し木ぎ的な神具で、神様が途と中ちゆうで迷子にならないようこの音で誘ゆう導どうする。

「よし。呼吸に合わせて、歩ほ幅はばは一定に……」

　柱の周りを歩く。とても単純だけど、いざやってみると緊きん張ちようしているせいで案外難しく感じられた。なにしろ巡めぐる途中で男神と鉢はち合あわせしちゃいけない。一周するたび衣も脱がないと。

「か、絡からまった、帯」

　こういう予想外のハプニングが起きたりする。歩調を変えないよう気をつけて、急いで帯をとく。衣は、なるべく広げた形で足下に脱ぎ捨てる。全部の衣がぐるりと柱を囲うように。

　三周を過ぎ、四周、五周。

　衣を袖そでから滑すべり落とし、次の一歩を踏ふみ出すたびに、身体からだがふわっと軽くなっていく。

　衣の枚数が減ったためというより、羽のように身体を包む神気が原因だろう。

「不思議だなあ。神気って、あたたかいような、清風のような」

　この感覚は緋宮だけなんだろうか。月神役の伊織も同じ思いをしているかもしれない。

　六周、七周。乾木の音が高く澄すみ始めた。

「来る」

　神が降りてくる。

　八周、九周。大気の色が突とつ如じよ、ずんと沈しずんだ。果か食け食けの神かみ。食物起源神たる耳みみ昏くらの神かみを制した、蒸む槻きの穀物神。茅かやさんに恋こいをしているかもしれない神様だ。

　十周に突とつ入にゆうしたとき、不意打ちのように神世の記き憶おくが脳のう裏りをよぎり、私は転びかけた。

「なに……？　また陽ひ女め神がみの力が反応してる？」

　慌あわてて衣を脱いだものの、意識の大半は蘇よみがえった太古の記憶にもってかれてしまう。

『──兄君様！』

　笑いながら、壮そう麗れいな神しん殿でんの柱をくるりと回り、逃にげる私。反対側からそっと回った兄君様が、私を捕つかまえる。驚おどろく私を抱だきすくめ、恋しい人が声を上げて笑った。花々よりもあでやかな方。浅あさ黄ぎに山やま吹ぶき、千草色。風にそよぐ衣の裾は、楽土に舞まう鳥のよう。

『兄君様は、なんて美しくていらっしゃる。見つめられると鼓こ動どうがとまってしまうかも』

　うっとりと呟つぶやく私に、兄君様が熱のこもった瞳ひとみを向け、耳に唇くちびるを寄せた。

『美いつくし姫ひめ、それはわたしのほうなのに。君ほど輝かがやける乙女おとめはおらぬ』

　私は笑い、袖を翻ひるがえして兄君様の腕うでから逃げ、また柱をくるりと──……。

「──遠とお凪なぎさん」

　神世の記憶は途と切ぎれた。十一周目。私は頭をおさえながら、滸こ楽らくの王の姿を思い出した。

「だめだ、儀式の最中なのにぼんやりしたら」

　ともすれば、再びどこかへ攫さらわれそうな意識を保つため、私はぱんっと音を立てて頰を叩たたいた。痛っ、すごくよく響ひびいたな。ちょっぴり乾かん木ぼくの音が訝いぶかしげに鳴ったけれど、胡こ汀ていかな。

　十三周を終えたところで、視界の端はしに映った祭壇上の供物が気になった。

「今、動いた？　生きてるの？」

　剣士はそもそもなんの獣を狩ったんだろう。鹿の類たぐいとは違うみたいだ。

「まさか、滸楽？」

　私は十四周目の衣を脱ぬぎながら、祭壇を注意深くうかがった。

　柱を巡り、祭壇側の景色が遮さえぎられるという寸前──私は大きく目を見開き、足をとめた。

「うそ」

　人間だ。布のなかから一いつ瞬しゆん飛び出たあと、慌てた感じで隠かくれたのは、若い女の腕だ。

「まさか!!」

　不ふ吉きつな予感に襲おそわれ、理性が搔かき消えた。私は一心にそっちへと走った。

「緋宮、どこへ行かれる!?」

　残り一周というところでの私の暴挙に、乾木を鳴らしていた緋剣たちが大声を上げた。

　私は返事をする余よ裕ゆうがなかった。祭壇の前まで行き、供物の上にかかっていた布を勢いよくめくる。

「──緋宮、愚おろかな真似まねをなさいましたね」

「咲さく耶やさん……!!」

　羽の冠を頭に載のせた裸はだかの咲耶さんが、そこに寝ねていた。腹部に、牡お牛うしの絵が描えがかれている。贄にえを意味しているんだとすぐに気づいた。身体が燃え上がるんじゃないかってくらいの怒りが湧わいた。誰だれに対する怒りなのか、わからなかった。

「儀は済んでいないのに。中断なさるとは迂う闊かつにすぎます」

「黙だまって!!」

　十五枚目の衣ころもを脱ぎ、咲さく耶やさんにかぶせる。私の身に残っていたのは、下着となる朱しゆの内衣だけだ。

「誰に、命じられたの」

　低い声で尋たずね、手を取ると、彼女は仕方なさそうにゆっくりと上半身を起こした。

「いいえ。誰にも。私が志願したのです」

「噓うそを言わないで！　本当に殺されるかもしれないんだよ」

「甘いことをおっしゃっては駄だ目めですよ？　ここは界の強固な帰き鼓こ廷ていの場ではありません。乾かん木ぼくを鳴らしても、神のもとまで届くかどうか。より美味な贄が必要なんです。だから、私が名乗り出ました」

　自分で贄になったって？　そんなの信じられなかった。この蒸む槻きで贄になるということは、高確率で死を意味する。だけど咲耶さんは、疑いを解かない私を冷ややかに見て笑った。

「だってこうすれば白雨様が私を永遠に忘れない。儀式のたびに、きっと私を思い出す。その瞬しゆん間かん、白雨様は緋ひ宮みやより、私を強く感じるでしょう？　緋剣を握にぎる緋宮に勝つ唯ゆい一いつの方法です」

　私は思わず一歩引いた。咲耶さんが衣の上から自分の腹部を撫なでて凄せい絶ぜつな微び笑しようを見せる。

「父に抱だかれていたときから、美しい人だと思っていたんです。だから、誰より蔑さげすまれるんだって。美しいものは踏み荒あらされる定めだもの。陽ひ女め神がみ様と同じように」

　咲耶さんが逃げようとする私の指を強く摑つかんだ。

「でも華はな々ばなしく蘇りを果たした。羨うらやましい。ねえ緋宮、私は美しくないでしょう？　母も美しい人ではなかった。緋宮は母をご存知のはず。隠れ神殿を守っていた女……あれが私の母です」

「えっ？　私が前に禁域の森で見つけた神殿の……？」

　私は愕がく然ぜんと咲耶さんを見つめた。神じん力りよくの衰おとろえた架か々が裏りさんのために、滸こ楽らくを監かん禁きんしていた女性。今も帰鼓廷で捜そう索さく中だ。

「十をすぎたばかりの年で私を産んだのです。つまらぬ男に……父に騙だまされ、捨てられた母を先代様が拾ってくださった。母には美び貌ぼうの代わりに、神力があったんです」

　咲耶さんが笑えみを深めた。他た人にん行ぎよう儀ぎな声こわ音ねなのに、隠せない執しゆう着ちやくが感じられる。

「このような生まれのため、私は帰鼓廷で、はみ出し者でした。白雨様だけが手を差し伸べてくださったのですよ」

　だから、恩返しをするというよりも。白雨さんが一生忘れないよう贄の役を引き受けたの？

　私に対して含ふくみを持っていたのも、お母さんの事情が関係していたせいなのか。

　私はゆっくりと視線を巡らした。いつの間にか、顔を強こわ張ばらせた白雨さんがすぐそばに立っていた。彼女も、咲耶さんが贄だとこの瞬間まで知らずにいたらしい。

　近づく胡こ汀ていや──衣を幾いく重えにもまとった男神姿の伊織も、怪け訝げんそうな表情をしている。

　彼女が贄役になると承知していたのは、祭壇の用意をした神巫かんなぎと一部の剣士だろう。

「私が、人柱とかの犠ぎ牲せいを嫌いやがってるって帰き鼓こ廷ていの人たちは知ってるでしょう！　なのに！」

　叫さけぶ途と中ちゆうで全身が粟あわ立だった。神具の手配をしたのは九く支しさんだ。なら当然、帰鼓廷の外で儀ぎ式しきを行なう際の、生いけ贄にえ問題に気づいたはず。普ふ通つうの動物を捧ささげるだけでは足りないと。

　私がなにを考えたのか察したように、咲さく耶やさんは笑みを深めた。

「九支さんっ……！」

　神巫たちが、外での儀式をすぐには提案しなかったはずだ！

　私が尋ねなかったからってだけじゃない。それを伝えれば私が強きよう硬こうな態度で反対すると察し、ずっと伏ふせていたんだ！

「九支様や神巫たちをお責めのようですが。ならば、緋宮が舌をお切りになりますか？」

「咲耶、緋宮を惑まどわせるな！」

　白雨さんが頰ほおを緊張させ、舌打ちまじりに咲耶さんを叱しかった。

「だって、緋宮が浅せん慮りよなことをされたために儀式が失敗してしまいました。半はん端ぱな召しよう喚かんを知って、穀物神もお怒いかりになるでしょう。紀き府ふの長おさなら、その責任をお取りになるべきでは？」

　私は返事ができなかった。儀式を中断した。男神の伊織を、見てしまった。

　果か食け食けの神かみに儀ぎの不ふ手て際ぎわをお詫わびするため、自分の舌を切ることができる？　どうしよう。

「ほら。私の思いは命をかけられるほど深いんです。でも緋宮はそうじゃない」

　頭がくらくらした。じゃあ咲耶さんが贄となるのを黙って見過ごせばよかった？

「……違ちがう」

　私は拳こぶしを握った。何度同じ場面を繰くり返しても、やっぱり私は儀式を中断して祭さい壇だんへと走るだろう。これまでに見た、色々な場所で犠牲となった人たちを思い出す。

　白雨さんも人柱にされかかった。私自身もだ。他ほかにも女性がいた。伊織だってそう。楽らく奪ばい月つきに神しん門もんへ向かう途中で寄った無人の集落でもだ。乾かわいた川には、人柱を立てた跡あとがあった。

「人柱で犠牲を出すのは私が緋宮である限り、許さない」

　帰鼓廷ボスの私が今「緊きん急きゆう事態だから仕方ない」と認めてしまえば、貴人たちは災わざわいが訪おとずれるたびにこの件を盾たてに取って、下位の人々を川に落とすだろう。

「では緋宮が代わりにその身を供く物もつとされるんですね？　他に神への謝罪法はないでしょう？」

　できっこないのにでしゃばるな、という蔑みのこもった薄うす笑わらいを作る咲耶さんに、私は頷うなずいた。こんな小さな動きをするのに、ありったけの勇気を出さなきゃいけなかった。

「……へえ？」

　意外そうに咲耶さんが眉まゆを上げる。頷いたはいいものの、身体からだが勝手に震ふるえ始めた。

　舌を切るって私、大だい丈じよう夫ぶなのかな。死んだら……あ、佐基さんに会えるかもしれない。

　それならあまり怖こわくない気がする。でも、胡こ汀てい。「私、神話の謎なぞを解き明かしてあなたの心も奪うばっちゃうもんね！」とか偉えらそうなことを言ったのに。

「……胡こ汀てい、あの」

　私は自分の衣を握った。どうしようどうしよう、かっこつけてるけれど喉のどが干ひ上あがりそうなほど怖くて仕方ない。

「おまえは俺をどうしても荒あら神がみにしたいのか？」

　私たちのやりとりを見て、胡汀は先の展開を予想したらしい。

　星神を思わせる冷れい酷こくな表情で私を見下ろす。

「それでもやると？　なぜおまえはいつも俺を引っ搔き回すんだ」

　本当は嫌だよ、怖いよ。舌を切るってどのくらい痛いの？

　でも私を、よい護女だと褒ほめてくれた、ときごえ様は。命を捨てて護まもってくれたじゃないか。

　よ、よーし！　ここで頑がん張ばらなきゃ。絶対に死ぬって決まったわけじゃないし、私ってとびきりの強運持ってる賭と博ばく師だし！　話せるうちに、めいっぱい告白しておこうか。

　胡汀が忘れないようにたくさん好きって言っておきたい。

「──緋宮。穀物神を喚よび出す方法は他にもまだあるでしょう？」

　ずっと口をつぐんでいた伊織がふいに私の腕うでを摑み、微笑ほほえんだ。

「俺の正体、忘れたんですか。この力を解き放てば、神を釣つれるかもしれませんよ」

　皆みなが訝いぶかしげに伊織を見た。絢けん爛らんな柄がらの衣を幾重にもまとい、宝玉の冠かんむりを載せた美しい姿は、本物の男神のよう。彼のなかには、確かに太古の力が眠ねむっている。

「──やめて!!」

　神の力を目覚めさせれば、果か食け食けの神かみだけじゃなく穢けがれ主ぬしたちまで引き寄せてしまうかもしれない。そのあとは？　皆は伊織をどう思うだろう？

　穢主たちとの繫つながりを完全に断たち切れる方法が見つかるまで、秘密にしておくべきだ。

「伊織、その話はあとでしよう？　儀式は私がなんとかするから！」

「俺の血以上に、供物に相応ふさわしいものはない」

「ダメだってば！」

　声を荒あらげた私に、くすりと笑う。そのあと、さりげない仕草でつうっと自分の腕の内側に、指で線を引いた。ナイフで切ったように皮ひ膚ふがざっくりと裂さかれ、血が溢あふれた。

「うそっ……」

　私は血相を変え、伊織に飛びつこうとした。意地悪をするように伊織がその腕を高く上げる。

「伊織!!　ダメって言ってるでしょう！　緋宮が命じているんだよ!?」

「怒おこったあなたもかわいらしいから、俺は恐おそれることができない」

　こんなときまでなにを言っているの!?

　血がすごい勢いで流れ、伊織の腕を真っ赤に染める。もしここに穢主が現れたら伊織のことを伏せておけなくなる。もうこの人、鳩尾みぞおちでも狙ねらって気絶させたほうがいい！

　拳を握り、伊織の衣をめくろうとしたときだった。

「──俺の血もやろうか」

　胡こ汀ていまでも小刀で、すぱっと腕を切った。全員が呆あつ気けにとられた様子で胡汀を見る。

　当の本人は皆の視線を意に介かいさずしげしげと自分の腕を眺ながめ、急に不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

「痛いな。ずきずきする」

「な……なにをしてるの!!」

　ってどうして、捧ささげ物の麦の上に血を振ふりかけるの!?　や、やだ見ているだけでも痛い！

　これって胡汀も気絶させなきゃいけないわけ。だいたい私の緋ひ剣けんっていつもいつも……！

「……私もやらねばならないのか」

　白雨さんまでもが溜ため息いきをついた。とめる隙すきも与あたえてくれず、胡汀の手から奪った小刀でぱつーんと──耳の片側にくくっていたきれいな白い髪かみを切り落とす。

「白雨さん!?　わ、私のお気に入りの髪……っ」

「持ってろ」

　半泣き状態の私の手に、切り落としたばかりの髪を置く。それから胡汀と同じように、肘の下あたりを大だい胆たんに切った。放心する私の手に載のせた髪に、その血をしたたらせる。

「な、なっ……！」

　予想外の展開に、頭が追いつかない。

「くそ、伊織め！　痛いじゃないか」

「自分でやったのになぜ俺を睨にら……そうではないだろう、おい白雨、おまえまでなんの真似まねだ！」

　私同様、ぽかんとしていた伊織が慌あわてて口を挟はさんだ。

「うるさい、おまえだけがやるなんて許せない。緋ひ宮みやがこの先ずっとおまえを優先してしまうだろうに。想像すると腹が立つ」

　な、なんだってー!!

「……おまえたち、まさかそんな理由で？」

　啞あ然ぜんとする伊織と私に、二人がなんとも絶ぜつ妙みような悪人顔を見せた。

「剣けん士しども。おまえたちもさっさと来い。ああ、そこの器うつわを渡わたせ。大きいほうを」

「胡汀、なんで剣士まで！」

「儀において、生き血と髪を差し出す、という行ないは珍めずらしくないことだ。ただ、今までそれをやらされてきたのは、無位の者たちだが」

　私は身を強こわ張ばらせた。身分なき人たちを犠牲にする。蒸む槻きの儀式とはそういうものだった。貴人や力持つ者たちは、儀式を執とり行ないはしても、髪一本さえ差し出すことを厭いとう。

「ここにいる剣士は、神力を持つ者が多い。へたな供物よりよっぽど効果があるだろう？」

　儀の場の境を護っていた剣士たちがぞろぞろとやってくる。

　私は皆を見回した。とめようとする私を、全員揃そろって、つーんと無視する。

「誰だれか一人だけが命を捨てて責を果たすこともない。皆で少しずつ担になえばいいだろう？　緋宮はそれを望んでいたのではなかったか？」

　白雨さんがやけに生き真面まじ目めな顔をして問いかけてきた。一人で覚かく悟ごを決めるんじゃなく、皆を巻き込んでほしい。確かに以前、私はそういう意味合いのことを口にしたんだった。

　剣士が、次々と胡こ汀ていたちの真似をする。髪の長い者はそれを切り落とし、一ひと抱かかえもある大きな高たか坏つきに載せる。肌はだを裂き、血を流していく。

「咲さく耶や。おまえの血も抜ぬいてやる」

　白雨さんが女王様の笑えみを浮うかべ、私や伊織と同様に自失している咲耶さんの腕を取って祭壇から降ろした。

　そこにささっと剣士が髪を盛った高坏を置く。なんですかこの流れるような連れん係けいプレー。

「これだけの人数がおのれの一部を捧ぐのだ。十分な供物ではないか。とっとと来いというのに。色ぼけ神め」

　まさか白雨さんの暴言が聞こえたわけではないだろう。髪で山盛りになった高坏が、突とつ然ぜんぼこっと不自然に膨ふくらんだ。私たちは全員、高坏を置いている祭壇から一歩引いた。

　す、すごく不気味なんですが！　なにかやばいモノが出てきそう！

　あってほしくない恐きよう怖ふの想像をした瞬しゆん間かん、それは現実に変わった。

　ずるりと、高坏のなかから頭が現れた。右半分はけだもの、左半分は頰ほおがこけた男。果か食け食けの神かみ。

　顎あごのところまでじわじわと上がると、そのあとは長い胴どうをうねらせ、一気に飛び出す。

　緋剣が私を抱だきかかえ、安全な位置まで後退した。

「これは……！」

　剣士たちが驚きよう愕がくの声を上げた。出現したのは果食食神だけじゃなかった。

　この神のつかわしめだろう妖あやかしたちまでもが大量に噴ふき出し、高坏を粉々に砕くだいた。

　宙を泳ぐ神のつかわしめたちは、天てん人じん、天てん女によのような優美な衣ころもをまとう魚だった。

　鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が的、というよりも雛ひな人にん形ぎようを連想してしまう。笛や小こ太だい鼓こ、花の枝などを持っているせいだ。小こ槌づちを持つ者もいる。花びらをまく者も。雪のようにはらはらと降る。

　白く霞かすむ景色はとても幻げん想そう的だ。でもこの美しさが、彼らの歪ゆがんだ魚顔を一層怪かい奇き的なものにしている。

　私たちは言葉なくつかわしめを眺めた。泳ぐ彼らの中心に、龍の身を持つ果食食神がいる。燃え滾たぎる溶よう岩がんのように赤く爛ただれた背に、色しき笠がさをかぶった一人の女性を乗せていた。

「茅かやさん」

　呟つぶやいた瞬間、花びらの色が真っ赤に染まった。血の雨と変わり、音を立てて私たちに降り注ぐ。その生なま臭ぐさい匂においに、ぞわっと鳥とり肌はだが立った。

「皆、構えろ！　襲おそってくるぞ！」

　胡こ汀ていが鋭するどく叫さけんだ。優ゆう雅がに衣の裾すそをなびかせて宙を泳いでいたつかわしめたちが突然、化け物のように牙きばを剝むき、こっちに突つっ込んできた。

「しかし……！　これは穀物神のつかわしめでは!?」

「悪あつ鬼きならばいざ知らず、神の妖を殺あやめれば祟たたりが」

　動どう揺ようする剣士たちを、白雨さんが一いつ喝かつした。

「おまえたちは誰の剣けんだ!!　神だろうが悪鬼だろうが、蒸む槻きの護女に仇あだなす者は斬きれ!!」

　剣士たちが私に視線を向けた。私は反射的に、皆みなへと手を伸のばした。自分でもなにをしたかったのかわからない。彼らは剣を構え直して散らばり、次々とつかわしめを斬り始めた。

「みんな！」

　は、隼はや鉄てつー！　私にも誰か隼鉄を渡して！　私の能力ってば未いまだ碁ご子こちゃん召しよう喚かんと時々花を咲さかせるのと、鉄の形を変えることだけ……しょぼくないですか。

　白雨さんが横を通り抜け、私に小槌を振り下ろそうとしていたつかわしめに剣を振るう。

「だいたい！　朝火と！　未み不ふ嶺ねは、どこをほっつき歩いているんだ！」

　八つ当たりしながらつかわしめを斬ってる。

　私はあちこちに視線を投げ、武器になりそうなものを探した。見当たらない！　器の破は片へんじゃ、役に立たな……ま、待った！　捧げ物の剣のなかに、隼鉄発見した！

「弓！　弓……あと矢がいるの！」

　握にぎった剣を弓に変えることはできたけれど、矢の分までの鉄がない。

「矢!!」

　足をじたばたさせながら叫んだときだ。宙を泳ぐつかわしめの一匹ぴきと目が合ってしまった。

「こ、来ないで！」

　つかわしめは歓かん喜きを表すように忙せわしなく尾おを振り、私に突とつ撃げきしてきた。迫せまり来る大きな口。私は恐怖のあまり凍こおり付いた。鼻を嚙かみちぎられる、というところでつかわしめがぴたりと動きを止める。私は二度の瞬まばたきのあと、ぎぎっと錆さびた動きで視線をずらした。

　つかわしめの横腹を、胡汀が隼鉄の剣で貫つらぬいていた。護ご剣けん士しだけに許される特とく殊しゆな破は魔まの剣。

「……俺の鳥になにをする」

　胡汀が勢いよく剣を引き抜いた。その動きに合わせて、以前より少し伸びた髪が揺ゆれ、頰ほおにかかる。ゆっくりとこっちに向かう眼まな差ざし。鋭くて、美しい。胡汀が腕うでを伸ばす。

　私を抱きかかえるように優やさしく引き寄せ──たと思ったら、すこぶる億おつ劫くうそうな顔をされ、なおかつ乱暴に押しのけられた。

「そこにいると邪じや魔まだ。おまえは余計なことをするな」

「わあ暴君……。たとえ！　どんなに邪じや険けんにされても、わ、私の気持ちは変わることなくときめきと情熱に溢あふれてますからね!?」

「うるさい」

　容よう赦しやなく私の言葉を一いつ蹴しゆうすると、胡こ汀ていは再び剣を振り上げ、宙に留とどまっている果か食け食けの神かみに厳しい目をやった。

「儀ぎにてお招きしたというのに、神が我らを襲うのか！」

　口をぱくぱく動かしながら飛びかかってきた天女衣い装しようのつかわしめを叩たたき斬って、胡汀が怒ど鳴なった。ぎゃん、と犬のような悲鳴を上げ、つかわしめが落下する。斬られたつかわしめはすべて、普ふ通つうの小さな白魚に変化していた。地面の上で弱々しくぱたぱたとはねている。

『緋ひ宮みや。「不浄の王」を渡せば、蒸む槻きに新たな実りを授さずけよう』

　私は小魚から視線を引き剝はがし、傲ごう然ぜんと見下ろす果食食神に顔を向けた。

「不浄の王……？」

　記き憶おくを手た繰ぐり寄せるように、胡汀が眉まゆをひそめた。

　もしかしたら、胡汀のなかの星神は伊織の秘密に気づくんじゃないだろうか。神世で出会ったことがあるかもしれない。私は焦あせりながら、果食食神と胡汀を見比べた。

　果食食神の背に乗っている茅さんがゆらりと甘い指先で色しき笠がさを外し、それを地に落とした。

　つかわしめと戦っていた伊織が私のそばにやってきて、茅さんを見上げる。一いつ瞬しゆん息をとめたあと、上空にいる彼女へと剣先を向けた。

「その女こそ昔、山に棲すむ『穢けがれしもの』と絡からみあって俺をなしたんだろうが。そういう醜みにくき女の色いろ香かに、柱はしら神がみと目される貴たつとき神が惑まどわされるとは！」

　伊織が深い憎にくしみを顔にはりつけ、掠かすれた声で叫んだ。

　彼の糾きゆう弾だんを遮さえぎるためなのか、果食食神が大きく口を開け、私たちに向かって咆ほう哮こうする。

「ひゃ……！」

　凄すさまじい声だった。鼓こ膜まくを突き刺さし、目を開けていられないほどの強風を巻き起こす。

　私は両りよう腕うでで自分の顔を庇かばった。胡汀が私の頭を摑つかみ、自分の胸に押し当てる。

　唐とう突とつに、風がやむ。

「えっ？」

　恐おそる恐る胡汀の胸から顔を上げて、私はびっくりした。

　剣けん士したちの姿がない。つかわしめも、白雨さんもいない。おまけに周囲の景色は、写真のポジとネガを入れ替かえたみたいに、色合いが急激に黒ずんでいる。

「ど、どうなってるの」

　私は目を白黒させた。ここにいるのは茅さんを背に乗せた果食食神と私、胡汀、伊織だけだ。

『──私の息吹いぶきを浴びても、耐たえるとは。おまえ、身に大なる神を飼っているな？』

　果食食神の言葉に、伊織さんが驚おどろきの目を胡汀へと向けた。

「みんなはどこにいったの!?」

　胡汀の衣を握る指に力をこめ、私は叫んだ。白雨さんたちの安否が気がかりでたまらない。

「案じることはないわよぅ。私たち、神の気を浴びて、現うつつからね、ほんの少しずれた場所にいるのよ。剣士たちは無事だから」

　説明したのは茅さんだった。鏡の世界にいる感じなんだろうか。現実とそっくりだけど本物じゃないっていうような。

「伊織、おまえが我を張らなければ、緋宮は苦境に追い込まれずともすむのよ？」

　伊織が憎ぞう悪おの渦うず巻まく瞳ひとみを地に向け、頰を歪めた。私は胡こ汀ていから身を離はなし、急いで彼の手を握った。

「私の女王様が言ってました。楽だけの生に喜びはあるのか……私、苦しいときこそ、みんなで一いつ緒しよに乗り越こえたい。何度お願いされても伊織は渡わたしません」

「困ったわねえ。国の護女が、穢けがれの王おうのために危機を呼び込むの？」

　胡汀が、どういうことだと尋たずねるように私を鋭えい利りな視線で突き刺した。伊織は血がにじむんじゃないかというほど唇くちびるを嚙み締しめ、茅さんを睨にらみ上げる。

『緋宮、よくお聞き。その男は、太古の世で陽ひ女め神がみを殺あやめた者の血を継ついでいる』

　伊織の身体からだが、びくりと激しい緊きん張ちように包まれた。私は必死に手を揺らした。大だい丈じよう夫ぶだから！

　眉を寄せて俯うつむく伊織の眼差しがふと、横にそれた。離れた位置の地面から、白い煙けむりがしゅるりと立ちのぼっている。それが見る間に人ひと形がたへと変わった。

　輪りん郭かくはぼやけているけれど、背せ丈たけからして──男性？　長い髪かみと古風な装そう飾しよく品。胸当てのある武人のような勇ましい衣。この人は。

「……俺？」

　伊織が茫ぼう然ぜんと呟いた。その白い煙を薄うすくまとう人物がこちら側を向く。伊織と通じる顔立ちをしていた。また別の場所に煙が上がる。そちらは──顔はゆらゆらとぼやけたままでわからない。でもあの、血と汚お穢わいがしみ込んだ、ぼろの衣ころもは。

「わ、私なの……」

　衝しよう撃げきを受けてよろめいた私を、胡汀が驚きながら両手で支えてくれた。

『見よ。けだものと陽女神の結びつきより生じた男神……水脈を統すべる龍りゆうの神だ。輝かがやかしい神気を持ちながらも、所しよ詮せんはけだものの血を持つ者よ。救うべき陽女神を、おのが手で』

　縋すがりつこうとする過去の私を、龍りゆう神じんが突つき飛ばした。

　声は聞こえないけれど、地面に倒たおれた私がどれほど苦しがっているのか、その動作でわかる。身を魚の尾びれのようにくねらせ、狂くるおしく頭をかきむしって、両手を龍の神に差し伸べる。その指には、自分の長い髪がびっしりと絡み付いていた。

「やめろ!!　──陽女神を殺めるな！」

　伊織が隼はや鉄てつの剣を龍神へと投げつけた。だけどこれは幻まぼろしの光景だ。龍神の胸を虚むなしく通過するだけで、消し去ることはできない。胡汀は我を忘れた様子で過去の神々を眺ながめている。

「見るな、緋宮!!」

　伊織が私を荒あら々あらしくかき抱いだいた。

「頼たのむ、頼むから、見ないでくれ」

　伊織が、壊こわれそうな声で囁ささやく。身じろぎする私の顔を必死に手で覆おおおうと。

　視界を塞ふさがれる寸前、飛び込んでくる凄せい惨さんな過去の景色。

　振ふり上げられた刃やいば。天あまつ神かみよ、月神よ！　なぜ助けてくださらぬ。

　男神よ、よく私を見て。なぜ手を振り払はらうの。そうまで醜いのか。よく見て男神。

　刃はとまらず私の胸を貫き、そして首を刎はねた。

「あぁっ……!!」

　伊織が心を破ったような声を上げた。突き飛ばすように私の身を引き剝がし、さらに数歩、後退する。突とつ然ぜん私の横に、一本の糸が降りてきた。指を伸のばして摑んだとき、それはすぐさま鈍にぶく輝く矢に変わった。足あし下もとには、私が作った隼はや鉄てつの弓が落ちている。

『討うて、緋宮』

　果か食け食けの神かみが茅かやさんを背に乗せたまま私の頭上を一周し、厳おごそかに命じた。

『今こそ怨うらみを晴らせ。これをもって、陽ひ女め神がみが抱かかえるすべての憎悪を封ふうじよ』

　陽女神が抱えるすべての──？　私はそっと弓を拾い上げた。茅さんがなぜか果食食神の背から大きく身を乗り出し、信じられないように私の動きをまじまじと見ていた。

「お待ちよ、果食食神。話が違ちがうじゃないの。伊織を捕とらえたあとは、穢けがれをすべて落とすまで界に閉じ込めると。討つなど、初耳よ」

　茅さんが手を振って憤ふん慨がいした態度を見せ、高い声を発した。

「聞いているの、果食──」

　詰きつ問もんを封じるように果食食神が荒あらっぽく宙を旋せん回かいし、茅さんを無情にも落下させた。

　悲鳴を上げて地に転がった茅さんに、冷たい眼まな差ざしを注ぐ。

『愚おろかな女。討つ以外に清める法などあろうか』

「おまえ様ったら！　神が人をたばかるのね」

　落下時に身を強く打ったらしい。茅さんは肩かたを押さえて上体を起こしたあと、悔くやしそうに果食食神を見上げた。どういうことだろう。茅さんと果食食神の思惑おもわくが、違う？

　幻の光景からまだ意識を完全に戻もどせず、うまく考えることができない。

『射い貫ぬけ、緋宮。この儀ぎを待っていた。守護ある界の内であれば、おぞましき穢けがれ主ぬしどもに手出しをされることもない。新しん暦れきの安あん寧ねいのために、邪じやとなる者を退けよ』

　私はゆっくりと矢をつがえた。伊織は逃にげない。両りよう膝ひざを落とし、まばゆげに私を見上げる。

「他ほかの神なら返り討ちにでもしてやるが……あなたになら殺されたい。さあ、どうぞ」

　その切ない言葉でぱちっと目が覚めた。私の剣けんが死を望んでいる。

　そこまで言うなら──やろうじゃないの。

　覚かく悟ごを決めた緋宮は強いんです。見てなさい！

　私は、ぎゅっと弓を引き絞しぼった。深く呼吸し、狙ねらいが外れないよう祈いのって、矢を放つ。

「──」

　神気をまとって燃える私の矢は、夜空を貫つらぬく流れ星のように宙を裂さき、狙った相手──果か食け食けの神かみの頰ほおを傷つけた。

『──おのれ、護女!!』

　ちぇっ、かすっただけか。

　怒ど気きを放つ神様を見上げながら、私は心のなかで行ぎよう儀ぎ悪く悪態をついた。暇ひまのあるとき、伊織に稽けい古こをつけてもらおう。矢を放つ瞬しゆん間かんに、すばやく狙う方向を変えるって難しい。

「神だろうが悪あつ鬼きだろうが、私の剣を傷つける者は許しませんっ」

　さっき白雨さんが似たようなことを言ってたな。うん、護ご剣けん士しと緋ひ宮みやは相思相愛だもんね。

「緋宮、なんということを穀物神に」

　神しん妙みように跪ひざまずいていた伊織が腰こしを浮うかし、目を丸くした。

「んもうっ、ばかばか！　一緒に帰き鼓こ廷ていで生きたいって言ったのに！」

　仁に王おう立ちしてがみがみと叱しかると、伊織が慌あわてふためきつつ立ち上がった。

　胡こ汀ていもここでようやく魂たましいを取り戻したように目を瞬まばたかせ、私を見つめる。

『護女が蒸む槻きの柱はしら神がみたる私に矢を向けるのか！』

「何度でも!!　緋宮は自分の剣を絶対に捨てません！　それを要求するなんて、意地悪な神ですね！」

　こっちに手を伸ばそうとする伊織を力ちから一いつ杯ぱい睨にらみながら、果食食神に反論する。そ、そんな寂さびしげにしたって、すぐには許してあげないんだから。ちょっとは反省してくださいっ。

『陽ひ女め神がみを殺あやめた末に位を落とし、穢けがれ主ぬしの祖となった龍神。その穢れた部分を最も色いろ濃こく継いで生まれた者を囲うというのか！』

　もちろん堂々と囲っちゃうもんね！

「私は陽女神そのものじゃないです。それに、祖先の龍神が希代の殺さつ人じん鬼きでコワモテで胡汀以上に暴君具合が甚はなはだしくともですね、今の伊織とは別人なわけだし！」

　威い張ばって告げると、微び妙みような視線を二人の緋ひ剣けんから受け取ってしまった。や、やだ、あとでコレ、胡汀に拷ごう問もんされそうだ！

『──これは、私と茅がなした罪の子ぞ』

　私たちの周りを巡めぐっていた果食食神がふいに怒気を削そぎ落とし、声のトーンを変えた。

「どんな生まれでも伊織は渡わたさな……は、はいっ？　今、なんて？」

『それが現うつつで穢主の王になるというなら、なぜ殺めずにいられよう？　その穢れし力が蒸槻に災厄を招くかもしれぬのに』

　その前に、なんか耳を疑う衝撃的な告白をしませんでしたか！

　果食食神が、蛇へびのような速さで宙を走り、愕がく然ぜんとしている私に大きな顔を近づけた。

『私もまた、龍の神の血を受け継ぐ者。伊織は神と人のまじわりにて生まれた子ゆえ「ただびと」とはなれぬ。そして不運にも祖の持つ昏くらき力ばかりがその身に宿り、穢けがれの主ぬしの定めを負うことに』

「え？　ええ？　茅さんとまじわっ……、お、お、お父様でいらっしゃる!?」

　私は目を剝むき、ぷるぷる震ふるえる指を突きつけながら伊織と果か食け食けの神かみを何度も見比べた。

　ちょっと待って、動どう悸きが激しくなってきた！

　伊織ってば、ある意味めちゃくちゃ高貴な生まれっていうか、いや、リアルに半分神様ってこと？　というか果か食け食け様、じゃあ二十年以上前から茅さんに恋こいしていたと？

　伊織本人はまったく実感がない様子で変な顔をしている。

「お、落ち着こう私。ええと茅さん、今の話は本当で……？」

　茅さんがのろのろと立ち上がり、重い目をして伊織を見た。急に十も二十も老け込んだ印象だった。沈ちん鬱うつさを表す眉み間けんの皺しわ。歪ゆがむ唇くちびる。

「生まねばよかった」

　伊織が、静かな表情を茅さんに向けた。

「生まねば、こうまで私は苦しまなくてすんだのに。日々疎うとむことも、恐おそれることもなかったろう。おのれの腹から、神こう々ごうしく、それ以上に陰いんの気を持つ命が落とされるなど、荷が勝ちすぎるわ。堕だ落らくしきった私とて、神の子をなす恐ろしさはわかるもの。幾いく度ど眠ねむれぬ夜をすごしたことか。憎にくらしくてたまらないよぅ」

　茅さんが乱れた髪かみを執しつ拗ように、耳の後ろに撫なで付けながら吐はき捨てた。

「……子が、こうして苦しむこともなかったろう」

「あ……」

「だが緋宮が見捨てず救ってくださるというなら……なぜ今、我が子に死を与えられようか？」

　ふいに指の動きをとめ、どこかおずおずと私に目を向ける。不安と期待が入り交じる、引きつった表情だ。伊織が食い入るように茅さんを見つめている。

　私は、ぱっと閃ひらめいた。もしかして茅さん！　わざと伊織に嫌きらわれるために、生いけ贄にえにするとかって噓うそを言ってたんじゃないか。伊織に、出生の秘密を隠かくすため。

　憎んでも憎んでも、やっぱり自分の子だから。

　どうしても殺せない。苦しむ道を選ばずにはいられないんだよね？

『身に潜ひそむ穢れの力が目覚めぬままであれば、見過ごしもしたが。緋剣となり、陽ひ女め神がみの力に触ふれたために、太古の血が解き放たれようとしている。我が子であろうとも野放しにはできぬ。我は蒸む槻きの柱神。災わざわいの子は、消さねば』

「信じてください、果食食様。私、自分の緋剣を穢けがれ主ぬしの王になんかさせません」

　私は精せい一いつ杯ぱい心をこめてお願いし、そろりと果食食神に指を伸ばした。

　獣側の顔に触れる直前で、果か食け食けの神かみは振ふり切るように勢いよく空へ舞まい上がった。

『信じぬ。人の誓ちかいは花より脆もろく枯かれるもの』

「果か食け食け様！」

『討うてぬというのなら、新暦を認められぬ。伊織ともども黄泉よみへいけ』

　果食食神が非情な宣告をし、私たちに向かって大きな口を開けた。大量に吐き出される魚形のつかわしめ。伊織と胡こ汀ていが私の前に飛び出した。胡汀が術を紡つむぎ、虹にじ色いろの鳥を召しよう喚かんする。

　鳥の群れが、つかわしめたちに食くらいつく。初めは拮きつ抗こうしていたように見えたけれど、圧あつ倒とう的につかわしめの数が多いせいで、胡汀の鳥たちはすぐに劣れつ勢せいと変わってしまった。

「この数をいちいち斬きっていては、らちが明かないだろうな」

　伊織が隼はや鉄てつの剣を両手で持ち、地面に勢いよく突つき刺さした。刀身の表面を彩いろどる優美な花の模様。その花の蔦つたが生き物のように刀身から浮き上がり、無数の触しよく手しゆと化して一気に地へ広がった。そして鞭むちのようにしなり、私たちに接近するつかわしめを次々と仕留める。

　でも、打ち破れるのはつかわしめだけだ。

　いくら緋剣でも蒸む槻きの柱神をそう簡単に殺せるはずがない。さっきの私の矢だって、頰をかすっただけでなんのダメージも与えられなかった。

　どうすれば頑がん固こに拒きよ絶ぜつを示す果食食神の心を解くことができるんだろうか。めまぐるしく考えたとき、胡汀が軽く舌打ちし、衣ころもを数枚脱ぬいで身軽になった伊織を睨にらんだ。

「おまえ、穢けがれの王おうとなる定めだと？　いつの間にそんな得体の知れぬ者になったのか。いっそ穢けがれ主ぬしを呼んでこいつらを一息に吞のみ込んでしまえ」

「人のことが言えるのか？　おまえも身に神を飼ってるだと？　そっちこそ呼んでみろ！」

　胡汀と伊織が腹立たしげに口くち喧げん嘩かをし始める。

「二人とも、この状じよう況きようで言い争うのは……」

　とめる途と中ちゆうで、背筋に悪お寒かんが走った。二人はお互たがいをただ罵ののしったんじゃない。

　自分のなかに眠ねむっている太古の神の血を目覚めさせる気なんだ。

　果食食神を完全に敵と見なし、討ち取ろうとしている。

「ダメ、絶対にダメ!!」

　私は必死の形相で二人の衣を引っ張った。同時に振り向く二人の瞳ひとみは、既すでにもう決意の通り色が変化している。胡汀は銀色に、伊織はもっとどろっとした鉛なまりを含ふくんだような濃のう灰かい色しよくに。

「下がっていろ、緋宮。神だろうが人だろうが、おまえに手出しはさせないから」

　揺ゆらぎのない胡汀の静かな声を聞いたとき、果食食神が胴どうをうねらせて勢いよく降りてきた。私たちを嚙かみ殺そうとしている。

「──あっ？」

　なすすべなく拳こぶしを握にぎった瞬しゆん間かん、耳の横からなにかがもぞっと飛び出した。もしかして、密ひそかに隠れていた碁ご子こちゃん？

　時々碁ご子こちゃんは、私の知らないあいだに衣のなかに隠れたりしている。でも、違ちがった。飛び出したそのちまいモノは空中であっという間に巨きよ大だいになり、果か食け食けの神かみに食らいついた。

「──宇う迦か迦か様!?」

　私は素すっ頓とん狂きような声を上げた。行方ゆくえ知れずとなっていたはずの宇う迦か迦かの神かみだ。まさかこんなそばにいたなんて。

　宇迦迦神が勇ゆう敢かんに、果食食神ののど笛に嚙み付き、さらに高く高く宙へと舞い上がる。

　空で、もつれるように争う双ふた子ご神。宇迦迦神は明らかに押されていた。双子でありながら力弱き神なのだと、恥はずかしそうに嘆なげいていたのを思い出す。

「殺しちゃだめ！」

　逆に深く嚙まれて負傷した宇迦迦神が、たまらぬ様子で落下した。

　私たちの前に凄すごい音を立てて横たわる。

「宇迦迦様！　……果か食け食け様ってばひどいよ!!　こんなに怪け我がをさせるなんて！」

　宇迦迦神の尾おがちぎれかかっている。傲ごう然ぜんとこっちを見つめる果食食神を睨みながら、私は宇迦迦神のそばに膝ひざをついた。滸こ楽らくのような治ち癒ゆ能力を持っていないのか、それとも神の一いち撃げきが強きよう烈れつすぎたのか。傷がじわじわと広がっている感じがした。双子の兄相手に、ここまで。

　宇迦迦神が辛つらそうに顔を上げ、か細い吐と息いきを落とす。

『殺さぬでおくれ。なあ、果食食。これはおまえの子ではなく、本当は私の子であろう？』

「……はい？」

　傷よ治れー！　と念をこめつつ宇迦迦神の髭ひげをさする手をとめ、私は目を見開いた。

『茅かやに恋をしたのは私。しかし、この醜さ、弱さ。果食食、おまえのような強き大神であれば、人の娘むすめをさらえるだろうか。そう思い、おまえと偽いつわって茅と契ちぎりをなあ』

「え……おまえ様なの？　昔──あの大雪の夜、人柱とされ、死にかけていた私を助けてくれたのは」

　茅さんが驚きよう愕がくの表情を浮うかべ、ふらふらと宇迦迦様に近づいた。

　二十年くらい前にも茅さんは生贄にされかけたことがあったの？　時を経て、河かわ方かたの儀ぎから逃にげ延のびたあと、今度は果食食神に拾われて──伊織の存在が明らかになったってこと。

　果食食神は、茅さんが相手を間違えていることを知りながら、わざと訂てい正せいしなかった？

『茅。おまえを苦しめてすまなかった。言えなかったのだよ、おまえを愛いとしんだ者は脆ぜい弱じやくな陰の神であるなどとは。この日まで、子がいることもわからずに。私と同じように、果食食もおまえに惹ひかれていたのだと疑った。なれどもだ、力を振るうときの、子の目は、私と同じ目の輝きを持っているではないか』

　宇迦迦様が、二つの面を宿すその凶きよう悪あくな顔に寂さびしげな笑えみを乗せ、切々と言葉を紡いだ。

『果食食よ、どうか子を殺さぬでおくれ。卑ひ小しようなりとも私も神。この霊たまを、我が子の守護とするから。私は人の魂たましいが持つ強さを知った。果食食も見たであろう？　この子らは、むごき定めに屈くつすることなく立ち向かう。神ではなく人として、まばゆき意志を持ち──』

　言うなり、宇う迦か迦か様が身を溶とかしていく。

「宇迦迦様!?　どうしよう！」

　慌あわててその長い首を持ち上げようとする私を、胡こ汀ていと伊織が後ろからとめた。

　ときごえ様のときと似ていた。肉がじゅるりと溶け落ち、骨まで変形していく。

　最後に残ったのは獣けもののほうの目玉だった。それがさらに変へん貌ぼうを遂とげ、濃灰色の腕うで輪わと変わる。

「こ、これ、どういうことなの？　姿が変わっただけで宇迦迦様は死んでないよね？　大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　震ふるえる手で腕輪を拾ったのは、茅さんだ。それを力をこめてぐっと摑つかみ、どう言っていいかわからない表情を浮かべる。悔くやしがるような、惜おしむような。

「おまえ様ったら、なんでもっと早くに本当のことを言わなかったのよぅ。最後の最後でよくも……」

　そう罵ると、戸と惑まどう伊織の前に来て手を取る。とっさに振りほどこうとした伊織を厳しい目でとめ、乱暴にその腕輪をつけさせた。

　二人が視線を合わせた。茅さんが瞳から険を削そぎ落し、微笑ほほえんだ。伊織の頰ほおを両手で包む。

　伊織はびっくりしたように一歩引いた。

　微笑みを顔に残したまま茅さんが果か食け食けの神かみを見上げる。

　それから、その場に端たん然ぜんと座った。

「殺さぬでおくれよぅ」

「──やめろ、今いま更さら、なにを」

「黙だまっておいで、伊織。人の命運を弄もてあそんでくれた蒸む槻きの神には、まこと、腹が立つけどねぇ。おまえになんの科とがもないもの。……ねえ、果か食け食け？　おまえ様どもは身勝手な神なのだから、こたびもそうでいておくれよ」

　茅さんが色っぽく笑い、ひらりと手を振った。

「人の世はいつも予期せぬことばかり。そのほうが、神も飽あきぬでいられるでしょうよ」

　笑う声に、かすかに震えがあった。

　私は茅さんをじいっと見下ろした。伊織を懸けん命めいに助けようとしている。

　この人、お母さんだ。途と方ほうもないほどに、お母さんじゃないか。

「わ、私からもお願いします！」

　私はがしっと伊織にしがみついた。二度と会えない家族の姿がふいに蘇よみがえる。

　それがこの茅さんに重なった。私の家族は、故郷で幸せに暮らしているだろうか。私のこと、ちゃんと忘れていてくれたらいいのだけど。

「友が消えるというのは存外寂さびしいものだから、俺もお頼たのみしておこうか」

　胡汀が苦笑まじりに、伊織の髪かみを片手でぐしゃぐしゃした。伊織がちょっとよろめいた。

「ぼ、暴君様のくせに、お兄ちゃんぶっちゃって……でも精神的には伊織のほうが上で」

「うるさい阿あ呆ほ鳥どり、不細工な泣き顔を見せるな。そもそもおまえがなぜ泣いているんだ」

　うわっこの人、八つ当たりでさらに伊織の髪をもさもさにした！

「もうっ、胡こ汀ていってば！　……果か食け食け様、お願いです。伊織を私たちにください。大事な人を失うのは嫌いやです。神様なら、不幸を私たちに与あたえないで」

　黙り込んでいた伊織が、いきなり私を片かた腕うでで抱だきかかえた。横にいた胡汀の腕も引っ張り、困ったように、でもどこか幸せそうに笑う。

「俺は、おのれの命などに価値を見いだせぬが。だがこうして、求めてくれる者がいるなら。もしかすると俺は、生まれてよかった者なのではないだろうか」

「こんなことを性しよう懲こりもなく言ってますが、胡汀さん。もうこれは毎日、私たちの暑苦しいまでの熱ねつ烈れつな愛を捧ささげるべきだよね」

「阿呆鳥もこの謙けん虚きよさを見習ったほうがいいのではと思うが、どうだ？」
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　ほんわりと笑っている伊織を挟はさんで、敵と睨にらみ合ったときだった。

　果か食け食けの神かみが、するりと目の前に降りて来た。

「あ……」

　果食食神が身を変化させ、私と同年代くらいのほっそりした少年になった。でも顔の造作はわからない。獣の面をつけている。着込んでいるのは、裾すその破れた粗そ末まつな衣ころもだった。

「人というのは、こうも強いものか。神をも従わせてしまうとは」

　静かな、優やさしい声こわ音ねだった。龍りゆうの姿のときと同じ、老人めいた声。

「力の儚はかなさを呪のろう我が兄神。私を妬ねたんでいたのも知っている。なればこそ苦しめぬようにと、おまえの生まれを隠かくしてきたが、それがこうまで仇あだとなるとは」

　果か食け食けの神かみの苦い声に、私たちはしゅんとした。

「緋ひ宮みや、まことに誓ちかうのか。伊織は闇やみの定めを負う者。それはどうあっても覆くつがえらぬ。だが……」

「受け入れて、その上で自分らしく生きていくんです」

　私は答えながら、どきりとした。自分の言葉が頭のなかでこだまする。

　切り捨てるのではなく、受け入れる。

　それが、過去を乗り越こえるってことなんじゃないか。

「ここで無理にでも子を殺あやめてしまえば、我が兄神が、荒あら神がみとなるやもしれぬ。それは望まぬ……よい。緋宮、伊織を託たくす。我ら、人の行く末を見守ろう」

　私は思わず今しがたの葛かつ藤とうを忘れ、胡こ汀ていと伊織の手を握にぎって飛び跳はねた。や、やったー！

　果食食神が苦く笑しようしたのを感じた。それから躊躇ためらうように伊織へと指を伸のばしかけ、ふるりと首を振ふって身を引く。伊織がつられて近づくのを制するように、果食食神はばさっと粗末な衣の裾を翻ひるがえし、もとの化け物じみた厳おごそかな龍の姿へと戻もどった。

　天へと飛ひ翔しようする神様に感謝を向けつつ見送ろうとしたときだ。

「緋宮。肝かん心じんなことを忘れている」

　私の後頭部を指先でつんつんと押し、胡汀が溜ため息いきをついた。

「儀はどうなる？　新たな草木の種をいただかねばならぬのでは？」

「……果か食け食け様、行かないで──!!」

　完かん璧ぺきに忘れてた！　どうしよう、伊織の命は無事守れたみたいだけれど、儀ぎ式しきってもしかして失敗になるんじゃないの？

「こんな厄やつ介かいな息子むすこがいると皆みなに知れたら、男一人、手玉にもとれぬよぅ。人の世にはもう、いたくない」

　驚おどろき慌てながら果食食神に両手を大きく振る私を見て、茅かやさんがやおら立ち上がった。

「ねえ緋宮。贄にえがないのよねえ？」

「は、はあ。儀式の場がぐちゃぐちゃに……というか、私たちってばつかわしめを斬きりまくったような……」

「果食食、私が贄よぅ。連れておゆき」

　青ざめた私に微笑むと、茅さんは大声を上げ、空に躍おどる果食食神の注意を引いた。

「頼んだわね。私の子を」

「えっ？　頼むって、茅さん」

　んふ、と茅さんが目を細め、笑えみを深めた。近くで見ると、目め尻じりと口のまわりに深い皺しわがあった。それでもとびきりきれいに見えた。

「かわいいわねえ、緋宮。こんな娘むすめがほしかったわ」

　さっき伊織さんにしたように、茅さんが私の頰を包む。

　少し厚みのあるかさついた手の感かん触しよくに、自分のお母さんをまざまざと思い出す。またも、どぱっと涙なみだが出た。溢あふれて、とまらない。べ、別に、寂しくないし、緋ひ剣けんたちとかいるんだから！

「神の世で、たらふく男神を誑たぶらかしてみねば。宇う迦か迦かが嫉しつ妬とするくらいにねえ？」

　舞まい戻って来た果か食け食けの神かみが、地を震ふるわせるほどの凄すさまじさで咆ほう哮こうした。

　強風を生む声。

「わ、わあ、飛ばされるっ」

　腕を上げて顔を庇かばう。目を開けていられない。風の唸うなりが耳の横を駆かけ抜ぬけた。果食食神が私たちの周囲を巡めぐっているようだった。

　茅さんの甘い笑い声がふいに響ひびいた。それに対して、伊織がすぐさま怒ど鳴なり返す。

　気のせいじゃなければ、神とともに去る人の言葉は、我が子へ贈おくる最後の激げき励れいって雰ふん囲い気きじゃなくて……「私の子なら惚ほれた娘の一人や二人、片手で転がしなさいよー？」と楽しくそそのかす感じだったような。伊織も伊織で、「うるさい、さっさと行きやがれ！」といった言葉を思わずのように返したし。

　私は強風を全身に感じながらも、つい笑ってしまった。

　ひときわ激しい風にあおられ、足あし下もとが崩ほう壊かいする感覚に襲おそわれる。

　その直後、拭ぬぐい去ったように沈ちん黙もくが押し寄せた。
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「緋宮！」

　目を開けた瞬しゆん間かん、白雨さんに飛びつかれ、地に尻しり餅もちをついてしまった。

　あーもったいない。長い髪、切ったんだっけ。色んな髪かみ型がたをさせて楽しみたかったんですよ！

「白雨さん、苦しい。首が絞し……」

　どうやらまた神かみ隠かくし状態になったため、白雨さんを混乱させてしまったらしい。彼女につられて、胡こ汀ていと伊織にまで抱だきつく熱烈な剣けん士しがいるんですが。わあ、胡汀が絶句している。

「白雨さん、私、どこに行ってもちゃんと帰ってくるよ」

　神様に誘ゆう拐かいされようが、どこかで道に迷おうが必ずここに戻ってくる。

　白雨さんの腕うでから顔を上げ、へらんと笑ったら、なぜだか悲しげな顔をされてしまった。

「どこにも行かない、とは言えないんだな」

　きょとんとした。自分が口にした言葉を思い出す。どこに行っても、ちゃんと帰ってくる。……行くことを受け入れた上での言葉になっている、とぼんやり気づいた。

「……緋宮、なにを持ってる？」

　ふと白雨さんが身を離はなし、訝いぶかしげに私の手を取った。指し摘てきされて、驚いた。

「あれっ、私、なにか握ってる？」

　ゆっくりと手を広げ、改めてびっくりする。

　丸形に楕だ円えん形、雫しずく形。形の異なる三つの種が手のひらに載のっていた。

「これって、もしかして新しい種？」

　現うつつから少しずれた「狭はざ間ま」の領域。その世界から戻ってくるとき、果か食け食けの神かみがくれたに違ちがいない。よ、よかった。新しん暦れきの危機をぎりぎりのところで回かい避ひした！

「緋宮、よう儀ぎを制された」

「もはやならぬと思うたが……九く支し様の言は外れぬなあ。お祝い申し上げる」

　他剣士と同様、ぼろぼろの姿になっている神巫かんなぎたちがよろめきながらも寄ってきて、私に安あん堵どの笑みを見せる。こんなに汚よごれるほど神巫たちも頑がん張ばってくれたんだ。

　私は種を握りしめ、周囲を静かに見回した。

　儀式の場はつかわしめたちとの一戦で、散々な有様になっている。捧ささげ物の器うつわや布はあちこちに散らばり、壊こわれて泥どろまみれだ。それでも皆、無事だし、お互たがいに触ふれることができる。

　私はじんとした。目を合わせてくれる人が増えている。最初にこの世界に来たときと比べて、ちょっとずつ前進しているんじゃないだろうか。

「みんな、ありがとう」

　剣士や神巫たちがその場に跪ひざまずき、嬉うれしそうに唇くちびるを綻ほころばせた。

「……さあ、さっさと片付けて帰き鼓こ廷ていに戻らねば」

　すっかり女王様の態度を取り戻してしまった白雨さんの言葉に、剣士たちが慌あわてて立ち上がった。私も手伝おうと思っていそいそと身を起こしたとき、目の前に影かげが落ちた。

「伊織？　どうしたの？」

　困った顔の伊織が私を見下ろしている。声をかけても、返事がない。

　無言で手を握られた。緊きん張ちようを示すように、その指は冷たく乾かわいていた。

　手首には、濃灰色の腕うで輪わがはまっている。伊織が穢けがれ主ぬしの王の定めに引きずられることがないよう宇う迦か迦かの神かみが自分の命をかけて守ってくれている。

「生きていいのか？」

　密ひそやかに訊きかれた。最後の確かく認にん、という雰囲気だった。私がどう答えても、この人は安らかに受け入れるんじゃないだろうか。

「生きなくて、いいの？」

　聞き返すと、伊織が虚きよを衝つかれた表情をし、やがて恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「……そうですね。生きよう」

　私も笑い返した。本当はたくさん言いたいことがあるはずだ。今日は色々なことを知った。激しく憎にくんでいた茅さんの心にあった、母親の思い。だけど、今日のことだけで過去のすべてを水に流せるかっていうと、きっとそれは難しいんだろう。疎うとまれ、見てみぬふりをされてきた時間のほうが長い。それでも純じゆん粋すいに憎み続けるわけにはいかなくなった。

　父親の正体や自分の定めも知り、とても混乱しているはずだ。まだ、それらについてじっくりと考え、吞のみ込む余よ裕ゆうはないはず。

「私も、そうだった。受け入れるまでに時間がかかって……」

「はい？」

　なんでもないよ、と答え、伊織の手をぷらぷら揺ゆらした。

　──私もここに来て、緋ひ宮みやになるんだよって言われて以来、混乱しなかった日はない。

　周囲の人々の言葉にぶつかるたび、あちこちにはね飛ばされ、怯おびえていた気がする。

　今もまだ、完全に吹ふっ切れたとは言いがたい。でも、ここでもちゃんと笑えるようになった、嬉しいこともあった。悲しいことも数えきれないほど起きたし、これからもそれは続くだろうけど、そんな波乱のなかでも私ってば。

　恋こいもできたよ。友達のような人もできたよ。

　はにかみつつ伊織を見上げたときだ。ぱさっと羽音が頭上から響いた。懐なつかしいその音。

「くき」

「──やっ、椰や真まちゃあああん！」

　私の好きなマイ飛行機椰真ちゃんの帰き還かんだった。心底驚き、感激もして私は目を潤うるませた。

「椰真ちゃん、やっと戻もどってきたー！　さ、寂さびしかったんだからね！」

　ふよふよと降りてきた椰真ちゃんの手を熱く握にぎろうとしたら、なんと薄はく情じよう者、あっさり私をかわして伊織と向き合う。

「ちょ、久しぶりに会えたのに、椰真ちゃんひどい」

「けけ。知夏、よいのか？」

「よくない、もっと再会の喜びをですね……は、はいっ？」

　椰真ちゃんが羽をぱたぱたさせ、難しい顔で伊織を指差した。

「椰真は、好かぬのに」

　ああっ、最後の難関がここに。椰真ちゃんもそういえば伊織を嫌きらっていたんだっけ。はらはらしつつ見守ると、呆あつ気けにとられていた伊織が表情を引き締しめ、私の手をもう一度強く握った。

「天地の神々すべてに誓ちかう。決して裏切りの歴を繰くり返さない。なにが起きてもあなたをお守りする。この誓いが破れるとき、我が身もまた砕くだけ散る」

　伊織が騎き士しのように宣言し、私の手のひらに唇を押し付けた。伊織はアレだ、大半純情なのに、不意打ちでこういうどきっとすることをしでかすんですよ！

「くき。しかし椰や真まは信じぬ」

「椰真ちゃん、そんな」

「──だから、見張ることにする。誓いを守れ」

　椰真ちゃんは厳しく言うと、やっと安心したように指定席──私の肩かたにちょこりと両手を置いて、背に張り付いた。
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　その後、椰真ちゃんにも容よう赦しやなく片付けを手伝わせつつ、帰りの支し度たくをした。

　ひどい状態となっていた衣ころもを替かえるため、近くの小川まで足を運ぶ。念のための護衛に、胡こ汀ていについてきてもらった。ごろごろと連なる岩石の後ろで新しい衣をまとい、顔を洗う。

「冷たっ」

　夕日が水みな面もを赤く染める時刻だ。私は深く息を吐はいた。

　まだまだ問題は山積み状態。穢けがれ主ぬしはもう伊織を攫さらおうとしないだろうか。椰真ちゃんにも不在中のことを色々聞きたい。それに──。

「終わったか？」

　ふいに声をかけられ、意識が逸それた。

「あ、うん！　もうこっちに来ても大だい丈じよう……っ!?」

　慌てて振ふり向いたのが悪かった。

　足場の不安定な岩の上に立っていたため、転てん倒とうしそうになる。

「危なっかしいな」

　川のなかに尻しり餅もちをつきそうになる直前、ぱしっと腕うでを摑つかまれた。

「胡汀」

「四六時中見ていないと、ならぬということか。おまえは本当に手のかかる阿あ呆ほ鳥どりだ」

　しかめっ面つらで楽しそうに言う胡汀を、私はぼうっと眺ながめた。

　恋こい心ごころのなせるわざってだけじゃない。昼に見ても夜に見ても鼓こ動どうがはねずにはいられない、格かつ好こういい人だ。他ほかの人には穏おだやかなのに、私に対しては途と端たんに意地悪になる顔。

「そう惚ほうけて、どうした？　木の上に逃にげ飛ぶ算段でもしているのか？」

　大人びているようで、時々違う。こんなに華はなやかな夕日の景色のなかに立つ姿はもう、瞬まばたきする時間も惜おしいくらいに絶品だった。

「これは一刻も早く首輪をつけねば。……どれ、大きさをはかるから。顔を上げよ」

　小こ憎にくらしい発言をして私の顎あごを上げ、片手でやわやわとさする。

「細い首だな。というよりおまえは全身、ひ弱な印象だ」

　感心したように胡こ汀ていが呟つぶやいた。夕日の色がまざったそのきれいな眼まな差ざしを見ているうち、私は理性が麻ま痺ひしてきた。堪こらえきれずにこみ上げてくる感情をなんと呼ぶんだろうか。

　私は自分でもよくわからないままに、口を開いていた。

「胡汀。好き」

　自分の言葉が、きんと耳を刺さす。時間もとまったようだった。好きな人だけが私の世界で鮮あざやかに生きている。そういう、生しよう涯がいに何度も起こり得ないような、特別な一いつ瞬しゆんが訪おとずれる。

　胡汀が驚おどろいたように瞬まばたきをし、私を見つめた。

「──なんだって？」

「な、なんでもない！」

　私は我に返り、大おお慌あわてでごまかした。

　細さい胞ぼうが瞬しゆん時じに沸わき立った。心臓を両手で押さえ、身をぶるぶるさせる。

「っていうか、私……っ」

　なにをいきなり告白しちゃってるんだー!?

　ほら、胡汀もびっくりしてるよ、馬ば鹿かじゃないの私ってば！　たとえ玉ぎよく砕さい前提だとしてもだ、もう少し心の距きよ離りを近づけておくとか、身ぎれいにしておくとか、準備万ばん端たんにして挑いどまないとダメじゃないか！　星神の件だってなにも解決してないのに。

「ああぁー……」

　変なうめき声まで漏もれてしまう。

　だってもうなんだか胸が苦しくて仕方なかったんだよー！

　感情が外に溢あふれないよう必死に我が慢まんしているときに、ごく自然に親しげな触ふれ方をされたせいだ。いや、あの人が全体的に私の好みすぎるんだ、それで理性が破は裂れつしたんだ、きっと。

「緋宮」

「あぁー、あー、なんでもないの、空耳です。なにも訊きかないで」

　頭を抱かかえたり身を丸めたり、領巾ひれを振り回したりと、盛大に動どう揺ようしまくった。

「あのなあ」

　胡汀が怒おこった声を発した。私の肩を両手で摑み、ずずっと自分のほうに引き寄せる。

「わ、胡汀、ちょっ」

　思いがけない行動に私は目を見張った。たっぷり抱だきしめられてしまった。

　胡汀の心臓が、すごくどきどきしている。

「おまえって……状じよう況きようを考えたらどうだ。突とつ然ぜんなんなんだ、首輪をされることがそれほど嬉うれしいとでも言うのか。ありえぬだろう？」

「おっしゃる通りで……」

「これでおまえにほだされたら、俺はどれだけ間ま抜ぬけなのかという話になるが」

「ま、まったくで」

「どうしてそんなに阿呆鳥なんだ？」

「いやあ、なんでだろう……」

「普ふ通つうは、惚ほれさせるようおのれを磨みがいたり愛あい嬌きようを振りまいたりしてから、思いを打ち明けるだろうに。おまえ、それさえせず唐とう突とつに。なんて腹が立つんだ」

「胡こ汀ていさん胡汀さん、ちょっぴりオトメな考え」

「黙だまれ、小こ娘むすめめ！」

　本気で叱しかられた!?　なにコレ、切なすぎる！

「……でも、胡汀の胸、どきどきしてるけど」

「ああ、今すぐ殺してやりたい……」

　うわああ、恋心どころか殺意を植え付けてしまった！　そういう意味での胸の高鳴りなの！

　胡汀もすごく腹立たしいだろうけれど、やらかした私本人も猛もう烈れつに後こう悔かいしているんですよ！　時間を巻き戻もどせるならぜひやり直したい。

「さっきのは、わ、忘れて……」

「なかったことにしろとでも言ったら。本当に喉のどを裂さくぞ」

　なんでもありません！　……って、胡汀はどうしてずっと私を抱きしめているのか。しかも私の頭を押さえ込んでいる状態に近くて、顔を見ることもできない。

「おまえは俺を引っ搔かき回すことに、命を懸かけているんだな？　そうだろう」

「あの、まず放してっ」

「阿呆鳥が！」

「や、やだっ、全力で罵ののしってる！」

　曲がりなりにも年とし頃ごろの乙女おとめの告白なのに。力強く暴言を返される私ってかなり可哀かわい想そう……いやいや！

　泣きたい思いを抱いだいたとき、胡汀が私を抱きしめる腕に力をこめた。あんまり抱きしめられると、自分の身体からだはこの人のなかに溶とけてしまうに違ちがいない。心がすでにそうなんだから。

「なあ、一日中言え」

「え？」

「阿呆鳥に、まともな女の振る舞まいなどもう期待せぬ。だから、馬鹿みたいに囀さえずれ」

「な、なにを……？」

「『胡汀。好き』」

　私の声こわ音ねを胡汀は真似まねた。とても甘く掠かすれた声に、心臓が胸のなかで転がった。

「好きって、言い続ければいい。そうすればいつか現実になるかもしれない。なにせ、険しい運命もひっくり返すまれびと娘だ」

「や、そっ、そんなだいそれたものじゃあ！」

「言え」

「告白というのは！　一度きりだからこそ特別で！」

「特別だから、幾いく度どでもだろう？　ほら、もう一度」

「えええ！　……こ、胡こ汀てい、す、す好……だめだっ、言えない！　私には無理ですよ、さっきは最初で最後の勇気だったんですよ！　お願いだからもう忘れて!!」

　これなんて拷ごう問もんなんですか、胡汀さん。

「いいから。早く」

「無理、無理なの！」

「終日、言い続ければいい」

　かあっと頰ほおが熱くなった。なんでこの人、告白をせがんで私を抱きしめているんだろう！

　だいたい、一日中囀れって言うけれど。それって胡汀自身の望みなの？　星神が、陽ひ女め神がみから好かれたいだけじゃないの？

　──でも星神の心も胡汀の心も、この身体のなかにある。だとしたら。

「ほら。かわいらしく囀るべきだ。俺の鳥」

　難しいよ、飼い主様。

　私は胸のなかで答え、静かに瞼まぶたを閉とざした。
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　帰き鼓こ廷ていへ戻ったあとのことだ。

　いくぶんやつれた九く支しさんが門まで出で迎むかえてくれ、こんこんと私たちを叱った。でもそれ以上にあたたかい言葉をくれた。

　種を渡わたしたのちにすぐさま禊みそぎを行なう。その後は、「細かなことは明日に訊きくから、ひたすら休め」と厳命された。なぜかというと明日、私の『たましずめ』の儀ぎをしたいからだって。

　よくわからんけれど、私の霊れい魂こんをちゃんとここに繫つなぎ止めたい、ってことらしい。

　そんなわけで私は今、ぽつーんと一人、自分の宮にいた。疲ひ労ろう感かんは強いのに、気が立っているせいか、眠ねむれない。ごろごろと寝しん台だいの上を転がって、眠ねむ気けが訪れるのを辛しん抱ぼう強く待つ。

「や、一人と言っても、護衛の剣けん士しと神かみ女めの数が、いつもの三倍……」

　私は呟つぶやき、ふと怪け訝げんに思った。さっきから急に静かになってる？

「誰だれかいる？」

　扉とびらで仕切られた隣となりの間に、神女が控ひかえているはずだ。

　そう思って身体を起こし、声を上げたときだった。

「──緋ひ宮みや。少しよろしいか？」

　両開き式の扉の奥から返事をしたのは……未み不ふ嶺ねさんだった。朝火さんとは宮に戻る前、顔を合わせて説教されたり無事を喜んでもらったりしたんだけれども、彼とは今が初めてだ。

「お疲つかれのところすまぬが。少し、話を……」

　私はばたばたと音を立てて寝台を抜ぬけ出し、答えた。

「こっちに来て！　色々お礼を言いたいの！」

「……いや、緋宮。あなたに会いたいと、司」

　未不嶺さんの言葉を最後まで聞かずに、私は威い勢せいよく扉を押し開けた。扉の前には驚いた顔の未不嶺さんと──思わぬ人物の司し義ぎさんが立っている。

　驚きのあまり言葉に詰つまって、ぼうっと司義さんを見つめてしまう。質素ながらも上等な淡あわい青の上衣。お忍しのび服なんだろう。こざっぱりと髪かみを結ゆい上げている。

　私は一いつ瞬しゆん、どきりとした。この人は胸をかき乱すほど遠とお凪なぎさんに顔が似ている。

「どうして、司義さんがここに？」

　護衛の剣士や神女はどこにいったんだろう？　主あるじたる緋宮の許可なく、帰き鼓こ廷ていとは無関係な人間を寝しん室しつまで招くというのは、本来あっちゃダメなことだ。

「未不嶺さん」

　嫌いやな予感にぞくりとし、未不嶺さんに目を向けた。彼は表情を隠かくすように俯うつむき、その場に片かた膝ひざをついた。緋宮の屋や敷しきがフリーパスなのは、九く支しさんと緋ひ剣けんだけだ。

　私がこの屋敷につとめる神女たちに、そう告げている。もし『緋宮』からの命令と称しようして緋剣が……未不嶺さんが「全員控えていろ」と言えば、疑いを抱かず素す直なおに従うだろう。

「お休みであったか？　すまないが、あなたと話がしたくて。未不嶺に無理をいって、人ひと払ばらいを頼たのんだ」

　にこりと司義さんが笑った。前と違ってこの人が怖こわい。麗うるわしい笑え顔がおは、作り物だ。

　でも、私もこの人に訊きたいことがたくさんある。

　だとすれば、他人の目を気にせずにすむこの状況は、私にとっても都合がいいんじゃないか。

　司義さんが仕切りをまたぎ、こっちの間に入ってきた。私に許可を得ようとはしない。そうする必要がない。この人は本物の国主だからだ。拒きよ否ひされる場所なんてないと思っている。

「未不嶺。下がっていなさい」

「──」

　未不嶺さんが戸と惑まどったように司義さんを見つめた。視線で催さい促そくされ、静かに扉を閉める。

「あっ、待って。未不嶺さん」

　呼んでも、未不嶺さんは応こたえてくれなかった。私は密ひそかにショックを受けた。

「知夏、あなたは未不嶺を信用してくれたのか。それは、私としても嬉うれしいことだが」

「あの……やっぱり今日は私、休みたい」

　二人きりは怖い。扉を閉められ、密室が生まれたせいで、勇気が一気に萎しぼんでしまった。

　──だってこの人は、架か々が裏りさんになにをした？

「怯おびえないで。私はあなたと、親しくしたい」

　萎い縮しゆくする私を抱だきかかえるように、司し義ぎさんが肩かたに腕うでを回す。私はとっさに突つき放そうとした。やっぱり無理だ、心の準備ができていない。今日は余よ裕ゆうもなくて、ダメ！

「──司義さん!?」

　司義さんは腕を放してくれなかった。肩を摑つかんだまま、部屋の奥のほうへと大おお股またで足を進める。ちらりと、目の端はしに乱れた寝しん具ぐが映った。この寝室は、扉で四つの間に区切られている。ここの間は広く造ってあるけれど、基本として寝具類しか置かれていない。

　よくわからない恐きよう怖ふが足あし下もとから這はい上がる。

「司義さん、放して」

　ずいぶん弱々しい声が出てしまった。なんの根こん拠きよもなく、彼は私を簡単に傷つける人だ、と確信する。そうすることを、躊躇ためらいもしないだろう。

「──先代緋宮とお会いしたと聞いたが、まことか？」

　直球の質問をされて、私は目を瞑つぶった。それを、わざわざ探さぐりに来たの？

「あなたからいらしてくださると思って、お待ちしていたのだが」

　観念して瞼を開き、恐おそる恐る司義さんを見上げる。

　司義さんは、安心させるように微笑ほほえんだ。片腕を私の腰こしに回し、軽く頰を撫なでる。

「恋こいするように、待っていたのに」

　一瞬だけ、司義さんの姿が遠凪さんと重なった。

　それは、幻まぼろしのなかの兄君様にも通じる姿だった。私が誰より恋した、ただ一人の。

　──違う！　私じゃなくて『陽ひ女め神がみ』の！

「司義さん、お願い、今日は帰ってほしいです」

「つれないことを言われる。あなたはそれでよくても、私は寂さびしい」

　幻の声が蘇よみがえる。あの人も同じことを言っていた。いや、他ほかにも、似た言葉を言ってくれた人が──思い出せない。頭が痛い。漠ばく然ぜんとしていた恐ろしさはいまや、花か蠟ろうの明かりを受けて壁かべにくっきりと浮うかぶ影かげのように私の全身を覆おおっている。

　身体からだを支えきれずにぐらついた私を難なく抱きかかえ、司義さんはその場に腰を落とした。

「あなたは──誰？　月神の末まつ裔えいなの？　それとも」

　私の言葉を遮さえぎるように、とさっと軽い手つきで床ゆかに押し倒たおす。

「ただひとえに、陽女神たる人を求める男だ」

　彼の瞳ひとみに憎ぞう悪おが垣かい間ま見えた。でも、これまでに見た人たちの憎悪とはなにかが違ちがう。もっと冷めた、どろりとしたものがある。疎うとましくてたまらないって言うような。

「任期のあるうちは、緋宮は婚こん姻いんできぬという。だが律とは時の流れとともに変わるものだ」

「し、司義さん、重いよ。どいて！」

「今いま帝みかどの私が法を変えさせる。あなたは私の正せい妃ひになりなさい」

「司し義ぎさん！」

「あなたを慈いつくしもう。廷に住まう他の女をすべて殺あやめてもよい。あなたの思い通りにならぬことはない。緋宮でありながら正妃となれば、閉ざされている回かい絽ろ廷ていと帰き鼓こ廷ていの門は開け放たれ、ようやく蒸む槻きがひとつとなる。私たちは日月の王。つがいとなるべき定めだ」

　同じことを架か々が裏りさんにも言ったの？

　なぜ、好きでもない緋宮にそこまで執しゆう着ちやくするの。ただ蒸槻を統一したいから？

「あっ!?　や、やだ、司義さん、やだよ！　やめてっ」

　私はおののいた。首の皮ひ膚ふに濡ぬれた柔やわらかいものが押し付けられた。それが、きつく首筋を吸う。吐と息いきをじかに感じて寒気がした。

　自分の頭の下で、髪の毛が床をこするじゃりっとした音が響ひびいた。

　私はもがいた。司義さんの肩をばたばたと叩たたき、足を動かす。乱れた衣ころもから自分の太ふと腿ももが覗のぞいていることに気づき、焦あせりが深い恐怖に変わる。

「やだ、やだ！　触さわっちゃ嫌だ！　司義さん！」

　ぐっと襟えり元もとを摑まれ、引き下ろされそうになる。私は悲鳴を上げた。司義さんがちょっと鬱うつ陶とうしげに私を見下ろした。帝の彼を拒否する女なんて、今までいなかったんだろう。

「……華きや奢しやでいらっしゃるな」

　薄うすい夜衣の上から胸をさすられ、ぶちっと頭のなかでなにかが切れた。私は思い切り手足を振ふり回した。なのに司義さんはまったく動じていない。簡単に自分の身体を使って押さえ込む。

「知夏、静かに」

「誰か、お願い、嫌……未み不ふ嶺ねさん！　助けて！」

「──あなたは緋宮だ。陽ひ女め神がみの定めからは逃のがれられない」

　見下ろす眼まな差ざしの奥に、もっとも思い出したくない過去がよぎった。

　ああ、けだものが、私の上に。醜みにくい地じ獄ごくの時間が訪おとずれる。陽ひが、闇やみに落ちる。

　──だめだ、おかしくなる。この記き憶おくだけは思い出しちゃいけない。蘇らせたくない!!

「──未不嶺さん助けて、やだあっ、未不嶺!!」

　切れ切れに叫さけぶ私に腹が立ったらしい。司義さんが片手で口を塞ふさいだ。

　どうしよう、私こんなの、ありえないよ。だって私だよ、胡こ汀ていの阿あ呆ほ鳥どりなんだもん。なのに!!

　激しい恐れと怒いかり、それに盛り上がった涙なみだで目の前が霞かすんだときだった。

　司義さんが急に動きをとめた。

「──未不嶺。なんの真似まねだ」

　司義さんらしくない、低い声だった。

「おどきください、司義様。緋ひ宮みやは、こういう無む理り強じいをしてはいけない娘むすめです。きっと心から傷つく。どうか、やめてください」

　苦く悩のうの声。瞬まばたきをした直後、鋭するどい色が目に飛び込んだ。刃は物ものの色だった。

　隼はや鉄てつの剣けんが、司し義ぎさんの喉のどの横にあった。

「拙つたないながらも真しん剣けんに蒸む槻きを守ろうとしている。そんな娘に、痛みを与あたえるのは」

「おまえ、緋宮の犬に成り下がったか？」

「……おどきください」

　未み不ふ嶺ねさんが繰くり返す。かすかに、剣が揺ゆれていた。

「私を斬きれるのか」

「お戻もどりください、司義様。あなたの廷に」

　一拍ぱくの沈ちん黙もくのあと、司義さんがゆっくりと身を起こした。

　私は慌あわてて衣の前をかき合わせ、後ずさりした。

「──未不嶺。おまえの位を、回かい絽ろ廷ていから廃はいする」

　冷れい酷こくな声で告げると、司義さんは衣の乱れを軽く整え、落ち着いた足取りで部屋を出た。

　完全に気配が遠ざかるまで、未不嶺さんはじっとそちらを眺ながめた。やがて小さく吐息を落とし、私の前で膝ひざをつく。

「緋宮、どこも痛めてはいないか？」

　私は自分の頭から落ちかけている髪かみ飾かざりの紐ひもを引き抜ぬき、未不嶺さんに投げつけた。

「馬ば鹿かぁっ!!」

「……緋宮！」

「ひどいよ、こんなの！　わ、私の剣なのに、勝手にあの人をここに……っ!!」

「──」

「大だい嫌きらい！　顔見たくない、あっちにいってよ!!」

　私は自分が味わった恐怖をめいっぱい未不嶺さんにぶつけた。

　この恐怖は私に、救いようのないほど暗い感情を植え付けた。知りたくない恐怖だった。

　ほんの数十分前の自分とはまったく別人になってしまった感じ。心が、異い臭しゆうを放つ腐ふ敗はい物のなかに埋うまったままのようで、苦しくてたまらない。悔くやしさも、腹立たしさも、全部ごちゃごちゃに混ざっている。

　身体をぎゅうっと縮こめて泣く私の姿に、未不嶺さんのほうがもっと傷ついた顔をする。そのせいで、たくさん罵ののしってやりたいのに、できない。

　──この人は、私が叫んだら助けにきてくれた。

「緋宮、私を許さなくていい。ここに司義様を連れてきたのは、確かに私なのだから」

　感情を捨て去った虚うつろな声で、未不嶺さんが告げる。

「憎にくめばいい。私を切り捨てたいなら、それで」

「──あとで！　ちゃんと『嫌きらいじゃない』って言い直すから！　今はダメなの、一人にして」

　未み不ふ嶺ねさんが息を詰つめ、私を凝ぎよう視しした。

「わ、わかってる、未不嶺さんがすごく悩なやんでいたこと！　でもっ、こうして助けてくれた。今どのくらい辛つらいのか、そのこと、私わかってる。だって私の剣だもの。だけど、今は一人になりたい、傷つけたくないから。平気になるまで、向こうにいて。緋宮が命じます！」

　未不嶺さんは深く俯うつむき、横を向いた。

「──命に従う。私は、おまえの剣なのだな」

　未不嶺さんが片手で自分の胸を強く押さえ、声を振り絞しぼった。痛みに耐たえているような表情だった。

「すまなかった。もう二度と、このようには泣かせないから」

　静かに立ち上がり、硬かたい足取りで部屋から出て行く。

　私はしゃくり上げつつ膝を抱かかえた。泣いても泣いてもおさまらない。

「ばか、ばか」

　未不嶺さんが帝に剣を向けた。この件を司し義ぎさんが他に漏もらすことはないだろう。

　でも、これで死ぬまで回かい絽ろ廷ていへは戻れない。ずっと司義さんだけを大切にしてきた人なのに。

　過去の自分をすべて捨てることと、変わらない。

　重い決断をさせてしまったとわかるから労いたわってあげたいけれど、私もまだショックが強くて立ち直ることができない。

「頭が痛い。ここにいたくない」

　私は両手でこめかみを押さえ、部屋を飛び出した。今の姿だけは誰だれにも見られたくなかった。

　宮のなかに、人の気配は感じない。まさかすべての人間が宮から出されたはずがないだろうに、しんと静まり返っている。

　ちょうど人がいないタイミングだったのかもしれない。よろめきながら宮を出る。

　私の一画にも小さな廏うまやがあり、そこに数頭の司し狼ろうが飼われている。私は一頭にまたがった。鞍くらをつける余よ裕ゆうはなかった。

　不思議そうにしている司狼を、勢いよく走らせる。

　本当に、これ以上ないタイミングだったのか。真っ白い月が浮うかぶ夜の帰き鼓こ廷ていは、全体が眠ねむりについているようだった。私はがむしゃらに司狼を駆かった。

「どうしよう、胡こ汀てい……」

　激しく疾しつ駆くする司狼にぴったりとしがみつき、私は目を閉じた。

　神世の謎なぞを解くって決めたのに。自分に関かかわる過去すら、身がすくんで正視できない。

「今の私、陽ひ女め神がみと同じ運命を辿たどってるの？」

　口のなかで呟つぶやき、司狼の毛に顔を埋うずめる。知れば知るほど恐おそろしい景色が見えてくる。

　私はしばらくのあいだ、司狼を好き勝手に走らせた。どうしたらいいのか、道は見えない。

　地面を蹴ける司狼の足音が変化したのに気づき、私はようやく顔を上げた。

　速度を落とすようにと司狼の背を叩き、歩かせる。

「……ここ、禁域の森？」

　ほろほろと、蛍ほたるに似た白く光るものがたくさん浮ふ遊ゆうしていた。

　そのおかげで、闇に不慣れな私の目でも、近くの景色なら確かく認にんすることができた。

　みっちりと立ち並ぶ晩秋の木々。いつの間にか帰き鼓こ廷ていを突つき抜けてしまったらしい。

　私は身み震ぶるいした。この季節に、薄い夜衣の上に広ひろ袖そでを一枚羽織っただけという格好だ。寒くて当然だった。

「ほんとに寒い」

　私は鳥とり肌はだの浮かぶ自分の腕うでを繰り返しさすった。

　早く戻らないと。また帰鼓廷から消えてしまったと知られたら。緋ひ剣けんたちを傷つけるだろう。

「でも、怖こわいよ」

　心の声が、口をついた。胡こ汀ていたちの顔をきちんと見ることができるだろうか。

「なんだか、誰かに殺されるために、ここに来たみたい」

　呟いたあとで、髪かみが散らばるほど首を横に振ふる。

　弱気になったら災わざわいに付け入る隙すきを与えてしまい、もっとひどいことが起きる。大だい丈じよう夫ぶ、すぐに浮ふ上じようできるはず。怖い目に遭あったせいで、一時的に気持ちが荒あれてしまっているだけだよ。

　帰ったら、未み不ふ嶺ねさんが降参するくらい、いっぱい責めるんだ。そして、責めた以上に大事にしよう。あの人は、私の剣だ。最後に私を選んでくれた。

「緋宮って、認めてくれた」

　少しずつ陽ひ女め神がみの記き憶おくが蘇よみがえりつつある。いずれは星神に関する記憶も取り戻せるだろう。そうしたら、星神から胡汀を奪うばって……。

「奪って、終わるのかな。神様たちの呪のろいを解放すれば、望みが叶かなう？」

　それは正しくない気がしてきた。定めについて説く果か食け食けの神かみに、私、なんて答えたっけ？

　思い出せない。痛みがふいにぶり返し、額を押さえたときだった。

「──清きよ姫ひめ？」

　前方から、聞き覚えのある声が響ひびいた。そばに誰かがいるとは思わず、私は驚おどろきのあまり仰のけ反り、司し狼ろうから落下しかけた。身体からだを支えようとして、司狼の毛を強く引っ張ってしまう。

　司狼も突とつ然ぜんそんなことをされて驚いたらしい。私を振り払はらうように身を揺ゆらした。

「わあっ」

　本当に落ちてしまい、私は浮ふ遊ゆう感かんに目を瞑つぶった。どさっとぶつかる音。……それにしては、衝しよう撃げきがずいぶん少ない。

　駆け去る司狼の足音を聞きながら、慌てて瞼まぶたをこじ上げる。

　──うそっ、なんでここに！

　ぞっと背筋が凍こおり付く。私を抱だきかかえ、地面に片かた膝ひざをついているのは司し義ぎさんだった。今一番会いたくない相手だ。

　襲おそわれそうになったときの光景が明確に頭に蘇り、悲鳴を上げかけた。だけど。

「清姫だろう？」

　蛍のような虫が舞まうなか、その人が訝いぶかしげに私の額に触ふれた。

　司義さんじゃない。この人の頭には、悪あく魔まのようにごつっとした角があった。身にまとっている衣い装しようも華はなやかなんだけれど、貴人のものとはどこか違ちがう。より伝統的というのか。

「……遠とお凪なぎさんなの？」

「まこと異様な娘むすめだな。なぜこのような遅おそい時刻に、一人でふらついているのか。それに──この姿は？」

　ふいに遠凪さんの声が硬くなった。よく整った顔に、鋭えい利りなものがにじむ。

「誰かに襲われたのか？　帰き鼓こ廷ていの者に？」

　私は茫ぼう然ぜんと遠凪さんを見つめた。思いがけない再会だった。

「どうして、遠凪さんがここに？」

　遠凪さんは鋭するどい気配を消し、戸と惑まどったように私を見つめ返した。

　夜のなかで輝かがやく瞳ひとみには、今の私が恐れる色は欠片かけらもなく、ひどく美しい。胸が勝手に高鳴る。陽ひ女め神がみの力が身体の奥で震ふるえている。

「清姫、おまえ、わたしを呼んだか？」

「私が、遠凪さんを……？」

「呼ばれた気がした。いや……おまえが叫さけんでいるような」

　ふと遠凪さんが瞼を伏ふせ、柔やわらかく苦く笑しようする。衣ころもからふんわりと匂におい立つ香こうのような、かすかな甘さをその表情に感じた。

「違うか。ただ──わたしが清姫に会いたかったのかもしれない。まさか、叶うとは」

　くらりと、した。

　その慎ましい言葉に、泣きたい気持ちがわく。陽女神の力が強く訴えてくる。『私も会いたかった』と。心が弱くなっているせいで陽女神の想いに意識を吞み込まれてしまいそうだ。

　私は必死に、好きな人の……胡汀の姿を脳裏に描いた。

「……ごめんなさい遠凪さん、私、帰らないと」

「どこへ帰ると？」

　どこへだろう。決まっている、緋剣のみんながいるところだ。

　頭ではそうわかっているのに、どうしてか息が詰まり、返事ができない。

「──帰したくは、ないのだが」

　遠凪さんが、そっと私の額に触れた。







　あとがき







　こんにちは、糸森環です。

　花神遊戯伝、五冊目となりました。すごいです。ここまで書かせてくださったビーンズ文庫様、ありがとうございます。

　そして二度目のあとがき２ページに緊きん張ちようがとまりません。ばんざい。基本、１ページな花神です。




　新たな緋ひ剣けんも揃そろって、主人公知夏も少しずつ緋ひ宮みやらしく（？）なってきたでしょうか。

　この巻の裏主人公は伊織です。四巻の白雨親子の状じよう況きようと対比的な雰ふん囲い気きを密ひそかに意識しつつ書きました。




　色々な人間模様と、不思議なモノが好きです。ファンタジー、胸が躍おどります。

　昔読んだ小説のひと場面が、時々ふっと鮮せん明めいに蘇よみがえったりすることがあります。

　自分もそういう小説が書ける人になれたらいいなと思います。

　登場人物の名付けに毎回悩なやみます。紙に書いて、消して、書いて……を繰くり返かえして決めています。そのため手帳は時々、人名で溢あふれるという。そんな感じで神々等のキャラを作っています。




　いつもお世話になっております、担当者様。危あやうく迷めい路ろに行きそうなところを、優やさしく丁てい寧ねいに導いてくださり大感謝、心の支えです。これからもどうぞよろしくお願い致いたします。

　編集部の皆みな様さま、デザイナーの皆様、書店さんにも心よりお礼申し上げます。

　鳴海ゆき様。イラストを拝見するたび嬉うれしくてにやけてしまいます。華はなやかでとてもきれいです！　キャラに鼓こ動どうを与あたえてくださってありがとうございます。

　サポートしてくださった方々や家族にも大きな感謝をこめまして。




　本書を手に取ってくださった読者様、本当にありがとうございます。楽しんでいただけましたら光栄です！　ご感想、とても嬉しいです。

　それではまた、お目にかかることができますように。





糸森　環　　



















イラスト／鳴海ゆき











花はな神がみ遊ゆう戯ぎ伝でん




ひとひら恋こいせ、六りつ花かの夜よる








糸いと森もり 環たまき
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